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　　第一章　戦駆少女ヴアルキリー







「臭におうね」

　その赤毛の女はふらりと現あらわれて、俺おれの前で鼻を引くつかせた。帝てい都とを出てしばらく経たった頃ころ。とある田舎いなか町まちに入ったところだった。

「……あんたが皇こう帝ていを殺した男……だね？」

　その女は鎖くさり帷子かたびらを着こんだ戦士、といった風ふ情ぜいだ。手にした槍やりは真ま新あたらしい。

　そこへまた別の声。

「わたし、知ってる！　こっちの奴やつ等らはビフレストだ！　皇帝直ちよく属ぞくのグリームニル達で、[image: すい]すい葉ようのミリアと橙とう果かのスーって奴」

　俺達の背はい後ごから少女が姿すがたを現す。こちらはぶかぶかの鉄てつ兜かぶとを被かぶっていた。その少女は金の髪かみを兜からはみ出させながら、へへん、と得意そうに、

「わたし、一度見た奴のことは忘わすれないんだから！」

　鎖帷子の女戦士はミリア達に向けてクンクンと鼻を鳴らした。

「あんたらも臭うじゃないか……これは裏うら切ぎりの臭いだ」

「……なんだ、お前まえ等らは」

　俺は目の前の女戦士から敵てき意いを感じる。同時に、すっ、と心が冷たくなっていった。敵を殺す前は、いつもそうなるのだ。

「あたし達はヴァルキリー。皇帝陛へい下かの目であり、手足だ」

「サキ姐ねえは鼻じゃん」

　鉄兜の少女がずり落ちる兜を手で直しながら茶々を入れる。

「ヴァルキリー、だと？」

　俺の傍かたわらにいたミリアが呟つぶやいた。その左ひだり腕うでを覆おおう緑の鱗うろこが光を反はん射しやして光こう沢たくを放つ。それから刺突剣レイピアに手をかけて今にも抜ぬこうという動きを取った。

　俺はミリアに問うた。

「こいつらのこと、知っているのか？」

「個人個人は知らないが……ヴァルキリーは皇帝に仕える間かん者じや達のことだと聞いている」

「間者なんて言葉でくくられたくは無いね」

　サキ姐と呼ばれた女がぴしゃりと言う。

「あたし達は帝国内のグリームニルを監かん視し・捜そう索さくする特別な役目を与あたえられていた。ただの間者じゃない。グリームニルを探さがしだす特とく殊しゆな力を持っているんだ。強い力を持つグリームニルを皇帝はいつも求めていたからね」

「で、俺おれ達たちを見つけ出してどうする気だ？　……友達になりたいわけじゃないんだろう？」

「当たり前だ！　皇こう帝ていを殺した奴やつを殺す。仇かたき討うちさ」

　ミリアがその整った顔の眉み間けんに一本線を入れる。刺突剣レイピアにかけていた手から力が抜ぬけた。

「……やめろ。無む益えきな戦いだ」

「無益？　無益だって？　あたしはあんたらに聞きたいね、ビフレスト。あんたら、なんだって皇帝殺しと一いつ緒しよに居いる？　あんたらビフレストこそ、まず真っ先に皇帝殺しを殺すべきじゃないか。ああ？」

「……ひゃ」

　サキに睨にらみつけられて、スーが変な声を出した。その豊ゆたかな髪かみが、心の動どう揺ようを表すかのようにびくりと揺ゆれる。こんな小心でも、神々から神紋ルーンの力を与あたえられし者、神紋を被りし者グリームニルだ。しかも皇帝を守しゆ護ごする精せい鋭えい集しゆう団だんビフレストの一員だった。

　その一員のもう一人が、スーを庇かばうかのように前に出た。そして、

「……皇帝は倒たおされるべきだった。世界に不幸と嘆なげきをもたらすことを喜びとする、悪あく魔まのような存そん在ざいだった」

　ミリアは沈ちん痛つうと言っていいほど、静かな声で答える。サキは嘲あざけった。

「はっ！　笑わせるね。この先に行ってみればわかるだろうよ。皇帝が殺されてからの方が、よっぽど世界は不幸と嘆きで満ちてるってのがね！　それに、皇帝がいなくなって世界はもう終わるって話もある。大たい神しんオーディンの加か護ごが失われ、この世界は巨きよ人じんに滅ほろぼされるってね」

「だからこそ……世界の滅びを止めるためにわたし達は行くんだ。この……血誓兄弟フオースブレーズの男、ロストと共に。邪じや魔まをしないでほしい」

「……やっぱり臭くさいな、あんたら。裏うら切ぎり者が！」

　サキが叩たたきつけるように言った。が、鉄てつ兜かぶとの少女が早口で制せいした。

「ちょちょちょっと待って、サキ姐ねえ！　こいつ……見てみたら、相ッ当ッやばそうだよ!?」

「なんだい、デイシー！　臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたかい？」

　鉄兜を被かぶり直しながら、そのデイシーという少女は俺を見上げていた。

「こいつ、悪あく神しんロキのグリームニルだ！　こいつの神紋ルーンは偽ぎ神しんの神紋ルーンだよ！」

　サキは臭そうに顔を歪ゆがめて、

「なんだいそれ。強いのかい？」

「ほとんど反はん則そくだよ！　なんだかすごい力が見える……。わたし達じゃ手も足も……」

　俺は素す早ばやく踏ふみ込こんだ。そして、無む造ぞう作さにデイシーの胸むな倉ぐらを摑つかむ。ぶちぶちと衣服が音を立てた。構かまわず、俺の目の高さにまで持ち上げてやる。デイシーの足がぶらぶら揺ゆれた。

「いい目だな」

「ひぅ……」

「俺おれと戦うというのなら……死ぬ覚かく悟ごもできていたんだろうな？」

　そんな覚悟は全くなかったのか、デイシーは目を白黒させた。そして、俺の背はい後ごに向けて掠かすれ声を上げた。

「た、助けて、サキ姐ねえ……」

「おい、貴き様さま、やめろ！」

　ミリアが言い、その背後からも、

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　そんな声が上がる。スーがあわあわとうろたえていた。豊ゆたかな髪かみを揺ゆらしながら、首を振ふる。

「殺すとかそんな物ぶつ騒そうな……相手は子こ供どもじゃないですか」

「子供のお前が言うことじゃないな、スー。黙だまってろ」

「う……子供じゃありません……」

　と言いつつ黙る。黙らないのはいつもミリアだ。

「やめろと言ってるんだ」

「お前に指さし図ずされる謂いわれはない。俺は敵てきには容よう赦しやしないようにしている。さもないと、こちらが殺される」

　今殺される訳わけにはいかない。ウルズの泉とやらを見つけるまでは。

　ミリアは睨にらんでくる。

「貴様、気付いているくせに」

「何がだ」

「この子供にわたし達を害がいするような力は無い。放っておいても無害だ」

「そ、そうそう！　わ、わたし無害な女の子だよ？」

　デイシーはひくついた声を上げる。俺は無言でその顔を見つめ続けてやった。

「あ、あの……わ、悪いのはサキ姐だから！　わたしはこんなこと止めようって言ったんだけど、サキ姐がどうしてもって……サキ姐って意地悪で陰いん険けんで、言うこと聞かないとわたし酷ひどい目に遭あわされちゃうの。わ、わたしはただの囮おとりで本当は……」

　サキが慌あわてたような早口で、

「な……！　デイシー！　ばらしてどうするの!?」

　囮？　俺はわざと周囲に気を逸そらしてみる。途と端たんにデイシーは本ほん性しようを現あらわし、

「なんちゃって！」

　袖そで口ぐちに隠かくし持っていたナイフを俺に突つき立てた。

「やった！　見た!?　サキ姐！　わたしのお手て柄がらだね！　今度からわたしのことはデイシーお姉さまって呼ぶ、よう……に……」

　途中から声が小さくなっていった。

「で、デイシーお姉さま？　これからどうするんだ？」

　俺おれは突つき出されたナイフを押おさえながら言った。柄つかの部分を握にぎって、俺の体に刃が届とどかないようにしている。そもそも、非ひ力りきな子こ供どもの力では、こんな小さなナイフで深い傷きずなど作れなかっただろうが。

　デイシーは俺を見つめてくる。真まっ直すぐな瞳ひとみ。

「こうしろって、サキ姐ねえが言ったんだよ。ほんとだよ？」

　俺は無言で見下ろす。

「……こ、殺したら七代祟たたってやるから！」

　デイシーの手の中のナイフがぽとりと落ちる。

「……七代祟る無害な少女か。確たしかにこいつには俺達を害するような力は無いようだな、ミリア？」

　俺がそう言うと、ミリアはばつの悪そうな顔になる。

　俺はデイシーを摑つかんだまま、サキ姐とやらの方を向いた。サキはデイシーが捕つかまってから、槍やりを構かまえて身み動じろぎもしていない。

「だが、こいつ自身に力は無くても、他の誰だれかと組まれたら厄やつ介かいかもしれないだろう。こいつは何か見る力を持っているようだし、俺の気付いていない盲もう点てんを突ついてくるかもしれない」

　ミリアはそれでも刺とげ々とげしい口調で言う。

「ヴァルキリーは戦いに適てきした連中という訳わけじゃない。調ちよう査さや監かん視しのための組そ織しきだ。そこに属ぞくする連中にわたし達をどうこうする力は無いぞ」

「……言ってくれるね、ビフレスト」

　サキは険けわしい表ひよう情じようだ。

「だが、言っただろう？　あたし達は皇こう帝ていの目であり手足である、と。……今だ！　やれ！」

　俺は振ふり返った。黒い影かげが跳ちよう躍やくしていた。振りかざした刃やいばが光を放っている。

「皇帝殺しを殺すのは手足の役目さ！」

　サキの勝ち誇ほこった声。不意を打ったと信じ込こんでいるようだ。俺は慌あわてず、手にしていたモノ──デイシーを盾たて代がわりに突つき出す。

「ひぃっ！」

　デイシーの悲鳴。そして、鈍にぶい音。刃を受けた衝しよう撃げきが俺の手に伝わってくる。

　一いつ瞬しゆんの間。それから、どすん、と地面に転がるものがあった。

「デイシー！」

　サキが叫さけぶ。

　俺は目の前に、曲刀を構えた銀ぎん髪ぱつの少女を見る。白鳥を象かたどったサンダルが目を引いた。ルーン文字が刻きざまれていて、なにか力を持った事じ物ぶつのようだ。その瞳は何物も映うつしていない。淡たん々たんとした目。

　そして、その声もやはり起き伏ふくのないものだった。

「サキ姐ねえ様さま、このものにご指し示じを願います」

　ぼそぼそと、

「このものはデイシーを殺すように言われておりません。皇こう帝てい殺ごろしを殺すためにはデイシーもまた殺す必要があります。どうかご命令ください」

　デイシーは俺おれの手の中で、手足を引っ込こめるくらい縮ちぢこまっていた。

「……ひ……ひ……ひどいっ！　わたしを盾たてに……！」

「お前を盾にしたつもりはないな。ちゃんとお前の鉄てつ兜かぶとに当たるようにしてやっただろう。もっとも、もう一度やられたらもう鉄兜では防ふせげないが」

　地面に落ちたデイシーの鉄兜を俺は蹴けって遠くへやった。

「さあ、もう一度来るか？」

「サキ姐様、このものにご命令を」

「あほーっ！　わたしごと殺す気とか何考えてんの、キリ!?」

　俺に摑つかまれたままのデイシーが顔を真っ赤にして喚わめきだした。そして、もじもじ腰こしを動かして、

「あ、やだ、ちょっと出ちゃった……」

　サキは唇くちびるを嚙かみしめていた。が、暗い表ひよう情じようになり、

「……デイシー、ごめんよ」

「えっ」

　俺の手の中でデイシーが間の抜ぬけた声を出した。

「……大だい丈じよう夫ぶ、デイシー……あんたを一人にはしないよ。皇帝殺し達を殺したら……あたしもすぐに行くから……」

　俺は眉み間けんに皺しわを寄よせた。こいつは本気だ。死ぬ気だ。それを感じ取ったのか、デイシーも呟つぶやく。

「サ、サキ姐……」

「さあ、キリ！　デイシーごとやって……」

　デイシーがじたばたと大おお暴あばれし始める。

「な、なに自じ己こ陶とう酔すいしてんの、サキ姐!?　あほかっ！　あほなのかっ！　わたしはやだよ!?　皇帝に義ぎ理り立だてとか、サキ姐一人でやってよ！　今すぐ腹はらかっさばいて死んで、この人達に許ゆるしてもらって！　それで、わたしは生きる！」

「……キリ！　デイシーを皇帝殺しごと、やれ！」

「主目標がわたしに替わった!?」

　キリという少女が頷うなずく。と、彼女の履はいているサンダルが輝かがやいた。俊しゆん足そく。あり得ないほどの速さでキリは俺から離はなれる。そして、距きよ離りを取って曲刀を構かまえ直した。

「その子の履いているのは皇帝陛へい下かから賜たまわった特とく別べつ製せいでね。いち早く戦場へ駆かけつけるために天を駆かけることができる魔ま法ほうの品なのさ！」

　サキの言葉通り、キリは、とん、と跳ちよう躍やくすると矢のように突つっ込こんできた。確たしかに速い。だが、

「……く……う……」

「駿しゆん馬めの神紋ルーンを使うグリームニルの方がずっと速かったな」

　俺おれはもう片かた方ほうの手でキリの喉のど元もともまた押おさえつけていた。直線的な動きは捉とらえやすい。キリの手元を強打して曲刀を叩たたき落とした後、その喉へと手を伸のばしたのだ。俊しゆん足そくで飛び込んできていたキリの首はがくんと揺ゆれ、軽く意い識しき障しよう害がいを起こしたようだ。

　俺はそのまま力を込め、持ち上げる。

「……キリ!?　くっ……よ、よくやった！　これで皇こう帝てい殺ごろしは両手が使えない！」

　サキの槍やりの穂ほ先さきが上がる。

「あとはあたしが……捨すて身で刺さし殺す！」

「ままま待って待ってサキ姐ねえ！　そんなことしたら、こいつまたわたしを盾たてに！」

　青い顔で隣となりのキリを窺うかがっていたデイシーが慌あわててサキを止める。が、

「そんなものは盾ごと貫つらぬく！」

「人殺しだっ!?　人殺しがいるよっ!?」

「待て！」

　ミリアがサキを遮さえぎった。

「貴き様さま等らが命を賭としてまで忠ちゆう義ぎを尽つくす価か値ちなど、皇帝には無い！」

　サキが顔色を変える。

「なんだと!?　皇帝陛へい下かを侮ぶ辱じよくするのか！」

「貴様等は知らないだろうが、奴やつはあえて人を不幸にしてグリームニルを作り出していたのだぞ！　人を救う振ふりをして、そもそもその者の不幸を奴自身が作り出していた！　そうして、皇帝である自分を有り難がたがる者を、奴は……奴は、嘲あざけっていたのだ！」

「……それはあんた自身のことだろ、ビフレスト？」

　サキが鋭するどい目で睨にらみつける。

「それでも、皇帝はあたし達にとっちゃ皇帝なんだよ。あたし達は皇帝がいなけりゃ、もう意味が無いんだ……ヴァルキリーなんて、皇帝にしか必要とされない」

　サキは自じ嘲ちよう的てきに笑う。

「もう、こんな風にしか生きられやしないんだ、あたし達は。だから、皇帝が死んだら……あたし達も死ぬしかないのさ！」

「そうか」

　俺は手の中のデイシーとキリを捨てた。どすん、と腰こしから地に落ち、痛いてぇっ！　と声が上がる。

「死ぬしかないか。覚かく悟ごはできているようだな」

　俺おれはこいつ等を殺すための神紋ルーンを使おうとする。

　が、どういうわけか、出ない。まだ俺が一度も使ったことのない神紋ルーン、駿しゆん馬めの神紋ルーンでこいつらの周囲を駆かけ廻めぐり、本当の俊しゆん足そくがどのようなものか、どれほどむごたらしい死を与あたえるか教えてやろうと思ったのだ。が、出ない。他の神紋ルーンも同様だ。

　俺は眉み間けんに皺しわを寄よせる。

　どういうことだ？　もしかして……。

　そう思いつつ、俺が呼よび出せた神紋ルーンはただ一つだけ。

　俺の手の甲こうに神紋ルーンが浮うかび上がってくる。それは奸かん智ちと悪意の神ロキのグリームニルに与えられし神紋ルーン、偽神の神紋ルーンだ。と同時に、俺の手の中には魔ま剣けんが顕けん現げんしていた。

　真っ赤な刀身、その全体に刻きざみ込こまれたルーン文字。

「勝利の魔剣、レーヴァテイン……」

　ミリアが呟つぶやき、頭を振ふる。

　やはりだ。俺は以前に魔剣レーヴァテインを呼び出してから、偽神の神紋ルーンしか使えなくなっている。最初、俺が持っていると思っていた神紋ルーン、原初の神紋ルーンは偽にせ物ものだった。ロキの謀たばかりだったのだ。それに気付いた俺には、もう原初の神紋ルーンは使えない。そういうことなのだろうか。

　そんな俺の思いなど関係なく、ミリアが憤いきどおる。

「どうしてだ！　どうしてそんなものを、今この場で顕現させる必要がある！　もう皇こう帝ていは死んだんだ！　このヴァルキリー達と戦うことなんかないだろう！」

「……こいつらは皇帝に与くみするという。なら、俺の敵てきだ。敵は……殺す」

　俺の中の敵意と憎にくしみが燃もえ上がる。それは俺の手を通じて流れ出して行くようだ。実じつ際さい、レーヴァテインは炎ほのおを発し、紅ぐ蓮れんの刃やいばと化していた。周囲が熱され、炎に照らされた。

　俺はレーヴァテインをヴァルキリー達に向けてやる。

「叶かなえてやろう……お前まえ等ら、死にたいのだろう？」

　キリは目前の死にも淡たん々たんとしていた。落ちていた曲刀を拾い、鞘さやに収おさめる。

「サキ姐ねえ様さま、このものに死ぬように命じてください」

　実力の差を冷静に受け止め、死を受け入れていた。一方、デイシーは地面を這はいずった。

「ちょ、待っ……！　わたし、やだよ!?」

　サキが唇くちびるを嚙かみしめているのがわかる。その鼻で嗅かいだのは死の臭においか。

「こ……こんな化け物……！　倒たおせない……！　これじゃ犬いぬ死じ……！」

「……消えろ」

「待て……！」

　ミリアの制せい止し。スーは惨さん劇げきを目にしたくないとでもいうのか、両手で顔を覆おおっている。

　レーヴァテインから光と熱が溢あふれ、視し界かいが白く染そまる。

「わああああっ！　サキ姐ねえー！」

　デイシーの悲鳴。そして……。

　……おかしい。俺おれは眉まゆをひそめた。

「……あ、あれ？　い、生きてる？」

　デイシーの呟つぶやきが聞こえる。そのデイシー、キリと共に、サキに抱だきかかえられていた。サキは咄とつ嗟さに飛び出し、この二人を引っ摑んで地面に伏ふせたらしい。自分の体を盾たてにするように。

　仲間を犠ぎ牲せいにするようなことを言っていたくせに、なんだこの行動は。まるで大事な肉親を庇うかのような捨すて身。

　デイシーとキリを見おろして、改めて思う。こいつらは子こ供どもだ。そんな子供を僅わずかばかり年長であろうサキが身を挺ていして守ろうとした。まるで、これは……これは兄妹のような……。

　俺はフーリンのことを強きよう烈れつに思い出していた。俺の守れなかった妹を。守りたかった者を。

　俺は守れなかったが、こいつは、サキは……。

「……続けるのか？」

　俺は横たわるヴァルキリー達を見下ろして問うた。まだ熱を発するレーヴァテインをサキの首に突つき付けるようにする。

「やらないなら、失せろ」

「……今ここであたし達を殺さなかったことを絶ぜつ対たいに後こう悔かいさせてやる！」

　サキは最後にそう言い捨てると、

「ほら、行くよ！　いつまで引っついてる！」

　と、デイシーを邪じや険けんにし、身を翻ひるがえして走り去った。

「ま、待ってよ、サキ姐……」

　デイシーとキリもそれに続いた。

　彼かの女じよ達の姿すがたが見えなくなってから、ミリアが嘆たん息そくを吐ついた。

「……やれやれ。貴き様さまも少しは情なさけがあるのだな」

「何の話だ」

「あの子達を無む闇やみに殺さずに逃にがしてやったことだ」

「……情けをかけたつもりはない。たまたま死ななかった。それだけだ」

　俺はそう言ってから、レーヴァテインを見つめる。先さき程ほど覚えた違い和わ感かんの原げん因いんを求めるように。

　……こんなものだったか？　トーメントを倒たおした時、この剣はもっと……。

　周囲を見回した。帝てい都とへと続く街道沿ぞいの田舎いなか町まち。今のレーヴァテインの力の発動によって街道の敷しき石いしは剝はがれ溶とけ落ち、樹じゆ木もくも燃もえだしている。なのに、人っ子一人姿を現あらわさない。

「手て加か減げんしてあげたんですよね？」

　スーが俺の傍そばに寄よってきて、言った。俺を窺うかがうように微笑ほほえんで、

「あのサキっていう人が身を挺して仲間の二人を庇かばったのを見て、力を出すのを抑おさえたんでしょう？　仲間っていいものですよね！」

「……仲間？　あの女、俺おれを殺すためなら仲間を犠ぎ牲せいにしても構かまわないようなことを言っていたがな」

「えっと、それはそうなんですけど……」

　スーは困こまったようにもじもじした。俺は言ってやる。

「お前の言う通り、仲間とは本当にいいものだな」

　俺は自分で言ってから、一いつ瞬しゆん黙だまりこんでしまう。

　仲間……あの女は目的のためなら仲間が犠牲になるのを止とめようともせず、目的達成後に自分も死んで仲間に殉じゆんじようとした……。そのくせ、最後には仲間を助けるために自分の身を投げ出して……。

　なら、俺は何だ？

　血誓兄弟フオースブレーズのみんなが死んだ後、俺は何な故ぜ生きている？　俺も仲間に殉ずるべきではないのか。俺だけ生き残って、それでいいのか？　それとも……血誓兄弟フオースブレーズのみんなは俺にとって殉ずるべき仲間ではなかったのか……？　俺は……仲間を助けるために身を投げ出さなかった……。

「それにしても、どういうことだ？　この騒さわぎでも誰だれ一人ひとり様子を見に来るものがいないとは。このままでは延えん焼しようしてしまうぞ」

　ミリアが燃もえる樹じゆ木もくを前にして、周囲を見回す。そして、自らの神紋ルーンを発動させた。一瞬、ミリアの姿すがたが消える。と、燃える樹木から、じゅっ、と音を立てて白はく煙えんが上がった。海かい神しんエーギルのグリームニルであるミリアは、自分の体を霧きり状じようの水と化すことができるのだ。ミリアは自らの体を使って火を消していた。

「……この街には誰も居いないのか？」

　一瞬の後、ミリアは元の姿に戻もどる。その疑ぎ問もんに対する答えはしばらく歩いた先で示しめされた。

「……あ、あそこ！」

　スーが指差す。顔色が真っ青だ。

　スーの指差すところ、街中を通り抜けかけたところに大木があった。街の外からでも目に入るような巨きよ木ぼく。その木の枝えだに鈴すずなりに吊つるされているものがある。何かあるのは見えていたが、ここまで来てようやくわかった。風が吹ふくと重たげに揺ゆれるそれらは、

「……この街の住人か」

　酷ひどい臭においが漂ただよってくる。

「……なんだ……なんだこれは！」

　それまで絶ぜつ句くしていたミリアが絞しぼり出したように声を上げる。

　吊るされた人々は、優ゆうに百を超こえるだろうか。女や子こ供どもの姿も目立った。

「何があった!?　この街で何が……」

　俺は気付く。巨木の幹みきの向こう側に向けて、声をかけた。

「おい、そこに隠かくれている奴やつ。姿すがたを現あらわせ」

　すると、よろよろと姿を現す者がある。

「ど、どうかお目こぼしを……」

　老人だった。衣服は汚よごれ、酷ひどい身み形なりだ。泣いていた。

「わたしは何も持っておりません。旦だん那なさま方に差し上げるものなど、もう何一つ……」

　そして崩くずれ落ち、両手を合わせて俺おれ達たちを拝おがんできた。

「どうか……どうか、もうこれ以上は……お許ゆるしください、許して……」

　ミリアはその様子に尋じん常じようならざるものを感じたようだ。

「どうしたのだ、ご老人？　この街に何があったのだ？」

「この街は、この街は……もう生きている者はわたし一人でございます。他は全て殺されたか連れ去られたか……」

「殺された？　誰だれに？　それにこの街を守る兵は居いないのか？」

「この街は小さな街でございます。皇こう帝てい陛へい下かから街をお預あずかりしていた代官様は僅わずかな手兵を持つばかり……ヴァルテ・ル・ミウに敵かなうはずもありません。今ではこの木の一番高いところにおられます」

　俺は巨きよ木ぼくを見上げた。帝国の兵士らしき死体が数体、揺ゆれているのを見て取る。

「ヴァルテ・ル・ミウ、とは？」

　そう問うと、老人は発作のように震ふるえだした。

「あ、あいつは、あの男は……！　恐おそろしい力で街の者を……！　わたしの家族を……！」

「し、しっかりしてください！」

　スーが老人に駆かけ寄より、その身を支ささえた。老人は目を見開き、

「あの男は楽しむように人を殺しました……それにつき従したがう連中も鬼おにです！　ヴァルテに劣おとらぬ畜ちく生しようども……！」

「そいつらは盗とう賊ぞくか何かなのか？　そんな連中、どこから来たのだ」

　ミリアが険けわしい顔で呟つぶやく。

「ヴァルテ・ル・ミウとその一いつ党とうは、燃もえ盛さかる男の描えがかれた旗はた印じるしを掲かかげておりました。これこそは、この世界を炎ほのおで浄じよう化かする、巨人を率ひきいる者スルトだと。奴やつ等らは……奴等は、スルトへの生いけ贄にえだといってみんなを……世界がどうせ滅ほろびるなら、滅ぼす側について新しき世界を作るのだと言って、みんなを……！」

「スルトだと？」

　ミリアが眉み間けんに皺しわを寄よせた。

「神話では神々の戦いラグナロクの際さい、巨人達を率いて世界の全てを焼き尽つくしたという炎の民の長……それを奉ほうずる連中がこのような蛮ばん行こうを行っているのか。……見み過すごせんな」

「……それで、そいつらは今どこに居るんだ？」

　俺おれが老人に問いかけると、老人は俺を見上げて震ふるえる。

「おお……どうか、お許ゆるしを……」

「あ、あの、この人は見た目は無ぶ愛あい想そうで威い圧あつ的てきで怖こわい人かもですけれど、大だい丈じよう夫ぶですよ。嚙かんだりしませんから」

　スーがとりなすように言う。俺は何か釈しやく然ぜんとしないが、老人はまるで今目が覚めたかのように瞬またたいた。

「だ、旦だん那なさま方は一体……？　盗とう賊ぞくでは……？」

　もっと悪い。俺は血誓兄弟フオースブレーズだ。と、俺が言う前に、ミリアが胸むねを張はる。

「安心しろ、ご老人。我われ々われはこの荒すさんだ世を救うために旅する者達だ。貴き殿でんに危き害がいを加えたりはしない」

「旅!?　旅ですと!?　このご時じ世せいに!?　悪いことは言いません、今すぐ戻もどりなされ！　これから先の街道にはヴァルテの一いつ党とう、焼神閥団バンズコンパニオンが跋ばつ扈こしております。おお……恐おそろしい……」

「つまり、ここから先に進めばスルト神に従したがう連中とかち合う訳わけだな？」

　俺は確かく認にんする。だが、老人は俺の言葉など聞いていないようだ。ミリアに対して、言い募つのる。まるで非ひ難なんするように。

「大体、どうやってこの世を救うおつもりなので？　見なされ、この惨さん状じようを！　人々は虫のように殺され、心は荒んでおります。誰だれにも非ひ道どうを止めることなどできません。皇こう帝てい陛へい下かがおられれば、こんな無む法ほうは許ゆるされなかったものを……！」

「ご老人、気を確たしかに持って欲ほしい。確かに今は皇帝の崩ほう御ぎよで世が乱みだれているが、直じきに治まる」

「直では遅おそいのです！　今！　いや、私にとってはもう全て手て遅おくれだ！　みんな、みんな、死んだ……旅のお方、お聞かせください。帝都は、帝都はどうなっておるのです？　代官様は焼神閥団バンズコンパニオンの暴ぼう虐ぎやくを知らせる使いを帝都に送り、援えん軍ぐんを求めました。しかし、誰も来はしなかった。最も早はや、この世は既すでに地じ獄ごくになったのですか？　どこもかしこも、このような地獄になってしまったのですか!?」

「帝都は……」

　ミリアが口ごもる。皇帝亡なき後、帝都も酷ひどい混こん乱らんの中にあった。統とう治ち機き構こうが四し分ぶん五ご裂れつし、元々は同じ旗はたを仰あおぎみていた者達が相あい争あらそい始めていた。その混乱の最さ中なかだったからこそ、俺達は帝都を易やす々やすと抜ぬけ出すことができたともいえるが。

　と、ミリアは迷まよいを振ふり切るかのように首を振って、

「ご老人、約束する。わたし達はこの地獄のような有様を必ず終わらせる。だから、貴き殿でんにも力を貸かしてほしい。ウルズの街の様子を知らないか？」

「ウルズ？　あの街に何の御ご用ようが？」

「そこにこそ、救いがあるかもしれないのだ。貴殿はウルズの泉の伝説を知っているか？」

「その泉の水を飲めばあらゆる難なん問もんを解とく知ち恵えを得られ、その泉に体を浸ひたせばあらゆる不ふ浄じようが除のぞかれるという泉……伝説の世せ界かい樹じゆユグドラシルの根がそこには伸のびてきているという……そんなおとぎ話のことですか？」

「おとぎ話ではない。わたし達はそれを実じつ際さいに見つけ出すつもりだ。そして、今の世を救う知ち恵えを泉から手に入れる。この世界を巨きよ人じん達から救うためにな」

　そう。俺おれ達たちは馬ば鹿かげたことに賭かけているのだ。神話の時代にまで遡さかのぼるような、存そん在ざいもあやふやな泉の話。そんなものでこの世界を救おうというのだから。




『──世界樹のもと、『ウルズの泉』まで来ると良いよ。そこから本当の全てが始まる』




　アヴィという男は、そう言って俺達を誘さそった。神々の番人ヘイムダルの加か護ごを受けたグリームニルを名乗ったその男は、なにかを知っている。俺はあのニヤッとした笑いを思い返した。

「……そんな子こ供どもじみた昔話を信じて、泉を探さがすだなどと……」

「だがな、ご老人。座ざしてこの世界の滅ほろびを待つより、少しでも可か能のう性せいに賭ける方がずっと正しいとは思わないか？　地じ獄ごくに居いることを嘆なげくより、地獄を抜ぬけ出すことを望むのは間ま違ちがったことだろうか？」

　ミリアの言葉に、老人は俯うつむき、黙だまりこむ。そして、

「……本気なのですな？　本気でこの世を救おうと……」

「ああ。だからウルズの街のことを知っていれば教えてほしい。伝でん承しようによれば、ウルズの街は泉の畔ほとりに住んでいた女め神がみたちの館やかたが元になっていると聞く。であるならば、泉はウルズの街のどこかにあるはずなのだ」

「でしたら、お気をつけなさい！　あの街は今、それこそ焼神閥団バンズコンパニオンの巣そう窟くつ。ヴァルテが支し配はい者しやとして君くん臨りんする地じ獄ごくと化しておりましょう」

「な、に……そう、か……」

　そう聞いて、ミリアは言葉を詰つまらせる。その様子で、スーが察した。

「なにか心配事でもあるの、ミリアちゃん？」

「……ウルズの街には、わたしを助けてくれた恩おん人じんがいるんだ。無事でいるといいが……」

　俺は首を傾かしげた。それから、無ぶ遠えん慮りよに言う。

「お前は生まれ故こ郷きようの街をその腕うでの所せ為いで追い出されたと聞いたが……そんな街に恩人と呼よべるような者がいたのか？」

　ミリアは鱗うろこで覆おおわれた左腕を右手で庇かばうかのようにする。

「……ああ。街の大半はわたしと、わたしの家族を追いたてた。石を投げ、唾つばを吐はき、家に火をかけて。母とわたしは命からがら逃にげ出した……だが、暴ぼう徒とと化した街の連中はわたしを串くし刺ざしにでもしなければ収おさまらない勢いきおいだった。今でも目に浮かぶ。どこまでも追ってくるたいまつの明かり……闇やみ夜よの中、それは赤い帯のようにどこまでも続いているかに見えたな……」

「それでよく生き残れたものだ」

「……わたしには、巨きよ人じんがいたからな」

　俺おれは片かた眉まゆを上げた。

「なにを言っているのか、わからんな」

「追い詰つめられたわたし達親子を助けてくれた者がいたのさ。それが巨人、ハミンギャだ」

「巨人？　巨人だと？　巨人がお前を助けてくれたのか？」

　というか、巨人が既すでにこの世に居いたと言うのか。世界を滅ほろぼす巨人が。

　ミリアは遠くを見る。

「……本当に巨人という訳わけじゃない。だが、大きな人だった。巨人の血を引いているとか半巨人だとか言われていたな。街外れの洞どう窟くつに一人隠れるように住んでいて、たまに街で力仕事を請うけ負ったりして生活していた。すごかったぞ、彼の力は！　見上げるような巨石だって軽々担かついでみせたものだ」

　ソロウがこの場に居たら、きっとむずむずしていたことだろう。どっちの筋きん力りよくが高いか勝負しに行こうぜ！　とか。絶ぜつ対たいそう言うであろうソロウの顔を思い浮うかべてしまう。最も早はや、そんなことはありえないのに。

「……そんな奴やつがいたのか」

「ああ。その巨体と風ふう貌ぼうからウルズの街の連中から怖おそれられてもいたよ。その力を頼たよりにすることがあっても、結局は腫はれ物ものに触さわるようだった。でも、わたしは知っている。彼かれはとても心こころ優やさしい。傷きず付ついた小鳥などを絶対に見み捨すてられない、そんな人だった」

「だから、お前等親子のことも見捨てられずに助けた。そういうことか」

「……今思うと、彼自身が街の連中から白はく眼がん視しされていたところもあるから、同じ境きよう遇ぐうのわたし達を他ひ人と事ごとと思えなかったのかもしれない。だがともかく、わたし達は危あぶないところを半巨人に匿かくまってもらった。その時から、彼はわたしの巨人、わたしを助けてくれる頼りになる巨人になったのだ」

　ミリアはそこで、ふう、と息を吐ついた。

「でも結局、そのまま半巨人の所にいることはできなかった。街の連中が今度は半巨人を苛いじめだすかもしれなかったから。わたし達は迷めい惑わくをかけないように、半巨人の洞窟から去り、そして帝都に流れ着いたという訳わけだ」

　俺は首を傾かしげた。

「何な故ぜ、そこから去る必要がある？　その半巨人は強い力を持っているのだろう？　なら、ウルズの街の連中などに迫はく害がいされたところでなんともないだろうに。むしろ逆ぎやくに、街の連中を従したがえることだってできる」

　ミリアは俺に一いち瞥べつをくれ、これだから無む法ほう者ものは……、と言いたげに口を開いた。

「わたしの巨人はな、力があってもそれを振ふり回すような真ま似ねはしない人だったんだ。彼は心優やさしいと言っただろう。争いごとを好まない。それに、彼かれはウルズの街が好きだった。そのウルズの街の人々に力を振ふるうなんて、彼にはできなかったよ」

「だから、なにも守れない。力を持っていても、それを使わなければなにも守れない。お前を守れなかったようにな」

　俺おれが言うと、ミリアは険けんのある眼まな差ざしで睨にらんできた。

「わたしの巨きよ人じんのことを侮ぶ辱じよくするなら、許ゆるすわけにはいかない！」

「ちょ、ちょっと待ってください！　今は仲間内で言いあってる場合じゃないでしょう？」

　スーがあわあわと口を挟はさんでくる。

「これから行くウルズの街には焼神閥団バンズコンパニオンとかいう怖こわい人達がいるんですよ？　仲間で協力し合わないと！」

　スーの言葉に、ミリアははっとしたようだ。

「確たしかにそうだ。わたし達は世界を守るために……。急ごう。彼のことも心配だ。その無む法ほう者ものどもになにもされていなければいいが……」

　そして、巨きよ木ぼくに吊つるされた人々を仰あおぎみる。

「こんなことは絶ぜつ対たいに許せん……」

　許せない、か。確かに、これは胸むなくそが悪い。が……これが俺達のやったことに対する結果なのではないか。俺が皇こう帝ていを殺した結果、ヴァルテ・ル・ミウなる男が率ひきいる焼神閥団バンズコンパニオンとやらが現あらわれた。だとしたら……これは俺達が悪いんじゃないのか。

　許されざる者とは俺達自身。

　そんな思いを胸むねに抱いだきつつ、俺達は吊るされた人々を弔とむらった。遺い骸がいを焼き、墓はかを掘り、埋うめた。全部で百十二の墓ができた。

　一方で、老人は巨木の傍そばから離はなれようとしなかった。

「私からなにかを奪うばうのでなければ、もう放っておいてくだされ」

　老人はよろよろと巨木の幹みきの後ろに隠かくれ、

「ここが一番安全なのです。ここにいれば、街のみんなの魂たましいが木の上から見守ってくれるに違ちがいないのですから」

　死者にずっと見下ろされながら生きるというのがどれほど安あん寧ねいなものなのか、俺にはわからない。が、老人の選んだことだ。俺達は老人に別れを告げ、旅を続けることにした。

「……あの老人、無理にでも連れてくるべきではなかっただろうか。あんなところに一人では危き険けんだろうに……」

　ミリアが懸け念ねんするのを耳にしつつ、俺は歩く。

　皇帝がいなくなってからの方が不幸と嘆なげきが増ましている。そう言っていたヴァルキリーの女の言葉が思い出された。

　これら全部、皇帝がいなくなった所せ為い……。




「……しかし、予想して然しかるべきだったな」

　ミリアの声が聞こえる。あと、炎ほのおのはぜる音も。

「皇こう帝ていに忠ちゆう義ぎを誓ちかう者がまだいるのは当然だ。曲がりなりにも、長年帝国を治め続けてきたのだから」

「じゃ、じゃあ、またあのヴァルキリーみたいな人達が襲おそってくるの？」

　スーの声がした。俺は目を瞑つむり、焚たき火びの熱を感じている。火に当たっている爪つま先さきは暖あたたかいが、頰ほおは冷たい。

　野や営えい中ちゆうで、今は俺が横になる番だった。

　人が横になっているのに、ミリア達はぼそぼそと喋しやべり続けていた。

「……皇帝亡なき後、治安は悪化している。皇帝殺しを倒たおしたとなれば、帝国の後こう継けい者しや争いにも有利になるだろう。仇かたき討うちでなくても、襲おそってくる山さん賊ぞくもいるだろうな」

「さ、山賊……わ、私達、山賊に狙ねらわれるようなお金なんか持っていないのに……」

「皇帝殺しだぞ？　皇帝の持つ宝ほう具ぐや黄金を奪うばって持っていると思う奴やつもいるかもな。それか、懸けん賞しよう金きんでもかけられていて、それ目当てで付け狙う者もいるかもしれない……」

「じゃ、じゃあ、どうしたらいいの？　そんな会う人会う人に襲われたら、ウルズの街へなんてとても……」

　なにかごそごそと探さぐる音がしてきた……。

「……そのために、これだ。防ぼう寒かん用ようのフード付きマントをさっきの街で調達しておいた……」

「……これを被かぶれば……」

「……これから寒くなるし、丁ちよう度ど……」

　……

　……

　わあああああ！　という喚わめき声が突とつ然ぜん響ひびき、俺は跳はね起きた。

　焚火の前に鎧よろい兜かぶとの男が立ち、喚いている。

「見つけたぞ！　皇帝殺し！　反はん逆ぎやく者しや！」

　鎧兜の男は俺を指差し、罵ば倒とうしてくる。

「貴き様さまの所せ為いで帝国は乱みだれ、人々は死んでいる！　貴様の所為だ！　貴様の！」

　ミリアとスーの姿が見えない。どこへ行った？　まさか、やられてしまったのか？

「……喚くなよ」

　俺は偽ぎ神しんの神紋ルーンを浮うかび上がらせた。俺の手の中にレーヴァテインが現あらわれる。そして、俺は幾いく分ぶん安あん堵どした。以前と変わらぬレーヴァテインだ。凄すさまじい熱量を発して、今にも全てを燃もやし尽つくしてしまいそう。先に感じた炎ほのおの衰おとろえ。あれは勘かん違ちがいだったようだ。

「謝あやまれ！　詫わびろ！　人々の苦しみの原げん因いんめ！」

　鎧よろい兜かぶとが声こわ高だかに言い募つのる。

「……ミリア達をどうした？」

「皇こう帝てい殺ごろしに協力するような屑くずどもだ！　今いま頃ごろは男どもに弄もてあそばれて、さぞや喜んでいることだろうよ！」

　瞬しゆん間かん的てきに、血が上った。

「……今、お前は自分の死を自ら宣せん告こくしたぞ」

　その鎧兜の男は一いつ瞬しゆん気け圧おされたように黙だまる。が、すぐに喚わめき散らしだした。

「く……っ。私には使命がある！　ここで死ぬわけにはいかぬ！　死ぬのは貴き様さまの方……！」

　俺おれは刺さし貫つらぬいた。レーヴァテインを深々と差し込こんでやる。鎧兜の喉のど元もとから噴ふき出す鮮せん血けつ。

「使命とやらを果たすことは叶かなわなかったな」

　兜が落ちる。その顔を見て、俺は言葉を失う。

　トーメントだった。口から血をゴボゴボと噴き出しながら、トーメントは呟つぶやく。

「……なんてことを……ロスト、あなたはこれでこの世界を滅ほろぼすことになる……私の使命が……私を……仲間を殺したあなたには必ずや報むくいがある……」

「お前は仲間じゃない。仲間じゃなかった。それを、よくも仲間だなどと！」

「人を憎にくむその気持ち。憎しみに駆かられて戦うその心。素す晴ばらしいですよ、ロスト。さすが私が見込んだ者。あなたは災さい厄やくをもたらす者。あなたの所せ為いです。皆みなが死んだのは全てあなたが憎しみに駆られて復ふく讐しゆうに走った所為」

「お前が死んだのはお前の報いだ」

　そこでトーメントは確たしかにニヤリと笑ったのだ。

「では、あなたも報いを受けるのですね？」

　俺は気付く。辺りが一変していた。

　納のう骨こつ堂どうのような、石の棺かん桶おけが並ならぶ室内。ここは見たことがある。ここで、あいつらは……。

　そして、俺は見た。

　ソロウが、あの筋きん肉にくの塊かたまりだった男がどんどんやせ細り、骨ほねと皮になり、目玉が零こぼれ落ち、朽くち果てて行くのを。

「……ロスト……ちょっと見てくれよ……俺の筋力は今、幾いくつくらいだ……？　なあ、俺はどうしてこんな体に……どうしてこうなった？　どうして？」

　フュアリーもいた。相変わらず白い肌はだ。変わった点といえば、背せ骨ぼねがぐしゃぐしゃになり、曲がってはいけない方向に折れ曲がったことくらい。そのフュアリーが俺を見上げ、

「……ロスト……これがあなたの戦いの結果……、目を逸そらさないで……わかるでしょう？　……みんなあなたの所為。あなたが私達を巻まき込んで……殺した……」

　俺は立ち竦すくむ。何かが俺の喉を駆けあがってきた。俺はそれを食い止めようと歯を食いしばる。だが、それは俺の口の隙すき間まから漏もれだした。それは後こう悔かいと嘆なげきの呻うめき……。




「……おい、しっかりしろ！」

　俺おれの頭が揺ゆれていた。焦しよう点てんの合わぬ目を開く。

　眦まなじりのはっきりした整った顔つきの少女が俺を見つめていた。その脇わきで、豊ゆたかな髪かみをした小動物めいた少女が自らの手を握にぎりしめている。俺が目を開いたのを見て、

「あ！　目が覚めたみたいだよ、ミリアちゃん」

「スー、そこの革かわ袋ぶくろを取ってくれ」

　言われて、スーが革袋を取り出す。

「まずは飲んで落ち着け。貴き様さま、ひどい有あり様さまだったぞ」

　そう言って、その革袋を差し出してきたミリアの左手はてらてらと緑色に光を映うつしていた。鱗うろこだ。鱗に覆おおわれた腕うでをしている。

「……俺は……」

　どうしたというんだ？　そう問う前に、ミリアが言葉を継ついだ。

「歯を食いしばってうなされていた。舌したを嚙かみ切るんじゃないかと思ったぞ。良くない夢ゆめでも見たのか」

「心配しちゃいましたよ。ミリアちゃんなんか慌あわてて飛び上がって、取り乱みだすものだから……」

「お、おい、スー！　余よ計けいなことは言わなくていい！」

　……心配、だと？

「とにかく大事は無いんだな？　これからウルズの街への道のりはまだまだだというのに、病気だったりしたら大変だからな。……で、どうしたんだ？」

「……なんでもない」

「なんでもないことは無いだろう？　あんなにうなされていたんだ。もしかして、どこか痛いたみでもあるのか？　体調が悪いんなら……」

「なんでもないと言ってるだろう！」

　俺は強い口調で言った。

　ミリアが目に見えてムッとした。

「……そういう言い方は無いだろう！　なんだ、それは！」

「ま、まあまあ、ミリアちゃん……」

　スーがおろおろしつつ宥なだめる。

「病気とかじゃないみたいだし、よかったじゃない？」

「いいから、俺のことは放っておいてもらおう」

　ミリアはふくれっ面つらになって、ぷいと横を向いた。

「ふん、そうか。なんでもないか。なら、よかったな！　まったく人ひと騒さわがせな！」

　言ってから、今度は小さく溜ため息を吐つくのが聞こえる。

「……最初に会った頃ころとは、もう違ちがうと思ってたのだがな」

　俺おれは聞き咎とがめて、問うてしまう。

「なに？」

「共に死線を乗り越こえて、今ではこの世界を救うという同じ目的を持つ仲間になれたと思っていた……。なのに『なんでもない、自分のことは放っておけ』だと？　……貴き様さまはどうしてそう、壁かべを作りたがるんだ」

　何な故ぜか、俺は今のミリアの言葉に胸むねをつかれた気分になる。……なにか懐なつかしいものに再ふたたび出会ったような気持ち……。こんなことを昔、誰だれかに言われたかもしれない……。

　だが、ミリアは俺のその沈ちん黙もくを拒きよ絶ぜつだと受け取ったらしい。小こ生なま意い気きな子こ供どものように口を尖とがらせ、

「……むしろ、貴様の体になにかあって苦しんでたらずっと良かったのに！」

「……ミリアちゃん、そんな憎にくまれ口叩たたいたらよくないよ。あんなに心配してたじゃない」

「心配なんかしてない！」

　ミリアは吐はき捨すてるように言うと、洞どう窟くつから出て行こうとする。街かい道どう沿ぞいで旅籠はたごが見つからず、やむを得ず野宿した場所だ。外はまだ暗い。が、明け方は遠くなさそうだ。

「ちょ、ちょっとミリアちゃん、どこへ行くの？」

「小川だ！　顔を洗あらってくる」

　スーが慌あわててミリアの後を追い、と思ったら、とてとてと俺のもとに駆かけ寄よってきて、

「あの、これ……」

　俺の手に、水の入った革かわ袋ぶくろを押おし付けてくる。

「飲んだ方がいいと思います……ミリアちゃんがあなたのために急いで汲くんできたお水だから」

　俺はスーの顔をまじまじと見た。

　俺はこの旅が始まる前に、言っていた。スーを置いていけ。足手まといだ。と。

　能のう力りよくを持っていても戦う意思がない。戦いの役には立たないどころか邪じや魔まですらある。ウルズの泉を探さがす旅の妨さまたげになるだろう。そう言って邪じや険けんにしてきた。なのに……。

「何故だ？」

「え？　な、なに？」

　俺の口調に怯おびえたのか、スーは一いつ瞬しゆん口ごもる。

「……俺はお前に友好的とは言えなかった。なのに、何故その俺を助けようとする？」

「え……だって、もう私達『仲間』でしょう？」

　スーは目を丸くして言ったものだ。

「仲間が苦しそうだったら心配ですよ」

「……仲間だと？」

　直ちよく接せつ的てきな言葉に、俺は戸と惑まどってしまう。仲間……仲間か。

　だが次の瞬しゆん間かん、俺おれの頭の中に、フュアリーやソロウの姿すがたが浮うかんだ。俺は奴やつ等らが死んだ時、よくやった、と笑って送ってやった……。それで本当に良かったのか？　あいつらは死んだのに、俺は生きていて……また仲間、だと？

「……俺は、嫌いやなんだ……」

　呟つぶやいてしまう。スーは「ん？」と首を傾かしげ、

「頼たのむ、やめてくれ。やっぱり俺のことなんか放っておいてくれ」

　俺に仲間だなんて言うな。その気になってしまったら……またあの思いを繰くり返すことになる。俺の仲間になる奴は……きっと死ぬのだ。だから仲間になったら、きっとこいつらを死なせることになる。

「……俺は失うことが怖こわい……」

　スーはあたふたと、

「え？　あ、あの？　なにを怖がっているんですか？」

　俺は口を噤つぐむ。これ以上は駄だ目めだ。これ以上こいつらと慣なれ合ったら……仲間になってしまったら……。

　俺のことを仲間だなんて思いたくなくなるようにすればいい。

　そう決めると、俺は顔に皮肉めいた笑みを浮かべる。

「……俺が失うのを怖おそれているのはな、闘とう争そう心しんだ。お前等と慣れ合うことで戦いに対する心こころ構がまえが萎なえるのが嫌なんだ」

「そ、そう……なんですか。あ、あの……うん……。と、とにかく、お水、ここに置いていくから……飲んであげてくださいね」

　スーは顔を伏ふせ、とぼとぼと歩み去った。

　俺はその後ろ姿すがたを見送る。

　これでいい。

　俺に仲間を作る資し格かくなどない。

　それも当然だ。

　大切な仲間を守れなかった奴は、新しい仲間など持つべきではないのだから。

　そう思いながら、俺は自分の中に生まれつつある新たな感かん情じようを必死で抑おさえつけていた。













　　第二章　焼神閥団バンズコンパニオン







　道すがら、焼神閥団バンズコンパニオンの爪つめ痕あとはそこここに目についた。

　街かい道どう沿ぞいの旅籠はたごは黒くろ焦こげの姿すがたを晒さらし、焼け焦げた軀むくろが転がっている。

　道の真ん中に散らばった荷物と横転した荷馬車。

『炎ほのおの長スルトは全てを焼き尽つくしたもう』

『新しき世界は近い』

　といった文字が体に切り刻きざみ込こまれた死体。それらは串くし刺ざしにされ、まるで看かん板ばんのように掲かかげられていた。

　それらを見かけるたびに、ミリアの表ひよう情じようは暗いものになっていく。

「……帝てい国こくは……この世界はどうなってしまったのだ」

　スーに至いたっては終始青い顔だ。

「ひどいよ……どうしてこんなことができるの？」

「早くウルズに辿たどり着かねば。こんな蛮ばん行こうに終しゆう止し符ふを打たねばならない」

　終止符を打つ、か。それは焼神閥団バンズコンパニオンを倒たおすことを意味しているのか、それともウルズの泉を見つけて世界を救う方法を手に入れることを意味しているのか。ミリアはどちらを考えているのだろう。

　焼神閥団バンズコンパニオンを倒したところで、この惨さん状じようが改まるとは思えない。世界の終末に怯おびえる人々の中から、また別の焼神閥団バンズコンパニオンのような奴やつ等らが出てくるだけだろう。つまり、今は焼神閥団バンズコンパニオンなど放っておいて、根本的にこの世界を救う方ほう策さくを見み出いだすべきなのだ。そうして人々から怖おそれを取り除のぞくことこそが正しい。

　一方で、俺おれは俺でこの光景を見て思うところもある。

　この行こう為いに何の意味があるのか、ということだ。

　焼神閥団バンズコンパニオンは手当たり次し第だいに人を殺しているようだ。だが、何のために？

　略りやく奪だつのためか？　人々に恐きよう怖ふを植え付けるためか？

　スルトに捧ささげるために人々を殺してまわっている。途と中ちゆうで出会ったあの老人はそう言っていた。だとしたら、焼神閥団バンズコンパニオンの連中はスルトを怖れていて、そのご機き嫌げんをとるために他人を犠ぎ牲せいにしているということだ。

　いずれにせよ、俺はそういう奴等が嫌きらいだ。強い者に媚こび諂へつらって、他人を差し出すような奴等。そんな奴等を敵てきと見み做なして殺すことに何の躊躇ためらいもない。

　別に道みち端ばたで無む惨ざんに殺されている母子の姿を見て心が動かされたわけではない。母親の歪ゆがんだ死に顔を見て、その無念を晴らしてやろうなどと俺おれが思う訳わけがない。弱い奴やつが死んだというだけだ。

　そういう理由ではないが、俺は焼神閥団バンズコンパニオンの連中を見かけたら容赦はしないだろう。ただ、焼神閥団バンズコンパニオンの連中が気にくわない。それだけの理由で。

「……あの、あの？」

　呼よびかけられた。俺はそれまでの考えから引き戻もどされ、

「……なんだ？」

　スーが恐おそる恐るといった風で俺に言ってくる。

「いえ、さっきから難むずかしい顔で、ずっとどこかを睨にらんでるみたいだったからどうかしたのかなぁって……」

「なんでもない」

「……そうですか？　さっき小さい女の子のお墓はかを作ってから、ずっと考え込こんでるみたいでしたし……」

　言われて、俺は妙みような気持ちを味わった。これは……気まずいとでもいうのか。何な故ぜだか苦しさを感じる。心の奥おくを見み透すかされたような居い心ごこ地ちの悪さ。

　だから俺は思わず、険けわしい声を上げてしまう。

「なんでもないと言ってるだろう！」

「す、すみません」

「何を怒おこっているんだ」

　スーが竦すくみ上がり、ミリアが呆あきれた顔をする。

「貴き様さまが怒るべきは焼神閥団バンズコンパニオンであって、スーではないだろう」

「……俺は焼神閥団バンズコンパニオンに怒ったりしていない。だが、奴やつ等らは気にくわない。だから奴等を見かけたら殺す」

「……どこが違ちがうんだ？」

　ミリアは首を捻ひねり、

「まったく、貴様は捻くれた奴だな！　誰だれかを可哀かわい想そうだと思ったなら、その思いを素す直なおに口に出せばいいのに」

「……なにを言っているのか、わからんな」

　俺は顔を背そむけた。

　そんな風にして先に進んで数日。俺達の前に、聳そびえ立つ山が見えてくる。だが、その山はどうにも奇き妙みようだ。垂すい直ちよくに切り立った山やま肌はだはあまりに直線的過すぎて人工物のような……いや、それは山ではなく……。

「……なんだ、あの壁かべは？」

　近付いていくに従したがい、俺は最初の印象が間ま違ちがっていたことを知る。山ではない。今では巨きよ大だいな壁かべが行く手を遮さえぎっているように見えた。山と見み紛まごうほどの高さの壁だ。

　ミリアが言う。

「あれがウルズの街だ」

「あれが？　街？」

　それはウルズの街を取り囲む壁だという。

　石の積まれた堅けん固ごな壁。その高さといい、まるで要よう塞さいだ。

「初めてウルズの街を見た者は、大たい抵ていそういう反はん応のうをする」

　ミリアは訳わけ知しり顔に言った。

「随ずい分ぶんと出入りが厳げん重じゆうそうな街だな。何に備そなえての外がい壁へきなんだ。この近くには魔ま物ものでも出るのか？」

「……この壁は外敵に備えた物じゃない」

　ミリアが重そうに口を開いた。

「これは中の者を外に出さないための外壁だ」

「なんだそれは？　閉とじ込こめておく必要がある者でもいるのか？」

「……病気を広めないためにな」

　ミリアは自分の左ひだり腕うでをさする。

「この街の伝説だ。この街は元々ウルズの泉の畔ほとりにあったという話はもうしただろう？　そのウルズの泉には世せ界かい樹じゆユグドラシルが根を伸のばしているという伝説がある。泉に根を浸ひたして、清せい浄じような水を取りこんでいるのだという」

　世界樹ユグドラシルか。世界樹は全ての世界を支ささえる巨きよ木ぼくだ。あらゆる世界に根を張はってその大地を支えているのだと聞く。そんな大たい木ぼく、見たこともないが。

　ミリアが続ける。

「だが、世界樹を通して招まねかれざる者がやってくることもあった。ある時、ユグドラシルの根を伝って、死者と極ごつ寒かんの世界ニヴルヘイムから呪じゆ竜りゆうニーズホッグが現あらわれたのだ。呪竜ニーズホッグはウルズの街に竜りゆう鱗りん病びようをばらまいた。体中鱗うろこだらけの化け物になった住人達は同じ街の仲間を襲おそい、彼かれ等らも同じ化け物に変えていった。大神オーディンはこれを憂うれい、ウルズの周りに囲いを作った。そうして、それ以上竜鱗病がこの世に広がるのを防ふせいだのだという……この外壁はその名残なごり、と言われている」

「……だとすると、ウルズの街の連中は大神オーディンに見み捨すてられ、みんな竜鱗病になってしまったということか？」

「さあな。伝でん承しようには、もともとウルズの街に住んでいた連中がどうなったかまでは描えがかれていない。だが、ウルズの街に住む者達はみんなこの伝承を知っている。そして怖おそれているんだ。竜鱗病が再ふたたびウルズの街に広まることを」

　ミリアはそう言うと、真まっ直すぐにウルズの外壁を見つめた。

「……変わってないな……黒くて冷たくて嫌いやな壁かべ……」

　そうして、壁の上部を指差す。

「あれが見えるか？　茨いぱらが壁を這はっている部分があるだろう？」

「ああ。あんなところにどうやって生えたんだ？」

「あれは意地悪な茨でな。壁をよじ登ろうとする者の手を刺さすために生えている」

　俺おれには逆ぎやくに、壁をよじ登るための手て掛がかりを与あたえているようにも見えた。

　ミリアが遠い目をする。

「……あれには随ずい分ぶん痛いたい目に遭あわされた」

　スーが目を丸くした。

「え……！　ていうことは、ミリアちゃん、あそこまで登ったの!?」

「……まあな」

　ミリアは言い淀よどむ。俺は片かた眉まゆを上げた。

「……壁をよじ登らねばならない理由があった……というわけか」

「ウルズの街を逃のがれる時に、な。母と共に、手を血ち塗まみれにして、命からがら逃にげ出した……。あれは辛つらかったぞ。痛いたみに耐たえかねて手を離はなしたら、即そく、墜つい落らく死しだった。……あの壁には、まだわたしと母の血手形が残っているんじゃあないか……」

　ミリアの目線は壁の上の方をずっと向いている。その血手形を探さがすように。死んだ母の手形を探すかのように。そして、呟つぶやく。

「……あの茨を壁に生やしてくださった、大たい神しんオーディンに幸いあれ、だ」

　それにしても、と俺は壁の高さに嘆たん息そくする。

「しかし、よく登れたものだな。この高さを」

「まあ、少しは慣なれていたからな」

　ミリアの答えに、スーがあやふやな顔をした。

「……慣れていた……？　壁を登ることに？」

　ミリアが笑う。

「おかしいだろう？　女の子は普ふ通つう、そんなことはしないものな。スーは木登りとかしなかっただろう？」

「うん。私はそういうのよりお母さんから昔話を聞いたりする方が好きだったな」

「でも、わたしはよく壁で遊んでいたものだ。……あの茨に生る実が、ちょっとした遊びというかおまじないに使えたので、よく採とったよ」

「へえー、どんなおまじないなの？」

　スーが女の子らしく食い付く。ミリアは手ぶりを加えて答える。

「茨に生る赤い実を円えん環かん状じようにまとめて腕うで輪わにするんだ。こんな風にな。そうして、その腕輪を大切な相手に渡わたす。それは誓ちかいの腕輪だ。受け取った相手の言うことを一度だけなんでも聞いてあげる、という約束の証あかし。これを渡わたすということは、それだけ相手を信しん頼らいしている、大切な友達だと思っている、という証しよう明めいだ」

　そうして、ミリアは再ふたたび遠い目になった。鱗うろこの生えた左ひだり腕うでを撫なでつつ、

「……もっとも、そうやって作ったわたしの腕うで輪わを受け取ってくれたのは一人だけだったがな」

　それから首を振ふり、

「あの壁かべや茨いばらには痛い思い出しかないんだが……だが、何な故ぜ懐なつかしいんだろう」

　嫌いやな思い出も良かった思い出も、あの壁を見ることで想起されるのだろう。俺おれは複ふく雑ざつな思いだ。ミリアは自分の故こ郷きようが残っているだけまだマシだ。俺の故郷は……ノルンの里はもうどこにもない。徹てつ底てい的てきに破は壊かいされ、人々は消された。

　更さらに街に近付くと、壁は思ったより荒あれていた。上じよう端たんが崩くずれ、壁へき面めんにヒビなども見える。壁の近くまで藪やぶが茂しげり、木々が密みつ生せいしている箇か所しよまである。

「壁の意味がないな」

　俺は言った。

「あんな壁の近くまで木が生えている。あれなら木を伝って、簡かん単たんに中へ出入りできる。外壁の下まで薮があるから、人知れず隠かくれて近付くのも容よう易いだ。壁の手入れもされていない。壁に生えている茨といい、よじ登るのに格かつ好こうの手がかりが壁一面にある。この街は駄だ目めだ」

「別にウルズの街は軍事的な街じゃない。今まで帝てい国こくの治ち世せいで争いからは無む縁えんだったんだ。戦いへの備そなえはしていないさ」

　ミリアはそう応おうじて、

「それに、だからこそわたし達はウルズの街の外へ逃のがれることができたんだ。一部の隙すきもない街だったら、わたしは今いま頃ごろとっくに晒さらし首になっていただろう」

「ほう。では、今はどうなんだろうな？」

　俺は壁にぽっかりと空あいた城じよう門もんを指差す。四頭立ての馬車が十分行き交えるくらいの幅はばがある門。かなり大きい。だが、そこを閉とじるための門もん扉ぴは見当たらなかった。普ふ通つうは、街への出入りを堰せき止めるための門扉とそこに付ふ随ずいした衛えい兵へいなどいるものだ。だが、今のウルズの街の城門は寒々と口を開け、人の姿すがたも見えない。馬車の行き交いなど絶たえて久ひさしいだろう。

　あるのは掲かかげられた旗はた印じるしだけ。

「……あれって、燃もえている男の人の紋もん章しよう……焼神閥団バンズコンパニオンのマークですよね？」

　街への入り口付近ではためく旗。それを指してスーが言った。

「……やっぱり、ウルズの街はもう焼神閥団バンズコンパニオンに……」

　そう言いながら、腰こしが引けている。怯おびえているのが丸わかりだ。

「奴やつ等らはこの街でもスルトへの生いけ贄にえを捧ささげているのか？　だとしたら、ウルズの泉を探さがす障しよう害がいとなるのは間ま違ちがいなさそうだな」

　ミリアが下した唇くちびるを嚙かみしめる。俺は言った。

「障しよう害がいになろうがなるまいが関係ない。焼神閥団バンズコンパニオンの奴やつ等らは見つけ次し第だい殺す。そう言っておいたはずだ」

　俺おれはさっさと城じよう門もんへと歩みを進めた。後ろからミリアが追いかけてきて、

「おい、待て貴き様さま！　なにも正面から行かなくても、外がい壁へきを乗り越こえて潜せん入にゆうすることだってできるし、それにわたしの友達の半はん巨きよ人じんはこの近くの洞どう窟くつにいる。彼の安全を確たしかめ、この街の事じ情じようを聞くためにそちらに向かっても……」

「ここに敵てき意いを持つ者の気け配はいはない。怯おびえる必要も、回り道をする必要もない」

「しかし……」

「それでも心配なら、俺の後から来るといい。俺が道を作ってやる」

　そうして俺は恐おそれず、堂々と進む。もし万が一があったとしても、俺が一人でそれを被こうむればいいだけのことだ。

「……貴様一人に危あぶないことをさせられるか！　一人で何でもできるだなんて、思い上がり過すぎだぞ！　そういうのは、いつかしっぺ返しを食らうのだからな！」

　俺の後ろから、ムッとした雰ふん囲い気きのミリアと、きょろきょろしているスーがついてきた。

　城門を潜くぐる。誰だれも居いない。誰何すいかされることなくウルズの街へと入り込こんだ。

　分ぶ厚あつい壁の中を潜り抜ぬけると、通りに出た。途と端たんに俺は顔をしかめる。後ろでミリアも呟つぶやいた。

「……ひどいな」

　石いし畳だたみの街がい路ろが街の中心部へと続いている。そこにこびりついた血の跡あとが、まず目に入った。まだ乾かわききっていない赤い染しみ。二、三日前のものだろう。

　街路の両りよう脇わきには家々が隙すき間まなく並ならんでいた。普ふ段だんなら旅人や商人が行き交い、旅籠はたごや飲食店が賑にぎわっているのだろう。だが、今は何のざわめきもない。家々の扉とびらや窓まどは破は壊かいされ、がらんどうの中身を晒さらしている。略りやく奪だつの後か。旅籠の看かん板ばんがキィキィと風で揺ゆれた。

　打ち壊こわされた樽たるや荷馬車が道の真ん中に散らばっていた。どうやら、元はバリケードだったようだ。ここで抵てい抗こうした奴等がいたのだろう。そいつらがどうなったかは石畳の血が示しめしている。

「だ、誰だれも居いない……みたいですね？」

　スーがミリアの後ろからおどおど言う。

「街の人はどこに行ったんでしょう？」

　俺は周囲に気を配りつつ答える。

「……殺されたか、連れていかれたか……」

「この街のみんなを……？」

「捕ほ虜りよは一か所にまとめておいた方が扱あつかいやすいものだからな」

　俺は言う。どこか一か所に閉とじ込められているのだろう。そのどこかが、墓はか場ばであったとしても枝えだに吊つるされた縄なわの先であったとしてもおかしくないが。

「……嫌いやな臭においがしないか？」

　ミリアが鼻の上に皺しわを寄よせて、しかめっ面つらになる。

　ここ数日よく嗅かいでいた臭い。死の臭いだ。

　スーが怯おびえた顔になった。

「ま、また、誰だれかが殺されてるんですか？」

　俺おれは耳を澄すませた。入り組んだ街がい路ろの奥おくの方。家々の陰かげから僅わずかに漏もれ聞こえるもの。悲鳴だ。それは長く、か細く、苦く痛つうに満ちていた。

　つまり、そこに焼神閥団バンズコンパニオンの連中がいるのだろう。

　俺は無む造ぞう作さにそちらを目指す。

「おい、どうする気だ！」

　ミリアが問いかけてくるが無む視し。幾いくつかの角を曲がり、次し第だいにはっきりと聞こえてくる叫さけび声に近付く。そして、ある角を曲がったところで、唐とう突とつに視し界かいが開けた。

　そこは円形の広場になっており、数十人の者達が項垂うなだれて蹲うずくまっていた。その周りを数人の男達が取り囲んでいる。そして、円形広場の真ん中で苦く痛つうが猛もう威いを振ふるっていた。

「では、次の市民の審しん問もんを開始する」

　赤い胸むね当あてに赤い角つの突つき兜かぶとを被かぶった取り繕つくろった男がそう宣せん言げんする。その傍そばには跪ひざまずかされた男が一人。赤い鎖くさり帷子かたびらを着て赤い面めん頰ぼおをつけた男がその跪かされた男にナイフを突き付けていた。

「市民よ。ウルズの泉いずみはどこだ？」

　赤い角突き兜の男が跪かされた男にそう尋たずねる。

「こ、この町のどこかに……き、きっと大だい聖せい堂どうの地下にあるはず！　あそこからは泉が湧わいてる……！　わああああー！」

　赤い面頰の男が跪かされた男の指を縦たてに裂さいていった。

「やめて！　やめてくれ！　何でも話すから！　あんた達には抵てい抗こうしない！　降こう伏ふくしただろう!?」

「審問を続けるぞ、市民。ウルズの泉の宝たからとは何だ？」

「そ、それは黄おう金ごんの山にあらゆる知ち恵えを授さずけてくれるという泉の水自体が宝だ……あ、あ、ああああああああ！」

　赤い面頰の男はなんの感かん情じようも見せず、次の指を縦に裂いていった。

「やめ、やめ、やめて！」

「市民、君は炎ほのおの男を見たか？」

「あ、あんたら誰だれに対しても同じ質しつ問もんばかりじゃないか！　なんのためにこんな、ああああああ！」

「市民、審問は我われ々われが行う。市民は尋ねられたことに答えるだけでいい」

　赤い角つの突つき兜かぶとの男は澄すました顔で言う。そして、

「ウルズの泉いずみはどこだ？」

「だ、だからさっきから言ってる……大だい聖せい堂どうの地下……っぎいいいあああっ！」

　跪ひざまずかされた男は体をばたつかせた。そして、泣きながら喚わめく。

「こ、こんなことになんの意味が!?　なにを答えても、答えなくても、切り刻きざまれる！　なにをしても殺される！　こ、こんな理り不ふ尽じんな……！」

「そうだ、市民。ここにきてようやく理り解かいする者が現あらわれたか」

　赤い角突き兜が頷うなずいた。

「死とは理不尽なものだ。そして、スルトこそはその理不尽を体たい現げんするものである」

　そして、歌うように叫さけぶ。

「人は死なねばならぬ！」

　周囲の男達、その中でも赤い鎧よろいを着つけた男達だけが、唱しよう和わした。

「人は死なねばならぬ」

　蹲うずくまっている者達は皆みな、絶ぜつ望ぼうの表ひよう情じようを浮かべ、赤鎧達を見上げるばかり。

「市民諸しよ君くん。君達もまた死なねばならぬ。だが、スルトの教えも知らずに死なせるのはあまりに不ふ憫びん。それゆえの審しん問もんだ。市民諸君らに死とはなにかを教えるための審問」

　赤い角突き兜の男は目を見開いた。血走った目。

「市民諸君らは死を誤ご解かいしている。降こう伏ふくしたから死なずに済すむ？　我われ等らの審問に正直に答えたから死なずに済む？　違ちがう。なにをしようと、死ぬのだ。死とは理不尽なものである。理由など無く死ぬ。何な故ぜなら、人は死なねばならぬからだ！」

「人は死なねばならぬ」

　再ふたたびの唱和。

　そして、赤い角突き兜の男は微笑ほほえんだ。切り裂かれた指を押おさえて泣き転がる男に優やさしく囁ささやく。

「市民、君はそれに気付いた。死とは理不尽なものである、と。素す晴ばらしい。よくその域いきに達した」

「ひいぃ……もう……もう止めて……」

「もちろん、君がスルトの真理に達したとしても、君が情なさけを請こうても、もう理り解かいしたであろう？　人は……」

「い、いやだあああ！」

「死なねばならぬ！」

　赤い面めん頰ぼおの男が無表情にナイフを横に走らせた。

　哀あわれな男の首がぱっくりと開き、鮮せん血けつが噴ふき出す。赤い面頰の男はくるっとナイフを回して鞘さやに収おさめた。跪かされていた男は痙けい攣れんしつつ、息いき絶たえる。その死し骸がいは荷車に積まれた。既すでに死体が山となっている。

　赤い角つの突つき兜かぶとはその様さまをじっと見つめ、それからようやく口を開いた。

「では、次の市民の審しん問もんを始める」

　広場に集まって蹲うずくまっている連中が一いつ斉せいに顔を伏ふせた。平然としているのは、蹲っている連中を取り囲んでいる連中だけだ。そいつらは誰だれもが武ぶ装そうし、赤い鎧よろいを身につけていた。

　赤い鎧を身につけるのが焼神閥団バンズコンパニオンの目印という訳わけか。俺おれは嬉うれしく思う。殺す相手がはっきりしているのは楽でいい。

「……そこのフードを被かぶった市民諸しよ君くん。前へ出るがいい」

　赤い角突き兜は俺達の方を向いていた。そして、その視し線せんは俺の横、ミリアに釘くぎづけになっている。

「女だから死なずに済すむ、などということはあり得ぬ。それを知らしめるために、市民、君を審問しよう」

「……貴き様さま等らが焼神閥団バンズコンパニオンか」

　ミリアが低い声で尋たずねた。赤い角突き兜の男は木で鼻をくくったような態たい度どで答える。

「……どうやら、諸君らは市民ではないな？　旅人か？」

「道中、貴様等の非ひ道どうはつぶさに目にしてきた。……とても許ゆるせない所しよ業ぎようだ。何な故ぜ、あんなに殺した？　なぜ？」

「人は死なねばならぬ。そういうことだ」

「答えろ！　どうしてだ？　誰だれに言われてこんなことをする！」

　面めん頰ぼおの男がナイフをくるりと回しながら鞘さやから引き抜ぬいた。それを赤い角突き兜が押さえる。

「待ちたまえ、同どう志し」

　赤い面頰の男は表ひよう情じようを動かさず、

「審問官。私にお任まかせください。審問を続けましょう」

　その冷たい声に、スーなどは完全に後ろに隠かくれてしまった。

　赤い角突き兜は眉み間けんに皺しわを寄よせた。

「私は待てと言ったぞ、同志。この旅人達は我われ等ら焼神閥団バンズコンパニオンのことをなにも知らぬようだ。これでは審問をしても真理に辿たどり着つけまい。我等のことを少しばかり教えてやるのも功く徳どくというもの」

　そして、赤い角突き兜はミリアに告げる。

「さて、女。誰に言われて、と問うたな？　これらは全てヴァルテ・ル・ミウ様のお導みちびきのもとに行われている」

「やはりヴァルテ・ル・ミウか……そいつが全ての悪あく行ぎようの原げん因いんという訳わけだな」

「悪行だと？　とんでもない。ヴァルテ様は盲めしいた我等に教えを与あたえてくださったのだ！」

「教え？　人を殺すことが教えか！」

「そうだ！　大たい神しんオーディンの加か護ごがこの世から失われ、我われ等らは惑まどうていた。そこにヴァルテ様が現あらわれて、言われたのだ。この世はいずれ巨きよ人じん達の手によって滅ほろぶと。炎ほのおの長スルトが全てを焼き尽つくし、新たな世界を創そう造ぞうするのだ、と」

「……それがどうしてこんな人殺しをすることに繫つながる？」

　ミリアの問いに、赤い角つの突つき兜かぶとの男は説教でもするかのよう。

「我々焼神閥団バンズコンパニオンはその創そう世せいの手伝いをするために存そん在ざいするからだ！　この世という罪つみそのものを滅めつして、炎の長スルトに捧ささげる。罪を背せ負おって生まれた人々は最初から死なねばならぬようになっている！　その手間を我等が省いて差し上げるのだ。穢けがれた人々の命を捧げれば、スルトもお喜びになるだろう！」

「……つまり、この審しん問もんとやらは審問の名を借りた拷ごう問もん、スルトへの生いけ贄にえを捧げるための儀ぎ式しきに過すぎないというわけだな？」

　俺おれは口出しした。

「しかも頭のイカれた茶番儀式だ。こんな風に人々を殺してスルトの名を讃たたえれば、自分達だけは助けてもらえるとでも思っているのか？」

「……市民、君に口を挟はさむ許きよ可かを出した覚えはない」

　俺は無む視しして、宣せん告こくする。

「祈いのれ。お前まえ等らの大好きなスルトとやらに祈ってみろ。お前等がスルトの覚えめでたければ、きっと助かる」

　俺は偽ぎ神しんの神紋ルーンを発動させる。手の中に赤い刀身の剣つるぎが現あらわれた。

　と、それまで蹲うずくまっていた連中が頭を上げ、

「あ、あんたら、手を出さんでくれ」

「余よ計けいなことをするな！　彼かれ等らを傷きず付つけたら、もっと酷ひどい報ほう復ふくをされてしまう……！」

　俺達に訴うつたえかけてきた。ミリアが呆あつ気けに取られる。

「な、何を言っているんだ？　こんな目に遭あわされて、それを受け入れるのか？」

「運命には逆さからえん。それと同じことだ。災さい害がいや不幸と同じ。強い力には歯向かわず、過すぎ去るのを待つしかないんだよ」

　蹲っている男の一人が、ぼそぼそ言った。焼神閥団バンズコンパニオンの連中がそれを聞いて吹ふき出す。

「こいつ、俺達がどこか行くまで待ってくれるとよ！」

　こいつらは過ぎ去りもしないし、もし過ぎ去るとしたら殺す奴やつが一人もいなくなった時だろう。

　蹲っている連中の一人が恨うらみがましい目を俺達に向ける。

「あんたらは強いのかもしれんが、そのとばっちりで殺されるわしら弱者のことを考えてくれ！」

「貴き様さま等らは……貴様等は何を言ってるんだ!?　今、目の前でも同じウルズの街の仲間が殺されたじゃないか！　あれを見て、なんとも思わないのか」

「……あいつは運が悪かった。それだけの話さ。そんなのを気にしてたら、こっちが殺される。火の粉がこっちに降ふりかかるのはごめんさね」

「自分が助かりたい、嫌いやな目に遭あいたくないというだけで、目の前の誰だれかの不幸を見て見ぬ振ふりをするのか？　それが正しい、大人おとなの態たい度どだとでもいうのか!?　……違ちがうんだ、それじゃあ駄だ目めなんだ……」

　ミリア。こいつは世界の終わりが来ようというのに、それでもなお立ち向かおうとしている。諦あきらめず、自分にできることがあると信じて。そんなミリアには、この連中の気持ちはわからないのかもしれない。それとも、わかりたくないのか。立ち向かおうとして何度も失敗し、心が折れてしまった連中の気持ちなど。敵かなわない暴ぼう力りよくを前にして、心が殺されてしまっている人達。それは昔の惨みじめな自分を見る思いなのかもしれない。

「と、とにかく、波なみ風かぜ立てず、あの人達の言うことに従したがってくれ！　頼たのむ！　みんな殺されてしまう！　人ひと質じちを取られてるんだ！」

　ウルズの街の住人達は懇こん願がんする。

　ところで、俺にはこいつらの願いを聞いてやる必要がまったくない。だから、

「……悪いな。もう殺してしまった」

　レーヴァテインを振って、血ち糊のりを払はらった。それまでウルズの住人達を取り囲んでいた焼神閥団バンズコンパニオンの連中。そいつら全員、糸が切れたようにどしゃりと崩くずれ落ちる。
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「いつの間に……!?」

　赤い面めん頰ぼおの男が初めて表ひよう情じようを見せた。驚おどろきの顔。すぐに表情を元に戻もどし、くるりとナイフを持ち直して駆かけ出した。

「ど、同どう志し!?　どこへ行く!?　私を守れ……！」

　赤い角つの突つき兜かぶとの男が狼ろう狽ばいして叫さけぶ。が、止まらない。実力差を感じて、明らかにこの場から逃にげようとしている。大した仲なか間ま意い識しきだ。

「……させるか！」

　ミリアが刺突剣レイピアを抜ぬいていた。そして、まるで跳ちよう躍やくしたかのような踏ふみ込こみ。それで赤い面頰の男の行く手を遮さえぎっていた。

「貴き様さまをこの場から逃がすわけにはいかない。降こう伏ふくしろ」

　対たい峙じする二人。じりじりと緊きん張ちようが高まり、

「……しっ！」

　空気を吐はき出すような声を上げて、赤い面頰の男がナイフを突つき出す。が、

「……くあっ!?」

　ミリアの神しん速そくの突き。男の手からナイフが弾はじき飛ばされる。

「……くそが！」

　赤い面頰の男は表情を歪ゆがめ、更さらに汚きたない言葉を吐き出そうとした。そこで、首から血を噴ふき出して絶ぜつ命めい。ミリアの剣けんは既すでに奴やつの喉のど元もとに深い穴あなをあけていた。どうやら奴はスルトの覚えめでたくはなかったようだ。

　では、こいつはどうだろう。

　俺おれはミリアが赤い面頰の男とやり合っている間に、素す早ばやく赤い角突き兜の胸むな倉ぐらを摑つかんで引き倒たおしていた。ミリア達に悟られぬよう、小声で囁く。

「お前は審しん問もんが好きなようだな」

「この不ふ届とどき者め！　ヴァルテ様に殺されるぞ！　ヴァルテ様はグリームニルだ。恐おそろしい力を使うのだぞ！」

「ほう。それは興きよう味み深ぶかいな。なら、俺もお前を審問してやろう」

「無む駄だだ！　私はなにも喋しやべらん！」

「審問を開始する」

　俺は宣せん言げんすると、問いかけた。

「生きたいか？」

「は？　なにを言って……ぐああああ！」

「審問を続ける。生きたいか？」

「こ、殺せ！　私はスルトの新しき世で蘇よみがえり、栄光の……あああああ！」

「お前は審しん問もんに答えるだけでいい。さて、生きたいか？」

「や、やめろ、やめて……いいいいいい！」

「生きたいか？」

「た、助け……助けてえええええ！」

「生きたいか？」

「は、はい！　生きたいです！　助けて……！」

「人は死なねばならぬ、だったな」

　俺おれは赤い角つの突つき兜かぶとの首を刎はねた。これでこの場にいる焼神閥団バンズコンパニオン員は一人もいなくなる。

「……そちらも片かた付づいたのか？」

　ミリアが声をかけてきたので、俺は重々しく頷うなずく。

「ああ、結けつ構こう手ごわかったぞ」

　ウルズの街の連中がおっかなびっくり立ち上がり始めた。

「た、助かった……のか？」

　年とし寄よりが一人、俺達の方に這はいつくばり、

「助けてくだすって、何とお礼を言えばいいか……」

　が、顔を歪ゆがめて怒ど鳴なりだす者もいた。

「よ、余よ計けいなことを！　俺は知らん、知らんぞ！」

「そうだ！　これでまた焼神閥団バンズコンパニオンの奴やつ等らに仕返しされる……！　お、俺は関係ない！　俺は逆さからったりしてないんだからな！」

　ミリアがむっとして膨ふくれる気け配はいがあった。

「なにを言ってるんだ！　あんな奴等にいいようにされて何な故ぜ黙だまっていられる？　あいつらに抵てい抗こうしようという奴はいないのか！」

「……そんなバカはもういねえよ！　そういうバカが暴あばれたおかげで、俺達はいい迷めい惑わくなんだ！」

「焼神閥団バンズコンパニオンへの抵抗者は街のどこかに隠かくれて身を潜ひそめている。やるんならそいつらのところへ行ってやってくれ。私達一いつ般ぱん市し民みんは関係ない！　戦うなんて悪いことだ！　報ほう復ふくを生むだけなんだからな！　あくまで話し合いで解かい決けつすべきだったんだ！」

　喚わめき散らす。ミリアは腹はら立だたしげに言った。

「人ひと質じちを助けたいとは思わないのか？」

「人質を助けたいから大人おとなしくしてたんじゃないか！　それをあんたらが暴れた所せ為いで……台無しだ！　台無しだぞ！」

　俺は鼻で笑う。

「時間の無む駄だだ。こいつらは抵抗しないでいる理由を人質に持っていっているだけだ。戦って傷きずつくのが怖こわいから、戦わないでいい理由が欲ほしい。ただそれだけだろう？　人質を取られているんじゃ仕方がないものな。戦う訳わけにはいかない。……いい言い訳があってよかったな」

「な、なにを！」

「なら、人ひと質じちが解かい放ほうされたら奴やつ等らに立ち向かうか？」

「……人質がいないなら、戦う理由が無い」

　そいつは目を逸そらしながら意味不明なことを言った。逆ぎやくに、

「あ、あんたらは理由をつけて戦いたいだけだろう!?　戦いに俺おれ達たちを巻まき込こむな！　勝手にやれって言ってるんだ！」

　だが、ウルズの街の連中もそんな者ばかりではなかったようだ。

「なあ、しかし、この人達の力を借りれば、あいつらを追い出すことも……」

「まだそんなことを！　グラーバグ誠せい実じつ卿きようの二の舞まいだぞ」

「でも、焼神閥団バンズコンパニオンを一いつ瞬しゆんでやっつけたぞ。この人達がやってくれるなら、きっと勝てる」

　何な故ぜ俺達がこいつらに力を貸かすことが前ぜん提ていとなっているのか。俺はただそうしたいから焼神閥団バンズコンパニオンの連中を倒たおしただけで、こいつらを助けようなんてそんな意図は全然ないのだが。

「そうだ！　わたし達も協力する。あのような秩ちつ序じよを乱みだす輩やから、ウルズの街の住人自らが立ち上がるべきなんだ！　絶ぜつ望ぼうに吞のまれるな」

　ミリアが勝手なことを言った。

　と、先さき程ほどの老人が、おお、おお、と呻うめきながらミリアに這はい寄よっていった。

「どうか我われ等らをお助けください……」

　そう拝おがみつつミリアの手を取ろうとする。その老人の手が、ミリアのフード付きマントに絡からんで、それをずるりと引っ張ぱった。

　マントがめくれる。

　そして、その中身が皆みなの目に入った。

　老人が凍こおりついた。他の街の連中も同様だ。

　その内の一人が引きつった声を上げる。

「お……お……ばか！　こいつをよく見てみろ！」

　水を打ったような静けさの中、彼かれ等らの目は一点、ミリアに注がれている。ミリアの左ひだり腕うでに。

「……こいつ、鱗うろこ肌はだだ……！」

　悲鳴めいた叫さけびがあがる。

「こいつ……！」

　それはまだ若い男だった。

「こいつ、フルディング家の娘むすめじゃないか!?」

「……そういや見たことが……」

「あの娘が……」

　誰だれかが呻うめいた。呪じゆ詛そのように言葉が囁ささやかれる。竜りゆう鱗りん病びよう……、と。

　それから、爆ばく発はつした。街の連中が一いつ斉せいに喚わめきだしたのだ。

「フルディング家の鱗うろこ肌はだが！　鱗肌が帰ってきやがった！」

「終わりだ！　焼神閥団バンズコンパニオンに鱗肌……ウルズの街はもうおしまいだ！」

「逃にげろ！　うつるぞ！　なんてこった！　竜りゆう鱗りん病びようが出るなんて！」

「バカ言うな！　今ここで感かん染せんを食い止めなきゃ誰だれも生き残れん！」

　俺おれ達に背せを向け、走り去っていく者。

　身を屈かがめ力ちから尽つきたように項垂うなだれる者。

　そして、何人かは目に狂きよう気きを浮うかべてミリアの方へとゆっくり近づき始めた。

　おかしな奴やつ等らだ。焼神閥団バンズコンパニオンの前では従じゆう順じゆんな子羊のように抵てい抗こうの素そ振ぶりすら見せなかったのに、ミリアの病やまいを目にした途と端たん、ここまで恐きよう怖ふと敵てき意いを見せるとは。それだけ、竜鱗病への怖おそれは根ね深ぶかいということか。

　ミリアは懸けん命めいに言葉を伝えようとする。

「落ち着くんだ！　確たしかにわたしはフルディングの娘むすめ、ミリアだ！　だが貴き様さま達たちに危き害がいを加えるつもりは……！」

「竜鱗病を街に持ち込こんだな！　この街に竜鱗病を流は行やらせるつもりだな！」

「違ちがう！　わたしはこの街を、いや、世界を滅ほろびから救うためにウルズの泉いずみを……！」

「どうして戻もどってきた、疫やく病びよう神がみ！　そんなに俺達に病気をうつしたいのか！」

「感染などしない！　わたしのこの鱗はこれまで誰にもうつったりしていない……！」

　若わかい男が石を投げてきた。

「あの時の仕返しに来たんだな!?　消えろ！　消えてくれ！」

「わ、わたし……わたしは……」

　誰も耳を傾かたむける様子は無い。ミリアの声は次し第だいに小さくなっていく。

「ミリアちゃん！」

　スーだけだ。スーだけがミリアに寄より添そってその手を握にぎる。悪あつ口こう雑ぞう言ごんの中、普ふ段だんなら怯おびえて竦すくむだけであろうスーが、この中で一番勇気を示しめしていた。

　ミリアは黙だまってしまっていた。自分の左ひだり腕うでを抱かかえるようにしつつ。そして、一言。

「……駄だ目めなのか……」

　故こ郷きようの街に受け入れられない自分。それを再ふたたび確かく認にんしたのだろう。その眼まな差ざしは暗い。魂たましいが抜ぬけ落ちるような溜ため息を吐つく。

　こいつはまた絶ぜつ望ぼうに囚とらわれようとしているのだろうか？　子こ供どもの頃ころ、疎そ外がいされ、母親からも疎うとまれ、一人死ぬところだったあの黒い気持ちに？

　俺はミリアに問いかける。

「……世界を救うんじゃなかったのか？」

　ミリアは鈍にぶい目で俺を見返してきた。俺はそれを見て、心がざわめく。こんなのは、こいつらしくない。まったくらしくない。

「世界を救う……。こんな街の連中でも助けるというお偉えらいミリア様じゃなかったのか？」

　反はん応のうは無い。これでは……これでは、ここまで俺おれが来たのは何のためか──

　なら、俺は笑いながら言ってやる。

「見ろ、人とはこんなものだ」

　俺はウルズの連中を指差して、できるだけ意地悪く笑う。ミリアがふと顔を上げた。

「俺の見たかったのはお前のその顔だ。落らく胆たんして、自分のやっていることは無む駄だだったと諦あきらめるその顔。俺はその顔を見るためにここまで付いてきたのだからな」

　ミリアの泣きっ面つらが見れて心底楽しい。そういう風に嘲あざけってやる。

　と、ミリアの顔に朱しゆが差さした。俺は畳たたみかける。

「どうした？　決して故こ郷きようから受け入れられないと知って、心が死んだか？　いいぞ。お前がそのざまなら、あの吊つるされた街の連中みたいなのがどんどん増ふえる。俺はそれでもちっとも構かまわない」

　ミリアの眦まなじりがきっと上がった。俺の方を剣けん吞のんな目で見る。

「貴き様さま……」

　怒おこっている。先さき程ほどまでとは大おお違ちがいだ。

「ほう、まだ顔を上げるだけの力があるのか？　みんなを助ければ、今度は受け入れてもらえる。そんな期待をして人助けをしようと思っていたのではないのか？　本当は、人から好かれたいから世界を救おうとしていただけなんだろう？」

「誰だれがそんな料りよう簡けんでウルズの泉いずみを探さがしたりするものか！　歪ゆがんだ奴やつめ！　貴様の思い通りになんかならないからな！」

　項垂うなだれているより、その方がこいつらしい。

　俺は口くち元もとをそっと手で覆おおった。思わず、ふっ、と笑ったのを隠かくすために。

　と、俺の袖そでを引く奴がいる。スーだ。スーが小声で、しかも珍めずらしく怒おこった様子で囁ささやいた。

「……どうしてそういうやり方をするんですか!?」

「……なんのことだ？」

　俺は真顔に戻もどって問い直す。スーは膨ふくれて、

「やってることはあってるかもしれないですけど、そのやり方が酷ひどいです！　間ま違ちがってます！　普ふ通つうに励はげましてあげるとかすればいいのに！　きっとミリアちゃんもあなたがそうしてくれたら、もっとずっと頑がん張ばれるんですよ！」

「……なにを言っているのかわからんな」

　俺はスーから顔を背そむけた。

　そして、俺達にじりじりにじり寄よってくるウルズの街の住人達の方を向く。

「……さて、片かた付づけるか」

　手にしたレーヴァテインを構かまえ直す。

「ば、ばか！　待て！」

　ミリアが慌あわてた。

「この者達は暴ぼう徒とではない！　手を出すな！」

「……だが、敵てき意いは本物だ」

　敵は殺す。単たん純じゆんな話だ。

　ウルズの連中は手前勝手に喚わめいている。

　ミリアがすう、と息を吸すった。そして一いつ喝かつ。

「黙だまれっ!!」

　その剣けん幕まくに、ウルズの連中が一いつ瞬しゆんひるむ。その隙すきを突いて、ミリアはできるだけ短く言葉を纏まとめた。

「貴き様さま等ら！　わたし達には手を出すな！　わたし達は争う気など無いんだ。ただ、ウルズの泉いずみを探しに来ただけだ」

　だが、その一瞬の静せい聴ちようもすぐに破やぶられる。

「……ウルズの泉を探してるだと？　こいつら、焼神閥団バンズコンパニオンと同じじゃないか！」

「こいつらも巨きよ人じんの軍ぐん勢ぜいを呼よび寄せようとしてるんだ……！」

「違ちがう！　貴様等、話を聞け！」

　交こう渉しようは決けつ裂れつだ。

　と、

「……愛を喜びとする者は幸さいわいなれ、女め神がみフレイヤは決して愛を忘わすれずの神なれば！」

　囁ささやくような小声で、神しん言ごんが紡つむがれた。

　スーだった。神言と同時に、スーの胸きよう部ぶが光り出す。

　俺おれは思わず光から目を庇かばおうとした。

　やばい。こいつの神紋ルーンの力は好きじゃない。愛の女神フレイヤの司る慈じ愛あいの神紋ルーン。俺は前にこれの所せ為いで酷ひどい目に遭あっている。

　この光を目にした者は、スーの言いなりになってしまうのだ。人は愛ゆえに隷れい属ぞくし、それに喜びを感じる。愛があるからこそ支し配はいしたくなるし、支配されたくもなる。そういう力を体たい現げんするのがこの神紋ルーン、慈愛の神紋ルーンだ。

　果たして、慈愛の神紋ルーンはウルズの住人達を支配した。

　それまで殺気だっていた連中は憑つき物が落ちたように呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようを浮うかべる。

「……俺達はなにを……」

「だ、駄だ目めですよ？　そんな喧けん嘩か腰ごしでは。あなた達にも大事な人がいるでしょう？」

「……そうだ。こんなことをしている場合じゃない」

「帰ろう。家に。家族のもとに」

　ウルズの住人達は俺おれ達に背せを向けた。ぞろぞろと広場から立ち去っていく。スーは最後の一人がこの場から立ち去るまで見送り、それから大きく息を吐はいた。

「はあ……なんとか争いにならずに済すみました」

「ありがとう、スー。穏おん便びんに済ますことができた」

　ミリアが言うと、スーは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「少しは役に立てたかな？」

「あの連中は、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？　その……また、わたしを見かけたら同じように大おお騒さわぎになるのだろうか？」

「少なくとも、あと半はん刻こくは落ち着いてくれていると思うけど……その間は物ぶつ騒そうなことは起こさないはずだよ」

　俺は不満だ。物騒なことを言う。

「お前のその力、もっと役立ててみろ。敵てきを支し配はいしたら、俺の前に首を差し出すように指し示じすればいい。殺すのが随ずい分ぶん簡かん単たんになる」

　スーは目を丸くして、

「あ、あれ？　ロストさん……効きいてないんですか？　もう効力が切れちゃった……？」

「そうか……俺が言いなりにならなくて残念だったな」

「え、いえ、別に言いなりにしようとかじゃありません。ただ、気持ちを穏おだやかに、人を思いやる気持ちを持ってくれるように祈いのって神しん言ごんを唱えただけです……」

　今の俺はレーヴァテインを持っている。勝利の魔ま剣けんレーヴァテイン。これを持つ者には必ず勝利がもたらされるという。この剣は持ち主を勝たせるために、紅ぐ蓮れんの炎ほのおを刀身に纏まとわせるだけでなく、様々な効こう力りよくをもたらす。刀身に刻まれたルーン文字がもたらす魔力か。剣の持ち主に不利な効力を生ずる神紋ルーンを阻そ害がいする力が働いたのだろう。

　俺は、スーの力が俺に及およんでいないことを当てつけるように言った。

「先さき程ほどの連中、帰らせずに自害でもするように願うべきだったな」

「わ、私は私の神紋ルーンで誰だれかが死ぬとか嫌いやです！」

「お前……いつもそんな風にやってきたのか？　ビフレストの中にもとんだ軟なん弱じやく者ものがいたものだ。もっとその神紋ルーンを活用してれば、どれだけのことができたことか」

「私、あんまり争いには神紋ルーンを使いたくないんです」

「自分の神紋ルーンが嫌なのか」

「力自体は嫌じゃないです。けど、そういうふうに人殺しの道具として使われるのは、ちょっと……」

　そこでミリアが首を傾かしげながら、

「……いや、スーの慈じ愛あいの神紋ルーンはこいつにも効いていたんじゃないか？」

「いや、効いてないな」

　それから俺おれは問い返す。

「なにを根こん拠きよにそんなことを言う？」

「だって、貴き様さまはあの連中に手を出さずにこの場から立ち去るのを許ゆるしただろう？　これがスーの慈じ愛あいの神紋ルーンの力の所せ為いでないのだとしたら……」

　そこで、ミリアは笑った。嫌いや味みな笑いではない。何な故ぜか、心底嬉うれしそうに。

「そうかそうか。効きいてなかったのか」

　俺は仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

　ウルズの街の連中をあのまま見み逃のがした自分に悪あく態たいを吐つきたくなった。まったく、どうしてだ。忌いま々いましいスーの神紋ルーンの所為か、それとも俺が腑ふ抜ぬけてしまった所為か。

「……しかしだな」

　俺はなんとか言い返したいので、言葉を継ついだ。

「あいつらをあのまま帰さずに、ウルズの泉いずみの場所を聞いたりすれば良かったんじゃないのか」

「……あ」

　スーが口に手を当て、言葉を途と切ぎれさせた。




　結局、俺達はウルズの街にある大だい聖せい堂どうとやらに向かうことにした。先さき程ほどの運の悪いウルズ住人が殺される前に言っていたからだ。大聖堂の地下にこそウルズの泉がある、と。

「この街の大聖堂は大たい神しんオーディンを祀まつったものだ」

　ミリアが言う。

「他にも大神オーディンにまつわる神々が祀られているな。雷らい神じんトールや戦神テュール、神々の母フリッグなどだ」

「その大聖堂だが、恐おそらく既すでに焼神閥団バンズコンパニオンの連中が居い座すわっているだろう」

　俺は言った。

「焼神閥団バンズコンパニオンの連中もウルズの泉を探さがしているようだしな」

「……戦せん闘とうは避さけられないか」

　ミリアが難むずかしい顔をする。

「しかし、何な故ぜ奴やつ等らはウルズの泉を探しているんだ？　奴等も何か知りたいことでもあって知ち恵えを求めているのだろうか」

「さあな。なんなら奴等に聞けばいいし、そもそも奴等を倒たおしてしまえばなにを目的としていたのかなんてどうでもよくなる」

　俺はそう言ってから続ける。

「いずれにせよ、真正面から堂々と乗り込めばいい。俺はあの連中を一人も逃にがす気はないぞ」

　と、俺は地じ響ひびきに気付いた。僅わずかに地面が揺ゆれる。それは一定の間かん隔かくで、しかも次し第だいに大きく、近付いてくるようだ。同時に喘あえぎ声。

「……待つ……待つ……待つ……」

　そして、俺おれ達の背はい後ごの街がい路ろに黒い影かげが差した。二階家の向こうから、ぬっ、と姿すがたを現あらわした者がある。

「待つ！」

　そいつは二階家の窓まどの高さのところに頭があった。常じよう人じんではありえない。巨きよ大だいな人。

　そのでかぶつは、くっ、と首を曲げ、ミリアを見下ろす。その顔に理り解かいが浮うかんだ。

「おお！　やっぱり！」

　分ぶ厚あつい体をしていた。そのぶっとい腕うでは丸太のよう。それが、肩かたから地面に着つくくらいまで伸のびている。幾いく分ぶん前まえ屈かがみの姿し勢せい。

「半巨人！　先走ってはいけない！」

　白馬に乗った立りつ派ぱな身なりの男が、そいつの後ろから追いすがってきていた。

「焼神閥団バンズコンパニオンにはグリームニルがいる！　いくら力が強くても、今のお前では敵かなわないぞ！」

　なんだこいつらは？　俺はこのでかぶつの方へ注意を集中する。

　ソロウよりもでかい。ソロウの倍くらいか。これは間ま違ちがいなく、俺が今まで見た中で最高にでかい奴やつだ。

「……ハミンギャ！　どうしてここに!?」

　ミリアが見上げて言った。でかぶつは飛び上がらんばかりだ。

「フルディングの娘むすめ！」

　ずいっ、と手を差し伸のべて、

「なんとまあ！　大きいことだ！　どうして大きくなった？」

「何年振ぶりかだからな。わたしも大きくなったよ」

　ミリアはその巨大な手を両手で抱かかえ込こむようにした。その表ひよう情じようは今まで見たこともないほど和らいでいる。

　と、でかぶつはもう片かた方ほうの手で懐ふところを探さぐる。そして、なにかを取り出した。

「フルディングの娘！　これ、これ！」

　それは赤い輪っかだった。でかぶつの指の先でつままれて、非ひ常じように小さく見える。それを見たミリアの目が大きく開かれた。

「ハミンギャ！　それ、まだ持っていてくれたのか！」

　でかぶつは大きく頷うなずき、

「宝たから物ものだ！　小さな宝物」

「……ふふ、ハミンギャの手に合うような腕うで輪わにはできなかったものな。だって、ハミンギャは大き過すぎるもの。茨いばらの実がいくつあっても足りない」

　どうやらそれは赤い実でできた腕輪のようだった。なんでも言うことを聞くという誓ちかいの腕輪。
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「……これはお前の恋こい人びとかなにかか？」

　俺おれが問うと、ミリアが俺やスーに向けて言った。

「わたしの味方だ。彼かれはみんなからハミンギャと呼よばれている」

　でかぶつは俺とスーを見下ろしてくる。岩のようなごつごつした顔。それがくしゃりと歪ゆがんだ。笑ったのだと気付くのに時間がかかった。

「友達？　なんとまあ！　よい！　とてもよい！　フルディングの娘むすめよ！　あんたらも！」

「……歓かん迎げい、しているのか？」

「こ、こんにちは……？」

　スーはおどおどと見上げ、笑いかけられてミリアの陰かげに隠かくれた。

　でかぶつの後ろから、馬に乗った男がやっと追い付く。それから俺達の様子を見て、

「……急に走り出したかと思えば……君達は……？」

　ミリアが息を吞のむのがわかった。そして、呟つぶやいた言葉も。

「……貴き様さまは」

　その立りつ派ぱな身なりの男は馬から降おりると、俺達に近付いてきた。赤地に黒十字が描えがかれた紋もん章しよう。それが胸むね当あてに刻きざまれている。

「君達は何者だ？」

　俺はその上品な口くち髭ひげを引っ張ぱってやりたくなる。

「聞くのはこっちだ。お前こそ誰だれだ」

「……失礼した。こちらから名乗るのが礼れい儀ぎというものだな。私はグラーバグ。人からは誠実卿などと呼よばれているがね。ここウルズの街を皇こう帝てい陛へい下かから代々預あずかっている」

　俺おれはその男を上から下まで見てやった。歳としの頃ころは三十代半ばといったところか。撫なでつけた髭ひげは黒々とつやがある。筋きん肉にく質しつできびきびとした動き。ウルズの街の市長、もしくは領りよう主しゆといったところか。見かけは立りつ派ぱだが、俺はそういう奴やつは信用しないようにしている。

　俺はグラーバグの言こと葉ば尻じりを捉とらえて言った。

「預かっている、じゃなくて預かっていた、だな。皇帝は死んだ」

「皇帝が身み罷まかられたからといって、私はこの街に対する責せき任にんを投げ出すつもりはないよ」

　グラーバグは落ち着いた声で言った。

　投げ出さない、か。ご立派なことだが、こいつは皇帝の忠ちゆう臣しんなのか、それともただ口でいい格かつ好こうをしているのか？

「それで、君は何者なのかね」

「……血誓兄弟フオースブレーズだ。血誓兄弟フオースブレーズのロスト。お前の敬うやまう皇帝を殺した男だ」

　こいつの性しよう根ねを確たしかめてやるつもりで明かしてやった。

　そう聞いた瞬しゆん間かん、グラーバグの目がすっと細められた。

「……ほう……君が」

　だが、どういうわけか俺に対して激げつ昂こうするでもない。皇帝に忠ちゆう義ぎを誓ちかっているなら、俺に切りつけるくらいしてきそうなものだが。

　と、グラーバグが、ちら、とミリアを見た。目が見開かれ、そして、一言漏もらす。

「すると……あの娘むすめが……」

　ミリアの表ひよう情じようは強こわ張ばっている。その強張った声のまま言う。

「貴き様さま……、覚えてるぞ……。貴様がわたしの家に火をかけた……わたし達家族に直ちよく接せつ手を下した奴だ！」

　グラーバグは沈ちん痛つうといっていい表情を浮うかべる。

「……君をこの街から追い出したのは皇帝からの命令だ。竜りゆう鱗りん病びようの娘の家族を追い込こめ、と。だがしかし、そうしなければ街の者達から君が私し刑けいにかけられていただろうことも事実だ。私は街を守る者として、できるだけのことをしたと信じている」

「よくもそんなことが言えたものだ！　貴様の所せ為いでわたしの家族はみんな……！」

　ミリアが剣けんを抜ぬいた。と、同時に突つく。が、グラーバグも剣を抜き、それを受けていた。

「貴様が貴様が貴様がー！」

「……止やめたまえ。私にはやるべきことがある。ここで殺されてやるわけにはいかんのだ」

　スーは事の成り行きにあわあわと見守るしかできない様子だ。でかぶつもなにが起こっているのか理り解かいできていないのか、呆ぼう然ぜんと見守っている。

　一方で俺おれは眉まゆをひそめる。ミリアの奴やつ、頭に血が上り過すぎている。

　ミリアが更さらに刺突剣レイピアを繰くり出そうというところで、俺はミリアの腕うでをとった。

「おい、お前はこいつを殺すためにここに来たのか？」

「放せ！」

「……別にお前が殺さなくても、このまま放っておけばいずれ巨きよ人じん族ぞくが殺してくれるぞ？　お前がこの世界を守らないというのであれば、な」

「む……」

「家族の仇かたき討うちがしたいなら、世界を守るなんて面めん倒どうなことは投げ出したらどうだ？」

　ミリアは押おし黙だまり、それから、大人おとなしく剣を収おさめた。

　同じく剣を収めたグラーバグはそんなミリアの様子をじっと眺ながめていた。なにか思うところがあるようだった。そして、口を開く。

「あれは……皇こう帝てい陛へい下かの命令だったのだ。君を街から出さなければ、ウルズの街の民全てが皇帝の命めいに背そむいたとして皆みな殺ごろしにされていたかもしれない」

「……だから、なんだ。だから仕方がなかったとでも言う気か！」

「……とにかく、本当にすまなかったと思っている」

　グラーバグは深々と頭を下げた。ミリアはまだなにか言いたそうだったが、それ以上は言わなかった。

　グラーバグは頭を上げると、ミリアの左腕に目を引かれたようだ。

「……君の竜鱗病は進行しているのか？」

「……今では左腕全体が鱗うろこだ」

「……やはり、抑よく制せいされているのだな。本来ならもっと急きゆう激げきな変化が見られるはずなのに……周りに感かん染せんしたりはしなかったのかね？」

「するものか！」

「……それは興きよう味み深ぶかい」

「興味深いだと？　貴き様さま、言うに事欠いて……！」

「すまないが、これ以上のことは後回しにしてもらおう。後でならいくらでも話し合う余地がある。だが、今は火か急きゆうの時なのだ」

　グラーバグはきっぱりと言った。

「焼神閥団バンズコンパニオンを倒たおす。優ゆう先せんすべきことはそれだ。さあ、半はん巨きよ人じんよ。行こう。奴やつ等らをこの街から駆く逐ちくするのだ」

　ミリアが片かた眉まゆを上げた。

「なんだと？　今、なんと言った？　まさか……ハミンギャを戦わせる気なのか!?」

　グラーバグは、ちら、とミリアに目をやり咳せき払ばらい。

「……確たしかに、焼神閥団バンズコンパニオンの首しゆ魁かいヴァルテ・ル・ミウは神紋ルーンの力を使う厄やつ介かいな相手だ。だが、それ以外の連中は大した者達ではない。強力な狂きよう信しん者しや達ではあるが、グリームニルではない。半はん巨きよ人じんの力なら物の数ではないだろう」

　そして、傍かたわらに立つ半巨人を指し示しめす。

「私はウルズの街が落とされた時から、この半巨人を探さがして回っていたのだ。ウルズの街から焼神閥団バンズコンパニオンを駆く逐ちくする助力を請こうために」

「ウルズのため！」

　でかぶつは厳おごそかと言ってもいい顔で宣せん言げんした。

「ウルズの者達は困こまっているのだろう？　なら助ける！　そうしてきたし、これからもそうする！」

「彼かれは昔からウルズの街の守しゆ護ご者しやといっていい存そん在ざいだ。君も知っているだろう？　これまでウルズで大きな事じ故こや工事があった時、彼はどこからか現あらわれ率そつ先せんして手を貸かしてくれた。その強い力で瓦が礫れきの山も地中に埋うもれた岩も楽々取り除のぞいてくれたものだ。これも全て彼がウルズを愛するが故ゆえ。その彼を使えば、焼神閥団バンズコンパニオンを追い払はらうことも可か能のうに違ちがいない」

　ミリアが異いを唱える。

「待て。ハミンギャは、力は強いが心こころ優やさしい奴やつなんだ。そんな彼を戦わせるなんてやめろ！」

「彼はウルズの街を守ることに同意してくれたよ」

　ミリアはでかぶつに問いかける。

「ハミンギャ、本当に誰だれかを殴なぐったりできるのか？」

　でかぶつは困こまったように顔をしかめた。

「殴る……？」

「ほらみろ！」

　すると今度はグラーバグが尋たずねる。

「半巨人。君は言ってくれただろう。ウルズを守ると。君はウルズを守りたくはないのか？　大事ではないのか？」

「ウルズのため！」

　でかぶつは頷うなずいた。

　ミリアがグラーバグを睨にらむ。

「貴き様さまはハミンギャを騙だまして戦わせる気なんだな!?」

「騙すつもりなど無い！　彼は街のためにやってくれると言ったんだ。……それに、こうでもしなければウルズは守れない」

「戦いに巻まき込こむために、ハミンギャをあの洞どう窟くつから引っ張ぱり出したというわけか。自分の力では敵かなわないから、ハミンギャを利用しようと！　そういうことか！」

　グラーバグは思い詰つめた表ひよう情じようを浮うかべる。

「ともかく、今はウルズを守ることが肝かん要ようなのだ。誰だれもが持てる力を差し出さねばならない。焼神閥団バンズコンパニオンのヴァルテ・ル・ミウがウルズの泉いずみを見つけ出す前に、我われ々われが押おさえねば。奴やつが泉を見つければ、おしまいだ」

　ミリアはでかぶつを見上げた。そして、

「ハミンギャ、お前は騙だまされているんだ」

　そう警けい告こくした。でかぶつはきょとんとした風。

「騙す？」

「そうだ。この男はお前を犠ぎ牲せいにして危き険けんなことをさせようとしている。騙して戦わせようと……」

　でかぶつが手を差し出して、ミリアを制せいする。

「ウルズの街、今よくない。これは噓うそ？」

「いや、確たしかに無む法ほう者もの達が街を荒あらしてはいるが……」

　でかぶつはそれで十分だというように深く頷うなずいた。

「なら、守る」

「しかし、ハミンギャは戦いなんてできないだろう？」

「守る」

　頑がん固こに繰くり返す。そして、ミリアを指して、

「ウルズの街はミリアの街。ミリアの街を守るため」

　ミリアは困こまったように眉まゆを寄よせた。

「……わたしのために街を守る、とそう言いたいのか？」

　でかぶつは頷く。

「その気持ちは嬉うれしいが……」

　ミリアは言いかけて言葉を途と切ぎれさせてしまう。そこでグラーバグが言い出した。

「本当に騙すつもりなど無い。街を守りたいという気持ちは、私も彼かれも同じなのだから。……ところで、君はどう思う？」

　そう聞いて、ミリアが眉をひそめた。

「わたし？　わたしがなんだというのだ？」

「街を守りたいという気持ちは同じ、ではないのかね？」

　ミリアは黙だまり込こんだ。その沈ちん黙もくの意味を、グラーバグは察する。

「……いや、そうだな……街を追い出された君が、この街を守ろうという気持ちになれないとしても不思議はないか……」

「そういうわけではない。そういうわけではないが……」

　世界を滅ほろびから救うという者が、自分の過か去この因いん縁ねんに拘こだわって街の破は滅めつを望むのはおかしな話だ。だから、ミリアは街を救うのを拒こばむまい。助力する気は十分あるだろう。だが……。

「だが、あえてお願いしたいのだ。君は力を持つグリームニルなのだろう？　焼神閥団バンズコンパニオンとの戦いに手を貸かしてくれないだろうか」

　グラーバグが請こうてくる。ミリアからしたら、自分を追い出した張ちよう本ほん人にんから街を守る手助けをしてくれと請われることに釈しやく然ぜんとしないものがあるようだ。

　そこでミリアはでかぶつを見上げる。なにか問いかけるように。

　でかぶつは顔をくしゃりとして笑い、

「守る！　一いつ緒しよに」

　ミリアに手を差し伸のべてきた。それが決定打だった。

　ミリアは深く息を吐はく。そして、頷うなずいた。

「……いいだろう。わたし達もこの街の人達を救うのに異い存ぞんは無い」

　それまではらはらした様子で成り行きを見守っていたスーも、ほっ、と息を吐ついた。

　俺おれは肩かたを竦すくめる。わたし、達、ねえ。どうやら、俺も一緒にこの街を救うことになったらしい。別にそのことで文もん句くをつけるつもりはないが。

　一方、ミリアは首を振ふりつつ、

「それにしても、何な故ぜだ？　焼神閥団バンズコンパニオンの連中が泉いずみを探さがしていると聞いた時から疑ぎ問もんだったが、何故奴やつ等らはウルズの泉を探している？」

「伝説は知っているだろう？　全ぜん能のうの知ち恵えだよ。彼かれ等らが求めているのは。ヴァルテは泉の水を飲んで、巨きよ人じんの軍ぐん勢ぜいを呼よび出す方法を得るつもりだ。スルトにつき従したがい世界を滅ほろぼす巨人達を。そうなればウルズの街は、いや、世界は巨人達に蹂じゆう躙りんされるだろう」

　グラーバグは暗い顔で言った。

「ヴァルテ・ル・ミウはまさしく、スルトの尖せん兵ぺいとしてこの世を滅ぼすつもりなのだ」













　　第三章　運命戸片ウルズドア







　焼神閥団バンズコンパニオンからウルズの街の人々を救うのを優ゆう先せんするのか、それとも世界を滅ほろびから救うのを優先するのか。

　俺おれの思い描えがいていた通りの選せん択たくが今、迫せまられていた。

「ウルズの人ひと質じち達は皆みな、ここ大だい聖せい堂どうの中に集められているはずだ」

　件くだんの大聖堂を前にして、グラーバグは言った。

「我われ々われが大聖堂の地下にある泉いずみを目指すとなると、焼神閥団バンズコンパニオンと一戦交えないわけにはいかない。そうなれば人質は殺されるだろう」

「そんなことが許ゆるされるものか。なんとか人質の解かい放ほうを目指すべきだ」

　ミリアが頑がんとして言い張はる。

「しかし、愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていればヴァルテが泉の水を飲んでしまうだろう。そうなれば奴やつは巨きよ人じん達を呼よび寄よせてこの世界を灰かい塵じんに帰きす。……ウルズを、そして世界を守るためなのだよ。数十人の犠ぎ牲せいなら甘かん受じゆするべきだ」

「貴き様さまはこの街の執しつ政せい者しやだろう？　街の人々をそんな簡かん単たんに諦あきらめていいのか！　誠せい実じつ卿きようの名が泣くぞ！」

「では、どうしろと？　人質の安全を最優先するなら、何の手出しもするべきではない。むしろ、進んで彼かれ等らに投とう降こうしてはどうかね？　そして、世界が巨人達に滅ほろぼされるのを座ざして見守るがいいだろう」

　ミリアは一いつ瞬しゆん迷まよったように口を閉とざす。が、決意したようだ。

「……救う手ならないわけじゃない。……スー、やってくれないか？」

「え……ええ？　わ、私？」

　おどおどとスーは自分を指差す。

「スーが戦いに自分の神紋ルーンを使いたくないのはわかっている……だが、これは人質を救うためなんだ。それに、スーが神紋ルーンを使ってくれるなら、誰だれも死なせたりしない。焼神閥団バンズコンパニオンの連中も殺さずに捕とらえられるはずだ」

　スーが慈じ愛あいの神紋ルーンを使えば、焼神閥団バンズコンパニオンの連中を支し配はいできる。人質に手出しさせなくすることも可か能のうどころか、全員無む抵てい抗こうで捕つかまえることもできるだろう。ミリアはそう言うのだ。が、スーは困こまった顔をして首を振ふる。

「で、でも……私の神紋ルーンの光の範はん囲い外がいに焼神閥団バンズコンパニオンの人がいたら、その人には効こう果かないし……そしたらやっぱり人質が危き険けんだよ……」

「そ、そうなのか」

　ミリアは肩かたを落とした。一方、グラーバグは深く頷うなずく。

「では、決まりだな」

「ま、待ってくれ、やはりそれは……なにか人ひと質じちを助ける方法があるはずなんだ」

　グラーバグは冷静、というより冷たい目でミリアを見た。

「そうやって考え続けて機を逃のがし、むざむざヴァルテに泉いずみの水を飲ませてしまうというのも選せん択たくの一つだとは思うがね。だが、いずれにせよそうなったら人質達の命はないのだよ。真っ先に巨きよ人じん達に殺されるのは彼かれらだろうから。そう考えれば、今我われ々われでヴァルテを倒たおせば、人質の幾いくらかは救えるかもしれない。もちろん大部分は犠ぎ牲せいになるだろう。しかし、我々と戦いながら人質を皆みな殺ごろしにするほどの余よ裕ゆうは焼神閥団バンズコンパニオンにもないはずだ。どうだね、こちらの方が利があると思わんかね」

「人の命を救うのに利があるかないか、損そん得とくで考えるなんて……」

　俺おれはミリア達のやり取りを横目で見ながら、考え込こむ。

　俺はどうしてしまったんだ、と。

　半巨人とグラーバグに出会った後、俺達は共に大だい聖せい堂どうへ行くことにした。求めるウルズの泉が大聖堂の地下にあるというのは確たしかなようだったからだ。

　だが、こうして大聖堂を前にしてお互たがいの──ミリアとグラーバグの思おも惑わくの違ちがいが、ぶつかってしまっていた。

　ミリアの考えは実に甘あまい。誰だれも犠牲を出さずに人質を解かい放ほうし、なおかつヴァルテの狙ねらいも阻そ止しする、と。そんなことができれば苦労はしないのに。その甘さに俺など顔をしかめたくなるほどだ。

　一方グラーバグは犠牲が出ることは覚かく悟ごの上で突とつ入にゆうしようとしていた。そうすることがより多くの人を救うことになるのだから、と。

　俺はグラーバグの意見に賛さん成せいだ。賛成だったはずだ。

　なのに……。

　俺は大聖堂を眺ながめ続ける。扉とびらは打ち壊こわされ、壁かべは穢けがされている。焼神閥団バンズコンパニオンの連中が出入りしていて、明らかに他の建物とは雰ふん囲い気きも違ちがう。

　あの中に人質がいる。そう思うと、俺は口が重くなるのだ。ミリア達のやり取りに口を出せない。いや、出したくないのか。横で聞いているばかりだ。

　グラーバグの意見の方が正しいと思うなら、奴やつに同調すればいいのに。

「弱い者が死ぬ。ただそれだけのことだ」

　そう言って、いや、そもそもこんなまどろっこしい口だけのやり取りなどせず、さっさと大聖堂に入り込んで中の連中を誰だれ彼かれ構かまわず殺してやる。それこそが俺の取るべき行動だったはずだ。

　なのに、どうしてか。俺おれはグラーバグに賛さん意いを示しめすことも、行動で意思を示すこともなかった。ただ黙だまっていた。ミリアがなにか、そう、なにか考えつくのではないかと思いながら。

　俺は大だい聖せい堂どうをじっと見つめる。

　あそこの裏うら手てから忍しのび込こめば……。

　そんな風に大聖堂の警けい備びの甘あまそうな場所を目で探さがしていた。そして、そんな自分に気付き、はっとするのだ。

　俺は心が弱くなっている。犠ぎ牲せいを気にするなど……。

　……こんな愚ぐにもつかないことを考えて、俺はあたら時間を無む駄だにする。ミリア達が議ぎ論ろんで時間を無駄にするのを見み過すごしつつ。

　その時だった。

「……あのさー。なにやってるのさ？」

　突とつ然ぜん声をかけられて、俺は身み構がまえる。背はい後ごからだ。

　この感じ。この気け配はいを感じさせずに現あらわれる状じよう況きようは。

　俺は知っている。振ふり返った。

「……アヴィ、だったな？」

　細身で細目の若わかい男がうっすらと笑った。

「覚えていてくれてありがとう。そう、僕ぼくはまさしく、神々の番人ヘイムダルの加か護ごを受けしグリームニル、アヴィですよー」

　俺達にウルズの泉いずみへ行くように言った張ちよう本ほん人にん。そいつが俺達の前に再ふたたび姿すがたを現していた。

「貴き様さまは……」

「なんだね、君は？　どこから現れたのだ？」

　ミリアとグラーバグもアヴィに気付いて、それぞれ声を上げる。アヴィはミリア達の方を一いち瞥べつし、

「ん？」

　と、特にグラーバグに向けて首を捻ひねった。グラーバグが見られているのに気付いて、眉まゆをひそめる。

「なにかね？」

「……まあ、いいか。君は誰だれだい？　君をウルズの泉に導みちびいたつもりはないけど……」

　そして、グラーバグの後ろにいる巨きよ大だいな人ひと影かげ、半巨人を見上げる。

「へえー、まあ、君は無関係という訳わけじゃないか」

「……なにをしに現れた？　なにか用でもあるのか」

　俺は気を張はったまま問いかけた。こいつは信用するには胡う散さん臭くさ過すぎる。今は敵てき対たい的てきな態たい度どこそ取っていないが、その腹はらに何を抱かかえているかわからない……。

　アヴィはやれやれと頭を振って、

「僕ぼくは言ったよね？　ウルズの泉いずみまで来いって。なのに……なにしてるの？」

「見ればわかるだろう。泉に行く前に、邪じや魔まな連中をどう片かた付づけるか考えてるところだ」

　俺おれは大だい聖せい堂どうを指差してやった。

「邪魔な連中というのは人ひと質じちのことだがな」

　あいつらさえ居いなければ単たん純じゆんに殲せん滅めつできるのだが。ミリアがまた険けわしい目で俺を睨にらみつけてきたが無む視しした。

　アヴィは乾かわいた笑いをあげる。

「ははは、これは参ったねー」

　すぐに笑いを収おさめ、真顔になった。大聖堂を指差しつつ、

「君達は何か勘かん違ちがいしている。ウルズの泉はあそこにはないよ」

「なに？」

「ウルズの泉はウルズの街にはない、って言ってるのさ」

　……さらりと根本から否ひ定ていするようなことを言い出した。なら俺達はなんのためにここまで来たんだ、という話になってしまう。

「……どういうことだ？　伝でん承しようでは、ここウルズはウルズの泉の傍そばにあった館やかたが起き源げんだという話だそうだが？　伝承は出で鱈たら目めだったということか」

「それは間違いじゃない。この街はウルズの泉が元になっている。でも、街は次し第だいにウルズの泉から離はなれた場所で発はつ展てんしていった。今ではウルズの泉は街と切り離されてしまっているといっていい」

　それまでの話を聞いていたグラーバグは口くち髭ひげを撫なでつけつつ、

「……そんな話は初耳だ。この街を預あずかる私でさえ知らぬことを何な故ぜ君が？　……信用できる話とは思えぬが」

「君もウルズの泉に行きたいんだろう？　だったら僕の言うことを聞いといた方がいいと思うなー。大体、街を預かっているとか言う割わりに、泉の場所は知らないんだよね？」

「……」

　グラーバグは黙だまって口髭を撫でる。

「知らないのも当然かなー。街の執しつ政せい者しやといえども、街の中にない物は知りようがないだろうから」

　今度はミリアが尋たずねる。

「しかし、別の伝承でも泉はウルズの街の中にあるように言われていたはず。それはどうなのだ？」

「もしかして、ウルズの泉から呪じゆ竜りゆうニーズホッグが現あらわれて竜りゆう鱗りん病びようを撒まき散らし、オーディンはそれが広まるのを防ふせぐために街を囲って病を封ふうじ込こめたという話？」

「そうだ。竜鱗病が外へ出ないように外がい壁へきを作った。つまり、泉は外壁の内側、ウルズの街のどこかにあるんじゃないのか？」

　アヴィの細い目からは表ひよう情じようがうまく読み取れない。だが、今、アヴィは笑っているようだった。

「あれには偽いつわりがあるのさ。本当は……外がい壁へきは呪じゆ竜りゆうニーズホッグの襲しゆう来らいを防ぐためにできた。ニーズホッグは街の外から来たんだよ。つまり、ウルズの泉いずみは街の外にある」

「そうなのか？　でも、何な故ぜそれが竜りゆう鱗りん病びようの感かん染せん拡かく大だいを封ふうじ込こめるためにできたなどという話になったんだ」

「それは大たい神しんオーディンの御み心こころというものだろうねー。泉の場所を誤ご魔ま化かすためにオーディンが事実を捻ねじ曲げて伝でん承しようさせたんだと思う」

　アヴィは自らの話に納なつ得とくするかのように、うんうん、と頷うなずいた。

「大神オーディンはウルズの泉を隠かくしておきたかった。怖おそれていたんだろうね。そこにあるものを。だから、隠して封じて門番を置いた」

「封じて、門番を置いた？」

「ウルズの泉に至いたるには門番を倒たおして封ふう印いんの扉とびらを開けなくちゃいけない、という話だよ。決してオーディンの望まぬ時にウルズの泉が開かれぬように、しっかり備そなえられていたというわけだねー。ウルズの泉への封印が解とかれるとオーディンにとってはよほど都合が悪いことがあるみたいだよ？」

　俺おれはこいつへの不信を隠そうともせず聞いた。

「……どうしてお前にそんなことがわかる？　お前が大神オーディンのなにを知っているというんだ？」

「やだなー、僕ぼくは神々の番人ヘイムダルの加か護ごを受けたグリームニルだよ？　たとえ大神オーディンがそうやってこそこそ隠しても、神々の番人たるヘイムダルは見み逃のがさない。その目は千せん里りを見通し、その耳は草木の伸のびる音さえ聞き逃さないのだからね。ヘイムダルのグリームニルたる僕にも、そうした秘ひ密みつを知る力はいくらか受け継つがれているのさ」

「なら、ウルズの泉はどこにあるんだ？　ヘイムダルの目や耳があるなら、知っているのだろう？」

　俺が続けて聞くと、アヴィは俺から視し線せんを外した。別の方向、上の方を見上げる。

「逆ぎやく説せつ的てきな言い方になるけど、それはやっぱり門番がいるところに泉はあるんじゃないかなー。ねえ、ウルズの泉を守る人？」

　俺もその視線の先を追う。見上げる。

「ウルズ守る！　それはいいことだ」

　半はん巨きよ人じんのでかぶつが胸むねを張はっていた。

　ミリアの表情が固まった。

「……ハミンギャが、泉の門番……？」

「大たい神しんオーディンが置いた、泉いずみの番人が彼かれさ。もっとも、長い年月の間に随ずい分ぶん変へん容ようしてしまったみたいだけどねー。彼は単たん純じゆんな命令しか覚えていない。すなわち、ウルズを守れ、ということしか、ね。彼がウルズの街を守りたいと執しゆう着ちやくするのはそのためさ」

　半はん巨きよ人じんは嬉うれしげに笑うと、

「ウルズ、大事。とても！」

　大きく腕うでを広げて、その大事さをアピールするかのようだ。

「じゃ、じゃあ、ウルズの泉があるのは……」

　ミリアが察したようだ。

「そうだねー。彼が住みついている場所。君も幼おさない頃ころ入ったことがあるんじゃないかな？　彼が君を匿かくまってくれたあの洞どう窟くつにこそ、ウルズの泉は隠かくされているのさ」

「そ、そうなのか……」

「じゃあ、ここ大だい聖せい堂どうに乗り込こむ必要はないんですね？」

　スーがほっとしたような顔になる。

「人が死んだりすることは避さけられるんですよね？」

「しかし、人ひと質じちは放っておいていいのか？　助けに行くべきでは……」

　ミリアが言おうとするのを、グラーバグが遮さえぎった。

「焼神閥団バンズコンパニオンはウルズの泉を見つけるまで、人質達に無む闇やみに手は出さないだろう。我われ々われが先に泉を見つけ、泉に隠された知ち恵えを手に入れてしまえば、世界は滅ほろびから救われる。そうすれば、焼神閥団バンズコンパニオンの者どもは目的を失い瓦が解かいするはずだ。人質を取っている意味が無くなる」

　グラーバグはとにかく、人質よりも泉へ行くことを優ゆう先せんしたいらしい。

「滅びが食い止められると知れば、焼神閥団バンズコンパニオンの連中も考えを改めるだろう」

　俺おれは別のことを言う。

「……で、泉へと至るには門番を倒たおさねばならない、という話だったな？」

　俺はでかぶつを一いち瞥べつする。

「……今、この場でやってしまっていいのか？」

「やる？」

　俺を見て、でかぶつは首を傾かしげてみせる。

「本当に貴き様さまはどうして殺すか殺さないかでしか物事を考えられないんだ！　極きよく端たんすぎるだろう！」

　ミリアがいつも通り険けわしい目で俺を睨にらんできた。そして、その表ひよう情じようを和らげ、でかぶつに話しかける。

「ハミンギャの住む洞窟にウルズの泉があるというのは本当か？」

「泉？」

　頭を搔かいた。

「ない」

　あれ？　と、俺おれ達たちは顔を見合わせる。

「……話が違ちがうようだが？」

　グラーバグが静かな声でアヴィに問いかける。アヴィは慌あわてた風でもなく、

「そりゃそうさ。……ねえ、番人くん？　泉いずみはないけど、それ以外の物があるんじゃないかな？」

　そう話しかけた。言われてでかぶつは考え込こみ、答えた。

「扉とびらある」

「扉？」

　ミリアが首を捻ひねった。

「それこそが泉へと至いたるための扉。封ふう印いんのための扉だろうねー」

　アヴィが知ったような口を利きいた。

「で、門番ならその扉に人を近付けさせるわけにはいかないから当然戦わなきゃいけない」

　そう聞いて、ミリアが訴うつたえかける。

「ハミンギャ、わたし達はその扉を開けて、奥おくにある泉に行かなくてはならないんだ」

「泉？」

「ウルズの街を、世界を救うためなんだ。どうか、認みとめて欲ほしい」

「うん。それはいいことだ！」

　でかぶつは手を叩たたいて喜ぶではないか。

「ウルズ守る！　とてもよいこと！」

「……扉を開けるのを快かい諾だくしてくれたみたいだが？」

　ミリアがアヴィに問いかける。アヴィはうっすらと笑い、

「長い年月で変へん容ようした、ってことだねー。ウルズの泉を守ることと、ウルズの街を守ることがごっちゃになってるんだと思うよ」

「いずれにせよ、無む駄だな戦いはこれで避さけられる」

　ミリアは大きく頷うなずいて、

「では、行こう！　ハミンギャの洞どう窟くつへ！」




　洞窟の入口は大きなものだった。それはそうだろう。半はん巨きよ人じんハミンギャが出入りするのだから、それなりの大きさがあって当然だ。

「ここも変わっていないのだな」

　ミリアが懐なつかしげに言う。

　木々に覆おおわれた森の中、ハミンギャの洞窟は地下へ潜もぐるように、ぽっかりと開いている。俺達はミリアを先せん導どう役やくにしてその中へと下っていく。

　洞窟自体はウルズの街のほど近くだ。

　洞どう窟くつの内部は何な故ぜか薄うす明あかるい。入口から光が届とどいている、というだけではないようだ。

　洞窟内部は岩と土。そこから水がしみ出している。

　涼すずしげな空気。

「ちょ、ちょっと寒いね……」

　スーがぶるりと震ふるえた。それを見て、ミリアが言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに暖あたたかくなる。ハミンギャ、あの大きな焚たき火びは今も燃もえているんだろう？」

「もちろん！　シシの干ほし肉もあるぞ！　食べるか？」

　半はん巨きよ人じんは客人をもてなそうという心こころ遣づかいを見せる。

「特にこの小さいのは食った方がいい。フルディングの娘むすめみたいに大きくなれないぞ」

「え、えへへ……どうもありがとう……」

　スーは半巨人に話しかけられて曖あい昧まいな笑顔を見せた。

「……しかし、この洞窟はすぐに行き止まりだったはずだ。扉とびらなんかどこにあったのだ？」

　ミリアの問いに、半巨人は首を捻ひねって見せた。

「フルディングの娘は知らない。聞かれなかったから」

　そしてミリアの言葉通り、すぐに広い空間に出た。

　最初は居い心ごこ地ちのいい居きよ住じゆう場ば所しよに見えた。半巨人がこさえた、風ふう雨うからの避ひ難なん所じよといったところ。暖だんを取るための巨大な焚火の穴あな。その所せ為いで、すすが天てん井じようを汚よごしている。岩と土が混まじった壁かべには白い木の根が無数に這はっていた。床ゆかのそこここには毛け織おり物もの。むき出しの地面の上で横になると体温が奪うばわれる。それを防ふせぐためだろう。そして、ミリアの記き憶おくにあるのはそこまでだったらしい。

　半巨人はその洞窟の片かた隅すみに置かれた長なが持もちの方に、どしんどしんと近付いていく。中から干し肉を取り出し、

「食うか？」

　グラーバグが冷たく目を光らせた。

「……心遣いはありがたいがな、半巨人。我われ々われはそんなものを食している暇ひまは無いのだ。ウルズの街を守るためなのだ。早くその扉とやらに案内してくれ」

「そうだねー。今は時間を無む駄だ遣づかいしないでほしいかな？」

　アヴィも興きよう味みなさげに、自分の爪つま先さきなど見ている。

「そうか……」

　半巨人が所しよ在ざい無なげに干し肉を戻もどそうとしたので、俺おれはそれを横からひったくった。齧かじる。芳こうばしい味が口に広がった。

「うまいな」

「そうか！　それはよいことだ！」

　半巨人は力強く言い、またどしんどしんと洞窟を横切っていく。俺達はそれを目で追った。

　そこは洞どう窟くつの奥おくの方、焚たき火の明かりが届とどかないような暗い場所。その闇やみの中で、木の根が一種の階かい段だんのように形作られていた。腰こしを屈かがめたハミンギャが、みんなをその下へ誘いざなう。

「扉とびら、こっち！」

「……奥にそんな場所が……」

　ミリアの呟つぶやきが聞こえる。ミリアにとっても、ここから先は未知の領りよう域いきだ。

　そうして、簾すだれのように垂たれ下がる木の根をかき分けて、先へと進む。

　すると、情じよう景けいが一いつ変ぺんした。

　そこは最も早はや洞窟とは言えなかった。幾き何か学がく模も様ようが彫ほり込こまれた壁へき面めん。滑なめらかで傷きず一つない床ゆか。自ら発光しているかのような明るさを放つ天てん井じよう。高い天井だ。ハミンギャが歩いても、その頭は決してつかえない。通路になっているようだ。

　空気も、それまでの湿しめったものから、清せい潔けつで乾かわいたものに変わった。どこかから垂れる水音の代わりに、なにか耳がキーンとするような静せい寂じやくが支し配はいしている。

「これって……明らかに人の手が入ってますよね？」

　スーがきょろきょろとあたりを見回しながら言う。

「特にこの天井……なにかの魔ま法ほうみたい」

　スーの言葉を耳にして、俺おれは突とつ然ぜんの予感を覚える。嫌いやな予感だ。

「……これは洞窟というより遺い跡せきでは……」

　グラーバグが声を震ふるわせる。

　そして、遺跡といえば盗とう掘くつ者しやを葬ほうむるための罠わながあるものだ。

　だが、スーは吞のん気きに喜んでいる。

「なんだか……すごい！　こんな不思議な遺跡をこの目で見られるなんて！　お話の中だけの存そん在ざいじゃないんですね！」

　俺は突然毒矢が飛んできたり、落とし穴あなが開いたりするのではないかと警けい戒かいしているというのに。吞気な戯たわ言ごとは聞いていられない。

　と、グラーバグも感かん極きわまったように囁ささやく。

「……まさに、世せ界かい樹じゆユグドラシルの在あり処かに相応ふさわしい……ウルズの泉いずみがこの先に……」

　そうやって進んでいくと、通路が開けて広大な部屋に通じる。空気がふわっと軽くなるような錯さつ覚かく。まるで通路から外へ出たかのような気分だ。

　そこに扉があった。金きん属ぞく製せいの巨きよ大だいな扉だ。鈍にぶい光を放っている。いや、扉というより門か。

「……なんと巨大な……」

「わあー、あれ、ウルズの街の門と同じくらい大きいですね」

　グラーバグとスーが同時に言う。

　その両開きの扉はぽつんと突つっ立っていた。だだっ広い部屋の真ん中で、ただそれだけが。

　ミリアが言う。

「……なんだこれは」

　扉とびらだけがにょっきりと生えているといった風。

　その扉の裏うらに回ってみる。別に、その陰かげに泉いずみがあるわけではないようだ。道が続いているわけでもなく、ただぽつんと立っている。広い空間の中で孤こ立りつしているだけだった。

「……ウルズの泉はどこだというのだね」

　グラーバグが扉を手で差し示しめした。

「扉……いや、金きん属ぞくの板っきれが一枚まい立っているだけとは。……この遺い跡せきはなんなのだ」

　ここにこそウルズの泉がある。そう主しゆ張ちようしていたアヴィに冷たい目め線せんを送っている。

　そのアヴィ、落ち着き払はらった様子でうっすら笑い、

「この扉を、目に見える部分だけで判はん断だんしない方がいいと思うよ？　これは目に見えない、感じ取ることもできない空間へと続く扉だからねー」

　アヴィは扉をノックした。みっしりと中身の詰つまった音がする。

「言ってみれば、この扉こそがウルズの泉の顕けん現げんを妨さまたげている封ふう印いんなわけさ。さて、この扉を開けるのが難むずかしいところでね」

　そうして、俺おれに一いち瞥べつをくれる。

「是ぜ非ひ、君に扉を開ける手伝いをしてもらいたいんだよね、ロキ神のグリームニルくん？」

「……俺に？」

　俺はこの遺跡から感じる嫌いやな感じがどこから来ているのか、わかった。

　扉だ。この扉からは……悪意が感じられる。人の死を待ち望む気け配はい。それが、扉から漂ただよう嫌な臭においのように感じられた。

　アヴィは笑っている。奴やつがいつも浮うかべている薄うすい笑い。だが、それはただの仮か面めんだ。

「大たい神しんオーディンはこういう小細工がお好きなようでねー。この遺跡の扉はある代だい償しようと引き換かえにしか開かないようになってるんだ。すなわち……」

　アヴィがその細い目を見開いた。俺は不意打ちにたじろぐ。白目が無い。いや、目全体が瞳ひとみとでも言うべきか。そして、それは真っ赤な瞳。

　俺は咄とつ嗟さに思う。

　血の目だ。鮮せん血けつが凝ぎよう固こしたような不ふ吉きつな目。アヴィの見開いた目は魔ま法ほう的てきな禍まが々まがしさを感じさせる。しかも、

「きざはしを知る者は幸さいわいなり。番人ヘイムダルは秩ちつ序じよを担になう者なれば。分ぶん際ざいを示しめせ、貴き賎せんの神紋ルーン」

　これは神しん言ごんだ。アヴィが神言を唱えると同時に、その見開いた目に神紋ルーンが浮うかぶ。

「さて、秩序のきざはしを決めようか？　当然、僕ぼくは第一階級、王おう侯こうだ」

　それから、俺を指差した。

「……そして君は第二階級、衆しゆう庶しよにしてあげよう」

　その言葉を聞いた途と端たん、俺おれは奇き妙みような脱だつ力りよくを感じる。力が出ない。

「……なにをした？」

「神々の番人ヘイムダルは、同時に世界に階級というものを生み出した神でもあるからねー。人の間に貴き賎せんを決め、あるべき姿すがたを形作ったんだよ。ヘイムダルの加か護ごを受けしグリームニルは、その恩おん恵けいを受けることができる」

　アヴィは偽いつわりのにこやかさで言った。

「第一階級・王おう侯こうは全てを持つ。第二階級・衆しゆう庶しよはその半分を、そして第三階級・奴ぬ婢ひは何も持たない。第二階級となった君は今、その力の半分を失っているんだよ」

　俺の力は半はん減げんしているということか。だが、

「……一いち応おう聞いてやる。俺にその貴賎の神紋ルーンを使ってどうするつもりなのかをな」

「悪いんだけどさー。ちょっと死んでくれない？」

　ちっとも悪く思っていなさそうな口調でアヴィが言った。

　突とつ然ぜんの展てん開かいに、ミリア達は戸と惑まどっているようだ。

「これは一体どういうことだ？」

「ああ、君きみ等らはどーでもいいから。黙だまってて？」

　アヴィはうるさそうに手を振ふる。しっしっ、と。

「黙っていられるか！　なんだ!?　なにが目的なのだ!?」
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　ミリアが問い詰める。アヴィはやれやれと首を振ふり、

「目的なんて見た通りだよ。この扉とびらを開けるのに、このロキのグリームニルくんの魂たましいを使わせてもらう」

　スーが目を丸くした。

「え……それって……」

「この扉を開けてウルズの泉いずみに至いたるには、生いけ贄にえが必要なんだよ」

　アヴィはこともなげに言った。

「じゃ、じゃあ……私達にここウルズの泉へ来いといったのはそのため……？　私達を生贄にするために……」

　スーは震ふるえだす。

「ひどい……ここへ来れば世界を救えるんじゃなかったの？」

「別に噓うそをついたつもりはないけどねー。ウルズの泉に来れば全てが始まると言っただけだし」

　それから、含ふくみ笑いをした。

「それに、君達を生贄にするつもりはないよ。ロキのグリームニルくんだけだ。この扉を開けるにはただの生贄じゃダメだもの」

　俺おれだけ、だと？　俺は低い声で呟つぶやく。

「……どういうことだ？」

「扉に捧ささげる魂たましいは、この世界を脅おびやかすくらいの強い力をもった奴やつでないとダメなんだ。そうしないと開かない。大たい神しんオーディンは本当にこういう魂を捧げるとかが好きでねー。困こまっちゃうよね？」

「なるほど」

　俺は言った。

「つまり、最初からこれが目的だったという訳わけか。俺達の前に姿すがたを現あらわし、ウルズの泉へ来るように言ったのは全てこのため……俺を扉を開けるための生贄にするつもりだったんだな」

「うん、そう。大神オーディンの代理人たる皇こう帝ていを倒たおした君なら、立りつ派ぱに死んで扉を開けてくれると思ったんだよ」

　ミリアが気け色しきばんだ。

「貴き様さま、そんなことが許ゆるされると思っているのか！」

「おっと、海かい神しんエーギルのグリームニルちゃんには用はないんだよねー。君ごときのグリームニルの魂を捧げたところで扉は開かないだろうし。だから、大人おとなしくしてなよ」

「そうはいくか！　仲間を傷つけようとする者を黙って見過ごすわけがない！」

　刺突剣レイピアを抜くミリア。それに対して、アヴィは告げた。

「じゃあ、君も第二階級にしてあげるよ」

「う……!?」

　ミリアがふらつくのが見える。あいつも力を半はん減げんさせられたようだ。俺おれにはわかる、あれではあいつは嬲なぶり殺しにされるだけだろう。くそっ。しゃしゃり出てくるから……。こうなれば仕方がない。

「……誰だれが仲間だ。引っ込こんでろ」

　俺はミリアに吐はき捨すてる。そして、笑ってやる。

「馬ば鹿かげたことを言う奴やつだ。俺に仲間なんかいない。関係ないくせに横から出てくるんじゃない」

「なんだと、貴き様さま！」

「引っ込んでろと言っている。大体、こんな細目野や郎ろうの力など問題じゃない。こいつの言う通りだとしても、俺にはまだ半分も力が残ってるんだぞ？　それで俺がこの細目野郎に後れを取るとでも？」

　ミリアを脇わきに押おしやるようにして、俺はアヴィの前に立つ。

　半分くらいで丁ちよう度どいいハンデだ。ソロウならそう言って、ニヤニヤするところだろう。俺はその姿すがたを思い浮うかべてしまう。

「そうそう。その調子で頼たのむよ。そのくらいの心意気が無いと、扉とびらは強い生いけ贄にえとして君を認みとめてくれないかもしれないからねー」

　アヴィは朗ほがらかに言う。

「なにしてる？　ウルズは？　誰が守る？」

　半はん巨きよ人じんハミンギャがその長い手を振ふり回して叫さけんだ。

「これは良いことと違ちがう！」

　グラーバグは一人、扉の前に屈かがんでいた。押おしたり引いたり、できることを試しているようだ。

「……先に扉を開けてしまえば……くっ……どうすれば」

「君も扉を開けたいんだろう？　なら、黙だまって見ていることだね。彼かれ、ロストが死ねば、扉は開くんだから」

　アヴィはその背せ中なかに忠ちゆう告こくというか、からかいの言葉を投げかけた。グラーバグは嘆なげく。

「もう泉いずみは目の前だというのに……！　君は何者なのだ？　なにが目的なのだ？」

「その瞳ひとみの色は……純じゆん血けつのアールヴ族、ですよね？」

　スーの視し線せんはアヴィに釘くぎづけになっていた。見開いた目の真っ赤な瞳ひとみに。

　その見開いた目が、すっ、と細められる。

「……ほう？」

　アヴィがスーを見つめ返した。

「取るに足らない小こ娘むすめだと思ってたのに……君がアールヴ族のなにを知っていると言うんだい？」

「え……そ、それは……」

「言ってみなよ？　君が知ってることを？」

　スーは促うながされてどぎまぎした様子だ。だが、意を決したように話しだす。

「伝説のアールヴ族……こことは別の世界、妖よう精せい郷きようアールヴヘイムに住むという、人とは異ことなる種族。アールヴ族は一人の女王様によって統とう治ちされ、平和を愛する優やさしい種族……なんでしょう？　でも、ある日、アールヴヘイムを襲おそった災さい厄やくを逃のがれて、私達の世界に逃れてきたアールヴ族の人達もいたんです。世せ界かい樹じゆユグドラシルの中にはそんな災厄から逃れたアールヴ族の集う館やかたがあって、ひと氏族を作っているって聞いたことが……。館の名前は『ヴィーズブラーイン』でしたっけ？　アールヴ族はみんな不思議な力を持ち、風のように気き紛まぐれだとか……」

「……どうして君みたいな子がそんなことまで知ってるんだろうね？　愛の女め神がみフレイヤのグリームニル？」

「え、その……どうしてって言われても……。これはお母さんから聞いた昔話だけど……」

「ふーん、昔話ねぇ？　……面白いな、よし、君も第二階級にしてあげよう」

「あっ！」

　スーもまた、眩暈めまいでもしたかのようにふらついた。だが、踏ふみ止まる。

　アヴィは薄うすく笑った。

「君には後でもっと話をしてもらいたいね」

「わ、私は元々大した力なんかありませんから……半分無くしたって何ともありません」

　震ふるえ声だ。

「……じゃあ、第三階級になりたいのかい？　奴ぬ婢ひとして、その全てを失いたいというのなら僕ぼくは一向に構かまわないよ？」

「どうして……どうしてアールヴ族がこんなことを？　アールヴ族は神々に近い存そん在ざいで、高こう貴きで平和を愛する種族のはず……」

　スーは祈いのるような仕草で、アヴィに問いかける。

「どうか、こんな人を殺あやめるような真ま似ねはやめてください。アールヴ族の名めい誉よのためにも、こんな……こんなことしちゃ駄だ目めです！」

「……これはね、ウルズの泉いずみに至いたるためなんだよ。仕方のないことなんだ」

　アヴィの表ひよう情じようが変化した。うっすら笑いが引き、口が真一文字に引かれている。

「貴き様さま……そこまで……」

　ミリアが肩かたで息をしながら言う。

「誰だれかを生いけ贄にえに捧ささげてまで、世界を救おうと……そういうつもりなのか」

　アヴィの目が見開かれ、ぎょろっと動いた。

「……いや、こんな世界、どうなろうが知ったことじゃないね」

「なに？　どういうことだ？」

「僕ぼくは元々アールヴヘイムの生まれだからねー。こんな世界が滅ほろぼうが続こうが、大して興きよう味みはありはしない。僕がやりたいのはね、ロキ神のグリームニルくん……」

　アヴィは俺おれを見て、再ふたたび笑みを取り戻もどした。そして、言った。

「僕の望みは──」

　その時浮うかんだ笑いは薄うす笑わらいというにはあまりに禍まが々まがしかった。真っ赤な目と相あいまって、それはまさに凶きよう相そう。ぞっとする笑い。

「──神殺しだよ」

　きゅっ、と口の両りよう端たんがつり上がり、見る者を不安にさせる。それまでの、どこかチャラけた雰ふん囲い気きなど微み塵じんもない。妄もう執しゆうの権ごん化げとでもいった印象だ。

　俺は無言でアヴィを睨にらみつける。それから、ようやく口を開いた。

「……そいつはいい考えだな」

　この嘆なげきと不幸と憎にくしみに満ちた世界を作り出し、そこに生きる人々を家か畜ちくのように屠と殺さつしている神々……。

　俺は続けて言う。

「だが、神々をどうやって殺すというんだ？　神なんかどこにいる？」

「神々は皆みな、天上におわしますさ」

　アヴィは上を指差し、

「もっとも、たまに地上に現あらわれることもあるようだけどね」

「なるほど。じゃあ、その天上とやらへ行けばいい。俺はそこへ行く道を知らないがな」

　アヴィは、くっくっ、と笑う。

「本当だ。僕はどうやって神々の住まう地へ行くんだろう？　不思議だねえ？」

　俺は眉まゆをひそめる。アヴィのふざけた態たい度どからわかる。こいつにはなにか目め星ぼしがあるのだ。神々の居い場ば所しよへ至いたる自信が。……しかし、そんなことが本当に可か能のうなのか？　神が存そん在ざいしていたとして、神殺しなどということが……。そして、もし可能なのだとしたら……。

　俺の中で囁ささやく声がする。

　……俺達はみんな神々にいいように運命を操あやつられている。そんな世界が創つくられてしまっているのなら、これをぶっ壊こわしてやるのも正しいのではないか……。

「馬ば鹿か言うな！」

　ミリアが怒ど声せいを発した。

「もし、神が死んで、世界は無事でいられるものなのか？　たとえ無事だったとしても、混こん乱らんは避さけられまい。そうして無む秩ちつ序じよと化した世界を、神に代わって治めるのが貴き様さまの望みか？　そんな貴様の私し欲よくに巻まき込こまれて、どれだけの不幸が撒まき散らされるか考えてみるがいい！」

　俺は、ミリアの言葉に引き戻もどされる。

　世界を、神々を憎にくむのは容た易やすい。それだけの理由も俺にはある。怒いかるべき正当な理由が。しかし、そうすることで俺おれはその神々と同じように不幸を撒まき散らしてしまうのだ。そのことはウルズの街へ来るまでの旅でよくわかった。俺の憎にくしみのために、帝てい国こくがどうなってしまったか……。

　ならば、これもまた神の掌てのひらの上ではないとどうして言えよう？　神々は俺に不幸を撒き散らさせようと、俺を誘ゆう導どうしているのかもしれないではないか。

　そして今の俺にとって一番大事なこと。それは俺の妹のように無残に死んでいく子を作りたくないということだ。まだこれから先、たくさんの未来が待っていたはずの妹……フーリンの時の歩みを永えい遠えんに止めさせてしまうなんてことは、もう二度と……もう二度と繰くり返してはいけない。そう思ったからこそ、俺はこんな不ふ条じよう理りな世界でも滅ほろぼさずに救おうと……より良い道へ進もうとここまでやってきて……。

「いやー、世界なんてほんとどうでもいいんだよ」

　アヴィは余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。

「ただの腹はらいせ。復ふく讐しゆうさ。……この件けんについて、君きみ等らにとやかく言われる筋すじ合あいはないよ。特にロキ神のグリームニルのロストくん？」

　俺を見る目が鈍にぶく輝かがやいたように思えた。

「君は自分の復讐のために皇こう帝ていを殺し、帝国を、今の世界を既すでに混こん乱らんさせて不幸を撒き散らしているよね？」

　俺は答えない。事実だからだ。

「僕ぼくもね、僕の世界を滅ほろぼした神スルトを滅ぼしてやりたい。ただそれだけさ。それで他の世界に不幸が撒まき散らされても知ったことじゃない。復讐が全てに優ゆう先せんする。……これって君と同じだろ？」

「……お前の世界は滅んだというのか？」

「……跡あと形かたもなく、ね」

　一いつ瞬しゆんだった。アヴィの表ひよう情じようから仮か面めんが剝はがれていた。昔の情じよう景けいに囚とらわれているかのような、沈ちん鬱うつな顔。

「……みな、焼けた。木々も館やかたも家族も友人も一族も……誇ほこりも名めい誉よも未来も……」

　と、はっとしたようにアヴィは表情を改めた。再ふたたび薄うすら笑いを浮うかべ、

「いやまったく……これは悲ひ劇げきさ。本当に悲しいよねー」

　空々しい口調で嘆なげいてみせた。

「僕の生まれ育った世界アールヴヘイムはね、もう無いんだ。炎ほのおの神スルトに焼き尽つくされてしまった。あのくそったれの神にね。おっと、失礼。女の子の前で下品な物言いだったね」

　全然失礼とは思っていなさそうな軽口を叩たたく。

「で、かろうじて生き残ったアールヴ族は散り散りになって様々な世界に逃にげたのさ」

　つまり、こいつの他にもアールヴ族がまだいる、ということか。

　アヴィは俺おれに語りかけるように言ってくる。

「僕ぼくはね、ロストくん。死んでいったアールヴ族の仲間達のために、その無念を晴らすためにスルトを滅ほろぼさなくてはいけないんだ。そのためなら、なにを犠ぎ牲せいにしても構かまわない。そう思ってる」

　そして、張はり付けた薄うすい笑い。

「ねー？　僕って可哀かわい想そうだろ？　同どう情じようしちゃうだろ？　共感しちゃうところ、あるだろ？」

　全然同情とか共感とかして欲ほしくなさそうな、わざとらしい口ぶり。

「だからさ、僕は君と同じなんだよ。復ふく讐しゆうのためなら人の命なんかゴミみたいなものなんだよ。例えば、そう……」

　薄ら笑いが剝はがれ、先さき程ほどの禍まが々まがしい笑みが浮うかんだ。

「君の命とか？」

　アヴィはウルズの泉いずみへと通じる扉とびらを、ゴンゴンとノックした。そして、

「じゃ、そろそろ死のっか？」

「死ぬのはお前だ、妖よう精せい野や郎ろう」

　俺は偽ぎ神しんの神紋ルーンを発動させる。右手に神紋ルーンが浮かびあがり、光を放った。そして、俺の手の中に生じる確たしかな手ごたえ。既すでに手て慣なれた感かん触しよくだ。そこには大剣が収おさまっていた。

「勝利の魔ま剣けんレーヴァテイン……お前の戯ざれ言ごとにこれ以上付き合うつもりはない。この剣でお前の憎にくしみごとお前をぶった斬ぎる」

「へー。君の力は半はん減げんしてるはずなのに、それでも神紋ルーンを使うことはできるんだねー。ま、そうでなくちゃ生いけ贄にえとして価か値ちはないけどさ」

　俺おれはミリア達に目をやった。

「おい。わかってるだろうが、お前まえ等らは足手まといなんだ。この戦いには手を出すなよ」

「……また、一人でやれるつもりでいるのか！」

「やれる」

　俺は短く言った。レーヴァテインを構かまえる。

「持ち主に勝利をもたらす魔剣……その力、お前の体で味わえ」

　俺の中で膨ふくらむアヴィへの敵てき意い。それはレーヴァテインの力となる。想いの強さを力に変える魔剣。それがレーヴァテインだからだ。

　赤い刀身から炎が噴ふき上がり、絡からみついていく。周囲を圧あつする熱量。これに伍ごする剣など皆かい無む。そのはずだった。だが、俺はアヴィを目の前にして、それが誤あやまりだったのを知る。

「……お前、その剣は……」

　呟つぶやいてしまう。アヴィの持つ、赤い刀身に炎ほのおを纏まとった剣を目にしては呟かざるを得ない。

「ごめんごめん。ちゃんと言ってなかったねー……わざとだけど。僕の貴き賎せんの神紋ルーンは、ただ相手の力を減へらすだけじゃないんだ。『第一階級・王おう侯こうは全てを持つ』と言ったろう？　秩ちつ序じよのきざはしの最上位にいる僕ぼくは、第二階級・衆しゆう庶しよや第三階級・奴ぬ婢ひの失った力の分だけ、それを自分のものとして使うことができる。だから……」

　アヴィは左手をすっと差し上げる。と、その左手が霧む散さんした。霧きり状じようの水になって消えてしまう。

「こんなこともできるよ？」

　そして、見ればアヴィの左手は元に戻もどっている。霧散したのちに再さい形けい成せい。これはミリアの海王の神紋ルーン……！

　アヴィは俺おれに向けてレーヴァテインを突つき付けてきた。

「さあ、もっと力を出してみなよ。その分、僕の持つ能のう力りよくも強くなるけどねー」

　同じレーヴァテインを持つ者同士、対たい峙じする。奴やつの言うことが本当なら、俺の力は半はん減げんしているらしい。しかも、その半減分はアヴィのものになっているとも。ということは、俺とアヴィは今、同じ力を持っているということだ。

「……だが、お互たがいに同じ力の剣けんを持つというのであれば、その優ゆう劣れつはその剣をいかにうまく扱あつかえるかという技ぎ量りようの問題でしかない」

　俺は言うや否いなや、踏ふみ込こんでいた。

　斬ざん撃げき。刀身の炎の吹ふき流しが光こう跡せきを宙ちゆうに残す。

「ははっ！」

　アヴィの笑い。

　まるで磁じ石しやくが吸すいつくように、その手の中の剣が俺の剣と重なる。

　赤き刀身と赤き刀身の激げき突とつ。

　ぎいぃんっ、と不協和音が響ひびき、耳を穿うがつ。

　炎ほのおと炎が絡からまり合い、お互たがいを吞のみ込もうとした。合わさって燃え盛さかる火柱。頰ほおが焼けそうな熱さだ。俺は炎に照らされて赤く染そまるアヴィの顔を間近に見る。

　笑ってやがる。

　ぎり、と力を込めた。

　お互い、相手を断たち切ることはできなかった。

　ならば、と俺は体を捻ひねった。レーヴァテインを横よこ殴なぐりに振ふり抜ぬこうとする。

　胴どうへの薙なぎ払はらい。

　が、それもまた、

「はっ！」

　アヴィのレーヴァテインに防ふせがれた。刀身を下にして、レーヴァテインを縦たてに立てての防ぼう御ぎよ。

　再ふたたび、ぎきぃぃっ！　と鋼はがねと鋼がぶつかる異い音おん。普ふ通つうの刃同士なら鋼がこすりあわされることで金きん属ぞく臭しゆうが立ちこめるところ、レーヴァテイン同士では熱気しか感じられない。

　俺は舌した打うちする。

　埒らちが明かない。ならば……。

　俺おれは誘さそうように緩ゆるくレーヴァテインを突つき出し、アヴィがそれを受けやすいようにしてやる。果たして、アヴィは容た易やすく俺のレーヴァテインを受け止めた。金きん属ぞく同どう士しの擦さつ過か音おん。刃はが重なる。互たがいに力を込こめ、再ふたたび身を寄よせ合うほど接せつ近きんした。

　俺のすぐ目の前でうっすら笑うアヴィに、俺は囁ささやく。

「……そうやって防ふせいでばかりでは勝ち目はないぞ」

「ははっ。安い挑ちよう発はつだねー」

　乗ってこないか。堅けん守しゆな相手も、自ら手を出す時には守りが疎おろそかになる。そこをカウンターでと思ったのだが。

　俺は攻せめ立てることでアヴィを揺ゆさぶろうと試みる。

　下から上から右から左から、絶たえ間なく斬ざん撃げきを降ふらせ続けた。

　アヴィは笑う。絶え間なく斬撃を受け流し続けた。

　剣けんの周囲に炎ほのおが渦うず巻まく。周囲を圧あつするような熱量。炎の赤と黄色の残ざん像ぞうが目にちらつく。

　休ませるものか。

　剣を振ふるごとに、炎の三さん角かく旗きが生じるように見える。ごうっ、と燃もえ盛さかる炎と剣が空気を切り裂さく音。

　だが、届とどかない。アヴィは全てを弾はじいてしまう。

「どうしたのかなー？　これが本当に皇こう帝ていを倒たおした剣つるぎかい？　全然大したことないね？」

　おかしい。

　俺は剣を振るいながら、違い和わ感かんを覚える。

　力が出ない。もちろん、アヴィに力の半分の奪うばわれているというのはある。だが、それだけではない。皇帝を倒した時のあの力……。

　持つ者に勝利をもたらす魔ま剣けんなら。

　真のレーヴァテインの力なら。

　たとえ、相手が俺と同じレーヴァテインを持っていようとも、そのレーヴァテインごと燃やし尽つくしてしまうべきなのだ。敵のレーヴァテインすら糧かてにして取りこみ、傲ごう然ぜんと燃え盛る。それこそが俺の持つ偽ぎ神しんロキの魔剣でなければならない。

　そう。たとえ同じレーヴァテインを持つ者同士が対たい峙じしたとしても、想いの強さを力に変える剣なのだ。想いの強い方がより巨きよ大だいな力を引き出すことができる──だったはずだが。

　俺は、その簡かん単たんな事実に気付き、思わず手を止めてしまう。

「……俺は……」

「おっと？　どうしたのかなー？　胴どうががら空あきじゃないか」

　俺が油ゆ断だんした隙すきを突つき、胴を斬きり裂さかれる。灼しやく熱ねつが俺のわき腹ばらをかすめ焼いていく。噴ふき出た血は既すでに沸ふつ騰とうし、赤い蒸じよう気きと化す。俺は傷きず口ぐちを左手で覆おおい、飛び退のいた。

「ロスト──！　そんな負けるなんて……」

　負けてなどいない。それに、なんて声を出すんだ。と、俺おれはミリアの声を聞いて毒づきたくなる。まるで仲間が殺されてしまうのを怖おそれているかのよう……。

　それだ。俺が気付いたのはまさにそのこと。

　俺のレーヴァテインの力は弱まっている。明らかに皇こう帝ていトーメントを倒たおした時ほどの熱量が無い。この違い和わ感かんは以前からあったのだ。

　そして、レーヴァテインは想いの強さで力が定まる魔ま剣けん……。

　なら、答えは一つではないか。

　俺の想いの力は弱まっている。ただそれだけのこと。

　俺の中の憎にくしみの力が、敵てき意いが、どんどん弱まっている、ということだ。

　ノルンの里の皆みなを殺した皇帝と仮か面めんの男──俺が憎み続けてきた相手。そいつらを殺したことで、俺の中の憎しみは虚うつろなものへと変へん容ようしていたのかもしれない。

　いや、それだけではなく。

　ミリア達と一いつ緒しよに行くことで、俺の中から憎しみや敵意が削そがれている。世界への憎しみ、この世を、神々を呪のろう力。それらが抜ぬけ落ちてしまっている……。旅の途と中ちゆうで嘆なげき苦しむ人々を見て、憎しみを維い持じできなくなりつつある。俺は皇帝を憎み、そのためならなにを犠ぎ牲せいにしてもいいと思ってきた。そうして、その結果生じたものを目の当たりしてしまった。世界全てを憎むことが正しいのかどうかわからない。そんな迷まよいが生じ、そしてその迷いは確かく実じつに想いの強さを失わせている。

　憎む──強力な負の感かん情じよう。それこそが俺の、レーヴァテインの力の源みなもと。

　俺はそれを失いかけているのだ。その所せ為いでこの体ていたらく……。

「ロスト！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?　怪け我がは……？」

「……近ちか寄よるな」

　俺はミリアの声を受けて、思わず呟つぶやいてしまう。

「待ってろ！　今加か勢せいして……！」

　ミリアがふらつきながら刺突剣レイピアに手をかける。

　駄だ目めだ。アヴィは強い。奴やつは俺よりも強い憎しみを抱かかえて、レーヴァテインを持っている。ミリアは死ぬだろう。

「ふざけるな！」

　俺は強い口調で叩たたきつけた。

「こいつは俺がやる。何度も言わせるな。お前なんか何の力にもならない。だから退どけ」

「……く……わたしが、無力だと……？」

「そう聞こえなかったのか？」

　俺は冷たく返した。俺なんかには愛あい想そを尽つかして消えてくれればいい。

　俺おれは左手で傷きずを探さぐる。腹はらの左側が焼け爛ただれていた。血は流れていない。内ない臓ぞうに達していないのは幸運だったが、この爛れた傷では今までのような動きはできないだろう。

「どうしたの？　運動のしすぎでわき腹でも痛いたくなっちゃったのかなー？」

　アヴィはうっすら笑う。

　いちいち癇かんに障さわる奴やつ。だが、このままでは……。

　と、そのアヴィの笑い顔がしかめられた。

「わああああーあーあー！」

　物もの凄すごい喚わめき声。獣けものの吠ほえるが如ごとく、半はん巨きよ人じんのハミンギャが叫さけんでいた。上を向き、胸むねを張はり、腹の底から振ふり絞しぼるように。

「なんて声だ」

　アヴィはその騒そう音おんに辟へき易えきしたといった風。

　その騒音の主がアヴィを睨にらんだ。

「それ以上よくない！」

　俺を指差し、

「フルディングの娘むすめ、悲しむ。それは良いことではない！」

「おやおや。ここに来て、泉を守しゆ護ごする門番の役目を思い出したのかなー？」

　ハミンギャは俺を見て、顔をくしゃりとする。まかせろと笑ったのだ、と思う。

「お前、フルディングの娘むすめの友。なら、ハミンギャの友！」

「おい、なにを言って……」

「友が困こまっている。ならば助けるこそが本当の良いこと！」

　このでかぶつは俺を助けようというのか。

　ミリアがハミンギャの意図を察し、顔色を変えたのが見えた。

「いけない！　素す手でで敵かなう相手じゃない……！」

「悪いのはその剣けん！」

　ハミンギャはアヴィの持つレーヴァテインを指した。

「それ、捨すてる！」

　そして、吠える。おうおうと吠え、自らの叫さけびに呼こ応おうしたかのように、猛もう然ぜんと駆かけ出した。アヴィに向かって。素手でだ。

　この半巨人はミリアのために、そして馬ば鹿かげたことに俺なんかのために、その身を犠ぎ牲せいにしようとしている。バカめ。大バカめ。そんなことをしても、ただ死ぬだけだ。何な故ぜそんなことをする。やめろ。

「よろしい、ウルズの泉いずみの番人くん。君も第二階級だ」

　アヴィは取り繕つくろった態たい度どでそう言い、

「出てきた早々に悪いんだけど、そして、さようなら」

　手にしたレーヴァテインで無む造ぞう作さにハミンギャを突つく。じゅっ、と肉の焦こげる音。

「これは勝利の魔ま剣けん、だったよね？　そんな剣を持つ僕ぼくに素す手ででかかってくるなんて、本当に知ち恵えの足りな……!?」

　アヴィの眉み間けんに皺しわが寄よる。力を込こめる様子。だが、びくともしない。アヴィの手にしたレーヴァテインはハミンギャの体にぎっちりと食い込こんでいた。

「この剣、悪い」

　ハミンギャは、顔をくしゃりとした。

「だから、持っていく」

　ハミンギャは両手をそのレーヴァテインにかけ、さらに強く握にぎりしめた。炎ほのおがハミンギャの手を体を焼く。だが、それをまるで意に介かいさず、半はん巨きよ人じんはレーヴァテインを抱かかえ込み続けた。

「ちょ、ちょっと、放してもらえないかな？　ぬ、抜ぬけない……」

　アヴィは四苦八苦、無む益えきな抜ばつ刀とうを試みていた。

「そんな……この半巨人の力の半分は奪うばっているのに、何な故ぜ抜けない？　どうして、こんな力が……僕だって同じだけの力を得ているはずなのに……。これって虚こ仮けの一念岩をも通すってやつかなー？　そろそろ邪じや魔まだからこっちも本気で……」

　俺おれは罵ののしる。

「……ふざけるな、ふざけるな、ふざけるなっ！」

　そして、アヴィに向かって言葉を叩たたきつけた。

「おい！　お前の言った通りだ」

「え？　突とつ然ぜんなんのことだい？」

「このレーヴァテインは勝利をもたらす魔剣。それはお前の言った通りだと言ってるんだ」

「ん？　つまり、僕には勝てないってこと認みとめたわけかい？」

「いや。お前はこの剣のお陰かげで半巨人に対して勝利した……だが、それがどうした？」

　俺はハミンギャに抱だきかかえられたまま抜けないアヴィのレーヴァテインを顎あごで示しめす。

「……その剣が振ふるえない今、お前はどうやって俺に勝とうと言うんだ？」

　俺は自分のレーヴァテインを構かまえる。ハミンギャは己おのれの身を犠ぎ牲せいにして、アヴィのレーヴァテインを封ふうじていた。

「……参ったなあ」

　アヴィは剣に手をかけたままぼやいてみせる。

「使うしかないかー。これは切り札だから、一回使うとしばらく使えなくなっちゃうんだよね、あとで反動もあるし……。本当にまずい時が来るまで取っておきたかったんだけどなー」

　俺は嫌いやな予感がした。こいつは奥おくの手を隠かくしている。この状じよう況きようをひっくりかえせるようななにかを。

「……そんなものを使わせる前に……！」

　と、俺おれがアヴィに斬きりかかるよりも、アヴィの口の方が早く動く。

「ウルズの泉いずみの番人くん、君は第三階級に降こう格かくだ」

　途と端たんに、するりとアヴィのレーヴァテインが抜ぬけた。ハミンギャは、その体から力が一気に抜けたように無ぶ様ざまに倒たおれ込こんだ。その表ひよう情じようが驚おどろきに変わる。

「力……抜ける、うう……」

「貴き賎せんの神紋ルーンは、第三階級からは全てを奪うばうのさ。言っただろう？　そのびっくりするくらいの巨きよ人じんの腕わん力りよくも、今じゃ全部僕のものだ」

　アヴィが倒れ伏ふしたハミンギャを軽々と持ち上げる。レーヴァテインを持っていない方の片かた手てで。黒くろ焦こげの傷きず口ぐちが胸むねから背せに貫かん通つうしているのが見えた。

「んー、傷口もひどいし、これはもう治ち療りようのしようが無いね。この後の選せん択たく肢しは死ぬしかないんじゃない？　せーっかく自分の身を犠ぎ牲せいにまでしたのに、ほんと残念だったねー。ほら」

　アヴィは肩かたを竦すくめると、ハミンギャを放り投げた。ゴミのように。

　ハミンギャは転がる。腱けんが切れたかのように、手足がブラブラしていた。

　これでは半巨人はなんのために……命を賭としたというのに、無む駄だ死じにか。

「どうして……どうしてこんなことをしたんだ、ハミンギャ！」

　にじり寄よったミリアが、ハミンギャに屈かがみこんで言った。その黒く焦げた手を握にぎり、必死で呼よびかけている。

　それまで閉とじられていたハミンギャの目が開いた。

「……これが一番良いことだから。フルディング家の娘むすめ」

　震ふるえる手でミリアの顔を撫なでる。ミリアの顔に黒い筋すじがついた。

「……友達を連れてきた、フルディングの娘が、友達……」

　スーはミリアの傍そばに跪ひざまずき、身を寄せる。

「ミリアちゃん、ハミンギャさん、こんな……こんなのってないよ……」

　そんなやり取りには目もくれず、アヴィが高らかに宣せんする。

「さあ、いよいよ扉とびらが開く時だよ。もう君達終わりだねー？　レーヴァテインを持っていて、更さらに半巨人の力の全てを手にした今の僕に、どうやって勝とうというのかな？」

　俺に向けて首を傾かしげて見せてくる。そして、うっすら笑い。

「……許ゆるさん……許さんぞ！　アヴィ！　貴様がしたことの報むくいは絶ぜつ対たいに受けさせる！」

　ミリアが地の底から響ひびくような声で呻うめく。

「まあ、そう怒ど鳴ならないで」

　宥なだめるように、というより煽あおるようにアヴィが明るい声で言った。それから俺に向けて、

「君が死ぬことで僕は扉を開けることができる。そして、炎ほのおの神スルトを滅ほろぼす方法を手に入れるんだから。で、スルトが滅びれば君達の世界を焼き尽つくすラグナロクは回かい避ひされる。ほら！　君の死は役に立つんだ！　運が良ければ、この世界がスルトに焼き尽くされる前に、僕がスルトを倒たおすかもしれないよ。そうしたら、君きみ等ららの目的も達成されるって寸すん法ぽうさー」

「……誰だれがお前の復ふく讐しゆうのために死んでやるものか」

「えー？　喜んで死んでくれなきゃ困こまるなー。寝ね覚ざめが悪いし。まあ、寝覚めが悪くても殺すことに変わりはないけどね」

　その時だった。聞き辛づらい小声が囁ささやかれたのは。

「……聞き捨ずてならないな」

「……おや？」

　アヴィが首を伸のばして、俺おれの背はい後ごを覗のぞき見ている。

「君もウルズの泉いずみに導みちびいた覚えはないんだけど……呼よんでもない人ばかりやってくるなー」

　俺は振ふり返る。

　遺い跡せき内ないにぞろぞろと男達が入り込こんでいた。そのそれぞれが赤い防ぼう具ぐを身につけている。その中に赤い旗はたを掲かかげ持った奴やつがいた。その旗の意い匠しようは燃もえ盛さかる炎ほのおに包まれる男の姿すがた。

「焼神閥団バンズコンパニオン……！　何な故ぜここに……！」

　グラーバグが絶ぜつ句くする。

　旗の陰かげから瘦やせた男が姿を現あらわした。短いマントのような外がい套とうを羽は織おり、飾かざり気はまるでない。唯ゆい一いつ装そう飾しよく的てきといえるのは首回りに巻まいた赤い布ぬのくらいか。質しつ素そなその姿は貧びん乏ぼう商しよう人にんのようだ。

「グラーバグ。お前がこそこそ動きまわっているのは知っていた。お前もウルズの泉を探さがしていたらしいこともな」

　瘦せた男がぼそぼそと言う。青白いその顔は、喋しやべっても口が動いていないかのように見えた。ほとんど動きが無い顔だ。

「ヴァルテ・ル・ミウ……！」

「ウルズを預あずかる誠せい実じつ卿きようが逃にげ出してなにかを企たくらんでいるとなれば、その動きを探さぐらないわけがあるだろうか？　お前は我われ々われに見み張はられていたのだよ」

　瘦せた男は周囲に僅わずかな視し線せんを巡めぐらした。まるで、目線を動かすことすら勿もつ体たいないかのように。そして、

「こんな場所に探さがし求めていたウルズの泉があるとはな。道案内御ご苦く労ろう、グラーバグ」

「私が導いてしまったというのか！　ウルズの街を踏ふみにじったこの男を！」

　グラーバグは歯は嚙がみして、その口くち髭ひげを震ふるわせる。

　では、この男が焼神閥団バンズコンパニオンを率ひきいるというヴァルテ・ル・ミウか。スルトによる世界の滅ほろびを待ち望み、その後の新たな世界を望む者。

　俺はその瘦せた青白い男をじっと見る。だが、ヴァルテは俺に関心は無いらしい。アヴィに話しかけた。

「……聞いていたぞ。お前は偉い大だいなる炎ほのおの神・スルトを冒ぼう瀆とくした。スルトを滅ぼすだなどと大それたことを口にした……」

　ぼそぼそとした声を聞き取るために、思わずみんな息を詰つめてしまう。そんな喋しやべり方だった。

「お前は真っ先に、新しき世で生まれ変わるべき存そん在ざいだ。今の世を捨すて、新しき創そう世せいの世界が到とう来らいするまで死んで待つがいい……」

「おや？　戦う気なのかなー？　まあいいけど。僕ぼくとしても、スルトに従したがおうなんて頭のおかしな連中はこの場で掃そう除じしてあげたいと思うしね。泉いずみへの扉とびらを開ける前に片かた付づけてあげるよ」

　アヴィの威い圧あつ的てきな言葉。それでも、ヴァルテはつまらない冗じよう談だんを聞いた人のような表ひよう情じようのままだ。ぼそぼそと言う。

「……扉を開けるのは私だ。私でなければならない。スルトの代理人として、この世界の滅ほろびを任まかされるのは私でなければならないのだから」

　ヴァルテは背はい後ごに控ひかえる焼神閥団バンズコンパニオンの連中を向いた。

「聞け。創世の徒とらよ。我われ等らの願いはすぐそこにある。私は巨きよ人じん達をこの世界へ導みちびく者となるだろう。炎ほのおの長スルトは私に告げられた。ウルズの泉へと至いたる扉を開けよ、と。さすれば、巨人達の住まうヨトゥンヘイムとこの世界は繫つながる。炎の長はそこからこの世を滅ぼす軍ぐん勢ぜいを遣つかわしてくださるのだ。あの扉の向こうに、滅びと新しき世の創世が待っているぞ……」

　おお！　と焼神閥団バンズコンパニオンの連中が応おうじる。狂きよう信しん者しやの群むれだ。だが、俺おれはそれよりヴァルテの言葉にひっかかった。

「ヨトゥンヘイム、だと？　泉の扉を開くと、何な故ぜそのヨトゥンヘイムと繫がるなどという話になるんだ」

　ヴァルテは、ようやく気付いたかのように俺を見た。

「……ウルズの泉には世せ界かい樹じゆユグドラシルの根が伸のびている……」

　独ひとり言ごとのような囁ささやき。

「……そして、ユグドラシルの根はあらゆる世界に伸び、それら世界を支ささえている。そう、巨人達の住むヨトゥンヘイムにもユグドラシルの根は伸びているのだ。ユグドラシルは世界を繫ぐ道となっている。ならば、巨人達がユグドラシルの根を伝って、この世界へ現あらわれ出いずる事も可か能のうとは思わぬか？　呪じゆ竜りゆうニーズホッグがニヴルヘイムからこの世に現れ出いでたように」

「……なんだと？」

　それでは、世界の滅びを食い止めるために泉の知ち恵えを求める行こう為い自体が……泉への扉を開けること自体が……。

　俺の思いを読み取ったかのように、ヴァルテは囁く。

「……お前まえ等らは自らの手で滅びを求めていたのだ。この世を守るつもりでな。オーディンがウルズの泉を封ふうじたのは、根を通じて巨人達がこの世界へ侵しん攻こうしてくるのを防ぐためだった。お前達が泉に辿たどり着つこうと望むのは、そのまま世界の滅びに繫がると知れ」

「……どういうことだ？　ウルズの泉の水を飲めば、世界の滅びを避さけるための知恵が得られるのではなかったのか。なのに、逆ぎやくにそれこそが世界を危き険けんに晒さらすというのか？」

　俺おれはアヴィに険けわしい目を向ける。俺達をここに導みちびいたこいつ。こいつはそもそもの話から俺達を謀たばかっていた……。

「ウルズの泉いずみに世界を守るための知ち恵えが隠かくされていることは間ま違ちがいじゃないよ。ただ、それを得ようとすると、この世界が危き険けんに晒さらされるのも事実だけどね」

　アヴィは例のうっすらとした笑いを張はり付けていた。

「もっとも、僕ぼくとしてはこの世界がそれで滅ほろんでも大して問題じゃない訳わけで。スルトを滅ぼすための力さえ得られればいいんだから」

　こいつは俺を利用しただけではない。この世界すらも自分がスルトへ復ふく讐しゆうするための捨すて駒ごまにしようとしている。

　ヴァルテが囁ささやく。

「……さて。では、お前まえ等らを殺して扉を開けることとしよう。スルトは仰おつしやられた。泉への扉とびらを開け、巨きよ人じん達を導いた者は、その功をもって我わが代理人に任にんずると。つまり、それは私が成し遂とげねばならない試練なのだ。私が新しき世界を創つくる、救世の子となる……」

　ヴァルテは青白い顔に何の感かん情じようも浮うかべぬまま呟つぶやいた。

「……私だけがスルトの御み心こころに応こたえることができるのだ。かの神の代理人には私こそが相応ふさわしい」

「スルトの傀かい儡らいになりたいだなんて、やっぱり頭がおかしいね、焼神閥団バンズコンパニオンの頭とう目もくくん」

　アヴィはあの真っ赤な目を見開いて言う。その目に神紋ルーンが浮かんでいた。

「そうだねー、君は今すぐ第二階級にしてあげるよ」

　ヴァルテ・ル・ミウは頭がおかしい男だ。だが、奴やつが我が慢まん強づよいことだけは称しよう賛さんすべきかもしれない。アヴィの神紋ルーンによって力の半分を奪うばわれたはずなのに、奴は一筋も顔の筋きん肉にくを動かしもしなかったのだから。

　ヴァルテ・ル・ミウはほとんど口を動かさずに囁く。

「……なるほど、理り解かいした。人に身分という物差しを当てはめて区別する、たったそれだけの神紋ルーンか。なんと無力な神紋ルーンだろう」

「へえー？　大たい層そうご立りつ派ぱな口をきくけど、じゃあ、君は僕ぼくに勝てるっていうのかな？」

　今のアヴィは俺とミリア、スー、それにヴァルテからそれぞれ力を半分ずつ、半はん巨きよ人じんからその全ての力を得ているはずだ。特に、半分の力とはいえレーヴァテインを手にしている。アヴィの方が絶ぜつ対たい的てきに有利に見える。

　と、

「……等しく人の身に降ふりかかる、災さい厄やくの巨人シャツィは時をも奪うばうものなり……」

　ヴァルテがもごもごと唱えた。神しん言ごんだ。

「ふうん？　それでなにか状じよう況きようが変わるのかなー？」

　アヴィは薄うすい笑いを張はり付けたままだ。

「君がどんな神紋ルーンの力を使おうとも、その半分は僕ぼくのものだってことわかってるのかい？」

「……下の者から奪うばう。それがお前の神紋ルーン、貴き賎せんの神紋ルーンだったな」

　ヴァルテはくすりともしない。

「だが、私の神紋ルーンは全ての人に等しく降ふりかかる。王おう侯こうだろうと奴ど隷れいだろうと、それこそ平等に。下から奪うだけ奪って自分だけ逃のがれることはできないのだよ、アールヴ族の生き残りよ」

「……うっ……!?」

　アヴィがよろめいた。

「なんだ……僕の体……なにが起きて……？」

「力が全てではない。……災さい厄やくの巨きよ人じんシャツィは神々から永えい遠えんの若わかさが得られるリンゴを奪い、彼かれ等らを老いに追い込んだ。災厄の巨人シャツィのグリームニルである私は、誰だれであろうと区別なく老いを与あたえることができるのだよ」

　そして、首に巻まいていた赤い布ぬのをそっと引き下げる。隠かくされていた喉のどに、神紋ルーンが浮うかんでいた。どこか暗い赤色の発光。

「……これが私の神紋ルーン、吸きゆう生せいの神紋ルーンだ。この神紋ルーンには誰も逆さからえぬ。老い、萎しなびて、死ぬがいい」

「く……こんな……君の力の半分は僕のものなのに……」

　見る見るうちに、アヴィの肌はだの色がくすんでいくようだ。張はりが無くなり、シミが浮かんでくる。背せが丸まり、まるで縮ちぢんだかのよう。さらに腰こしが曲がった。

「吸生の神紋ルーンには誰も逆らえない。災厄の巨人の加か護ごを受けた私以外はな」

　災厄の巨人シャツィのグリームニルだけは、その神紋ルーンの効果を受けないということか……。

　この男はまるで表ひよう情じようを変えず、平然としていた。

　アヴィが跪ひざまずいた。

「……そんな……老いだって？　ばかな！」

　血でも吐はき出だすように呟つぶやく。その顔には皺しわが寄より、髪かみは白く斑まだらになっていた。肩かたが落ち、肉は弛たるんでいく。呼こ吸きゆうは最も早はや、ぜえぜえと聞き苦しい。

「僕は……こんなところで倒たおれるわけには……！　やらなきゃいけないことがあるんだ！　まだなにも成し遂とげていない、復ふく讐しゆうを、血の報むくいを、スルトに……スルトに従したがう者達を滅ほろぼさないと……！」

　地に手をついた。肩かたで息をする。

「スルトに何もできずに死ぬなんて。これでは何のために今まで生き恥はじを晒さらし、力を求めてきたのか……なんのために!?」

　アヴィの真っ赤な瞳ひとみが俺おれの視し線せんとかちあった。その瞳も膜まくがかかったように白みがかっている。盲めしいていた。

　アヴィの老いた顔。そこにはいつもの張はり付けた薄うすい笑いの仮か面めんはない。心からの慟どう哭こく。自分の無力さへの悔くやしさ、怒いかりが渦うず巻まいているのが見える。

　こいつは……俺おれなのか。以前の俺。復ふく讐しゆうのために全てを捧ささげていた頃ころの俺。哀あわれな虫けらのように、神々に踏ふみにじられる者……。

「こんな力に……くそ……！　くそ……！」

　俺はそう呻うめくアヴィの姿すがたを見て、動どう揺ようしてしまう。その頰ほおに流れる涙なみだ。あのアヴィが。ちゃらけた道化のようだったこいつが、人前で泣くほどの痛いたみを見せるとは。

　俺にはわかる。こいつの怒りが、こいつの嘆なげきが。

　故こ郷きようの国を滅ほろぼされ、全てを失い、復讐のためだけに生きてきた。その復讐も果たせぬまま死ぬなど、死んでいった皆みなや家族になんと詫わびればいいのか。目的が果たせないまま朽くちることへの悔くやみ……。

　アヴィは間ま違ちがいなく、俺の姿すがたの写うつし身……。

　アヴィは嫌いやな奴やつだが、黙だまっていられなくなった。

「おい……お前の相手は俺がしてやる」

　俺はレーヴァテインを構かまえ直す。ヴァルテと対たい峙じした。

　ヴァルテはその表ひよう情じように何の変化もみせない。俺の声が届とどいているのかいないのかさえわからない。が、アヴィはそうではなかった。

「な……何な故ぜ……」

　俺はヴァルテの前に立ちはだかるようにして立った。だから当然、アヴィは俺の背はい後ごで庇かばわれるような形になっている。

「何故僕ぼくを……？」

「ロスト!?　なんのつもりだ？　何故そんな男を助けようとする？」

　ミリアも声を上げた。ハミンギャの傍そばで怒りに震ふるえながら。スーはその背せ中なかをさするようにして気持ちを落ち着かせようとしている。だが、ミリアは落ち着いてなどいなかった。声を張はり上げる。

「そいつはハミンギャを……！」

「勘かん違ちがいするな」

　俺は吐はき捨すてた。それから、ふっ、と笑いながら、

「別に同どう情じようでもない。共感でもない。アヴィが半はん巨きよ人じんにしたことを、俺が忘わすれるとでも思うか？　だが、このヴァルテという無む表ひよう情じよう野や郎ろうが勝つことは、スルトによるこの世の破は壊かいの始まりを意味する。それは胸むなくそが悪い。だから阻そ止しする。ただそれだけだ」

　そして、俺は怒りや憎にくしみといった負の感情を心の中でかき立てた。吊つるされた街の人々、一人生き残った老人、殺されて路ろ傍ぼうに転がされていた母子……それらは全部こいつ、ヴァルテがやったのだ。スルトに捧ささげると称しようして、人々を殺してきた……。

　ごう、とレーヴァテインは炎ほのおを上げた。小さい。皇こう帝ていを倒たおした時に比くらべたら蠟ろう燭そくの火のようだ。だが、

「……お前みたいな下げ衆す相手ならこれで十分だ」

　俺おれはヴァルテに告げる。

「報むくいを受けさせてやるぞ、狂きよう信しん者しや」

「……お前は！」

　驚おどろいたことに、ヴァルテ・ル・ミウの表ひよう情じようが変わった。といっても、僅わずかに目が開かれた程てい度どだが。

「その剣けん……燃もえ盛さかる炎ほのおの剣……そんなことは認みとめぬ。認めぬぞ。スルトの代理人は私だ。私でなければならないのだ！」

　俺はそれ以上構かまわず、一気に斬きりかかった。が、俺のレーヴァテインが届とどく前に、

「……お前も老いて倒れるがいい」

　ヴァルテが囁ささやく。と、急に俺の中からなにかが失われた。それはただ単に力、というものではない。もっと根本のもの。活力というか、なにかをやり遂とげようという心か。諦あきらめと嘆なげきが俺の心を侵しん食しよくし、立ち向かおうという力を奪うばっていく。それは生きる力を奪われるということ。

　そして、見える。俺はこのまま気力を失い、負ける。そういう未来が予よ測そくできた時、俺の中からますます力が失われていった。やっても無む駄だだ、という思い。

　諦めの念が強まる。それにつれて、俺の想いの力は小さくなる。

　背せが丸まっていくのを感じる。前まえ屈かがみに、俯うつむきがちになっていく。手を見ればまるで他人の手だ。そう老人のような、皺しわだらけで汚きたないシミの浮ういた……。

　こんな体で、最も早はや自由に動けぬ老いた体で勝てるのか？　いや、もう駄だ目めだ。

　俺は生きることすら諦あきらめはじめてしまう……。

　ヴァルテの囁きはぼそぼそと続く。

「……老いとは体に表れるだけではない。老いがもっとも強く作用するのは心の方なのだ。人が先を見通してしまった時、未来に何が起きるか知ってしまった時、老いはそれに立ち向むかうでもなく唯い々い諾だく々だくと受け入れてしまう。その未来がどんなに悲ひ惨さんなものであろうと、老いは人に不平と嘆きの言葉をもたらす。未来に挑いどむことなど思いもよらなくなるのだ」

　ヴァルテが言うように「駄目だ。このままでは負ける」と俺の中で嘆きが膨ふくらんでいく。

　老いていくだと？　レーヴァテインの炎で老いが焼き尽つくせるか？　老いという時の流れを前にしたら、誰も逃のがれられないに決まっている。そんなものに勝てるわけがない。俺はここで倒たおれるのか。今までやってきたことは全部無駄だった。これは公平ではない。なんて汚きたない神紋ルーンだ……。

　そんな風に諦めと不平ばかりが湧わいてくる。

　俺ははっとした。それこそが駄目だ。

　つまりは、これがヴァルテ・ル・ミウの神紋ルーン、吸きゆう生せいの神紋ルーンの力ということなのだろう。駄目だ駄だ目めだと、それこそ俺おれは駄目になってしまう。こいつは確たしかに想いも命も吸すい取る神紋ルーンだ。

　俺は意思を振ふり絞しぼる。

　このまま諦あきらめて死を受け入れてたまるものか。なにか方法はないのだろうか。ないのだとしたら……もう諦めて死を受け入れるべきなのか……。くそ、どうしても心が破は滅めつへ向かおうとしてしまう。

　俺は今や力無く項垂うなだれているアヴィを振ふり返る。目を疑うたがった。老人だった。アヴィは老いさらばえた、枯かれ木のような男に成り果てていた。つまり、俺もそうなりつつあるということだ。

「ひぅ!?」

　俺の顔を見て、スーが引きつけでも起こしたみたいな声を上げる。酷ひどいことになっているようだ。

　一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。

　俺はアヴィに叫さけんだ。

「おい貴き様さま、奴やつの力を奪うばえ」

　自分の声とは思えない、しわがれた声にびっくりする。

　アヴィが呆ほうけたような表ひよう情じようで俺を見上げてきた。俺はしわがれ声で指し示じする。

「ハミンギャにやったように、奴の全ての力をお前の貴き賎せんの神紋ルーンで奪え。それで奴は吸きゆう生せいの神紋ルーンを使えなくなるはずだ」

　アヴィは力無く首を振った。

「駄目だよ。無理なんだ」

　その言葉に俺の心もまた折れそうになる。が、これこそが吸生の神紋ルーンの力だ。抵てい抗こうするように声を振り絞る。

「……諦めるな、いいからやれ」

　アヴィの表ひよう情じようにうっすらと笑いが浮うかぶ。嘲あざけるような笑い。これが老いの笑いなのか。

「君はなにも……知らない。第一階級の者が一度誰だれかを第三階級に指定したら、しばらくの間別の誰かを……第三階級に指定することはできないんだ。第一階級・王おう侯こうに選ばれた者が第三階級・奴ぬ婢ひから全てを奪うばえるのは一度だけ……僕の貴き賎せんの神紋ルーンはそういう神紋ルーンなんだ」

「……それは確たしかなんだな？」

「そう。だから、駄目なんだよ」

　王侯は奴婢から一度しか奪えない……ならば、

「……無駄だな」

　ヴァルテがぼそりと呟つぶやいた。

「なにをしようと、誰も老いから逃のがれることはできないのだから」

　俺はヴァルテの神紋ルーンに必死で抵抗しながら、アヴィに命じた。

「……俺だ。俺に貴賎の神紋ルーンを使え」

「は？　なにを言って……」

「貴き賎せんの神紋ルーンは人の間に身分を作り出し従したがわせる。そういう神紋ルーンだな？」

「そうだよ。でも、君にはもう既すでに第二階級を……」

　そこまで言って、アヴィは黙だまりこむ。

「お前は自由に身分を作り出せる。そうだろう？」

「……ああ、そうだ。そうだよ」

　ニヤリと笑った。その笑いは最も早はや嘲あざけりの笑いではなかった。なにかを理り解かいした笑い。老いが後こう退たいしている。

　俺おれは畳たたみかけるように問うた。

「で、その身分とは固定されたものなのか？」

「……いいや」

　アヴィは首を振ふり、

「王おう侯こうから零れい落らくする者もいれば奴ど隷れいから英えい雄ゆうに成りあがる者もいる……君に任まかせるよロキ神のグリームニル。……君は今から第一階級・王侯に昇しよう格かくだ！」

　途と端たんに、俺の体に一気に力が戻もどった気がする。アヴィに奪うばわれていた分の力が戻ってきたからだろう。第一階級に指定された今、俺はもうアヴィに力を奪われることはない。そして、

「お前は今から第三階級の奴ぬ婢ひだ、スルトの犬いぬ野や郎ろうヴァルテ・ル・ミウ！」

　俺は宣せん言げんした。第一階級は第三階級を一度だけ指定してその力を奪う。そういうことだ。

　途と端たんに、俺の中になにかが入り込んでくる感覚。これは神紋ルーンの力だ。ヴァルテが駆く使ししていた吸きゆう生せいの神紋ルーン。その力が全て俺の中にあるのを感じる。

「……これは……」

　ヴァルテは全ての力を奪われた。そのはずだ。だが、まだ立っていた。倒たおれることなく、なお無む表ひよう情じように。

　俺は今自分の中にある吸生の神紋ルーンを使うこともできた。だがそれよりも自分の神紋ルーン、偽ぎ神しんの神紋ルーンを選ぶ。この滅めつ亡ぼうを望む男を滅ほろぼすのは、俺自身の神紋ルーンで行いたかった。

　力を取り戻もどした俺のレーヴァテインに、轟ごう々ごうと炎ほのおが猛たける。老いの効果が無くなったのだろう。

「生きるというのはいいものだな……お前を今すぐ殺してやりたい気になってきたぞ」

　肉体的な衰おとろえも回かい復ふくしたようだ。アヴィの姿すがたが元の飄ひよう々ひようとしたものに戻っていることからも、それはわかる。

　俺の手の中で、レーヴァテインの炎は輝かがやいていた。あまりの熱に白く見える。

　そして、その炎に焙あぶられ、ヴァルテの唇くちびるが干ひ物もののようにねじれ上がっていく。囁ささやきがその隙すき間まから洩もれ出た。

「……こんなバカな」

　よろよろと後ずさる。

「……炎ほのおを纏まといし剣つるぎ……レーヴァテインを持つ者……お前が……」

「お前は世界を滅ほろぼしたいんだったな……？」

　俺おれがそう問いかけるも、ヴァルテはいやいやをするように首を振ふるだけだ。

　俺はそんなヴァルテに告げる。

「だが、それはまた別の機会にしてくれ……生まれ変われたらの話だがな」

「……そんな……何な故ぜ……！」

　俺はぐるんとレーヴァテインを回転させ、薙なぎ払はらった。ヴァルテが防ふせごうとするかのように手を上げる。その手ごと両りよう断だん。断たち切られたヴァルテの体はどちらも同時にごうっと燃もえ上がった。炎に包まれながら、ヴァルテの上半身の方が絶ぜつ叫きようした。

「……お前がスルトに選ばれたということなのかああああぁぁぁぁっ！」

　なんだと？

　俺はヴァルテの言葉に眉まゆをひそめるが、最も早はや問い質ただすこともできない。

　ヴァルテは叫さけびと共に地に落下。石炭のようによく燃える。石炭のように黒ずんで。

「ヴァルテ・ル・ミウ!?」

「そ、そんなっ!?」

　その死に様ざまを見て、それまで石せき像ぞうのように規き律りつを持って立ち並んでいた焼神閥団バンズコンパニオンの連中が悲鳴を上げた。

　そして、俺は見る。炎に包まれ萎しなびていくヴァルテの体。そこから光の粒りゆう子しが火の粉のように舞まいあがるのを。そして、その光の粒子が吸すい寄よせられるように泉いずみの扉とびらへと流れていくのを。

　俺は目を見み張はる。

　泉を封ふうじていた扉。それがギシギシと鳴りながら開きだしていた。ヴァルテの体から生じた光の粒子を貪どん欲よくに吞のみこむように。

「……泉の扉を開けるには、強い者の魂たましいを捧ささげなければならない」

　それまで一人で身を隠かくすようにしていたグラーバグが、扉の陰かげからひょっこり姿すがたを現あらわしつつ、言った。

「このスルトの傀かい儡らいも少しは役に立ってくれたな」

　そう言って、髭ひげを撫なでつける。

　ミリアは倒たおれたハミンギャの脇わきで未いまだに手を握にぎっていた。励はげましの言葉をかけている。スーも同様だ。ヴァルテの残ざん骸がいから扉に流れ込む粒子を見る余よ裕ゆうなど無いのだろう。

　俺は改めて思う。

　ヴァルテの死に際ぎわの言葉。スルトに選ばれた……？

　どういう意味だ。俺がなんだというのだ。俺には見当もつかない。

「いやー助かったよ」

　アヴィがへらへらと言ってきた。

「助かったと思うのか？　……俺おれ達を利用したお前が助かるとでも？　ハミンギャを刺さしたお前がどうして助かると思う？」

「まあまあ、ちょっとしたお礼に一つ忠ちゆう告こくしてあげるから聞きなよ」

　アヴィは両手で俺を制せいし、

「君は世界を救うつもりかもしれないけど、それが世界を滅ほろぼすことになると気付いていないのかい？」

「……なにを言ってるんだ？」

「連れん鎖さは断たち切れないってことさ。……君はこの世界を救うために、他の世界を滅ぼすことになる。そうして、生まれるのさ。僕ぼくみたいな復ふく讐しゆう者しやがね。そして、その流れは永えい遠えんに続く」

　俺が滅ぼすだと？　他の世界を？

　俺はアヴィのうっすらした笑いを目にしつつ、自問する。

　人の死を糧かてとする呪のろわれた扉とびらは満足したのだろう。今や、ゆっくりと開きつつある。中からさらさらという水音が聞こえてきた。泉いずみから流れ出る音だろうか。

　そんな扉を前にして、俺は思い返していた。ヴァルテの遺のこした言葉。

『スルトは言った。扉を開けた者をその功をもって我わが代理人に任にんずる、と』













　　第四章　死寒荒野ニヴルヘイム







　ヴァルテ・ル・ミウが倒たおれたことで、焼神閥団バンズコンパニオンの連中は慌あわてふためいた。燃もえ盛さかる男の旗はた印じるしを投げ捨すて、遺い跡せきの外へと駆かけ出して行く者もいる。

「ヴァルテ・ル・ミウはスルトに祝福された者ではなかったのか!?」

「創そう世せいの徒とではなかった！　なら、あいつにつき従したがっていた俺おれ達たちも救われない！」

　そんな中、ネズミのような面つらをした焼神閥団バンズコンパニオンの小男が俺にすり寄よってくる。

「あなた様こそ真にスルトに選ばれし者……その炎ほのおの剣けんが何よりの証あかしです！　おお、どうか我われ等らを導みちびいてください！　そして、どうか新しき世に我等の生きる場所をお与あたえください！　そのためなら、どんなことでもいたしましょう！　ウルズの街の者達を吊つるしましょうか？　それとも、奴やつ等らの首を百ほども並ならべて我が忠ちゆう誠せいを示しめしましょうか？」

「そうか、導いて欲ほしいか。いいだろう」

「おお！　ありがたき幸せ！　さすが創世の徒！」

「ただし導いてやる先はあの世だがな」

　俺は小男の首をねじり上げる。それから、放り投げてやった。響ひびき渡わたる悲鳴。

　焼神閥団バンズコンパニオンの連中は息を吞のむ。俺は言った。

「俺はお前まえ等らを許ゆるすつもりは毛頭ない」

　小男は先さき程ほどまでの殊しゆ勝しような態たい度どをかなぐり捨て、喉のどを押おさえながら喚わめいた。

「な、なんでだ!?　あんた、スルトの代理人だろう!?　この世を滅ほろぼす者だろう!?　お、俺達はその手助けをしようと……」

「……誰だれがスルトの、神々の手先になどなるものかよ！」

「泉いずみの扉とびらを開けたじゃないか！　巨きよ人じんの軍ぐん勢ぜいをこの世に連れてくるんだろうが！　な、なあ、俺達も仲間にしてくれよ。この世界の連中を殺すの手伝うからさ。だから俺達だけは助けてくれるだろ？」

　他人を犠ぎ牲せいにして自分だけ助かろうという魂こん胆たんか。わかってはいたが、やはり目の前でその姿し勢せいを見せられると不ふ快かいだった。

「……俺がこの世を滅ぼす者だとしたら、まず手始めにお前等から滅ぼす」

「く……この野や郎ろう！　俺達を見捨てるんだな!?　こんなにもスルトに尽つくしてきた俺達を！」

　他の焼神閥団バンズコンパニオンの者が扇せん動どうし始めた。

「同どう志し達よ！　こうなれば、この偽いつわりの代理人を倒たおして、我々こそが真の代理人であることをスルト神に示すのだ！　我々が新しき世界で救われる道はそれしかないぞ！　怖おそれるな！　人は死なねばならぬ！」

「おおお！　人は死なねばならぬ！」

　人は死なねばならぬ、人は死なねばならぬ、と焼神閥団バンズコンパニオンの連中は口々に気き勢せいを上げて襲おそいかかってきた。

　屑くずどもめ。俺おれは奴やつ等らを一いち瞥べつし、ふと気付く。

　子こ供どもだ。赤い鎧よろいを着た子供。それが何人もいる。そいつらも口々に喚わめいていた。人は死なねばならぬ、と。他の何人かの焼神閥団バンズコンパニオン達とは違ちがう、信じ切った眼まな差ざし。まさしく狂きよう信しん者しや達だ。

　どうせ世界が滅ほろんで巨きよ人じん達に殺されるなら、ここで死んでも同じということか。いっそ哀あわれみすら覚える。こいつらも世界がこんなことにならなければ、本ほん性しようを現あらわさずに普ふ通つうに生きていたのかもしれない。もう遅おそいが。今いま更さら、こいつらのやったことは取り返しがつかない。そして、俺はこいつらのやったことが気に食わない。なら、答えは一つだ。

　俺はレーヴァテインを振ふるおうとする。

　だが……。

「……どういうことだ？」

　俺は右手のレーヴァテインの異い変へんに気付く。炎ほのおが、消えている。先さき程ほど、ヴァルテを斬きった時は燃え盛さかっていたのに。先程まで、俺は強い憎にくしみや怒いかりをヴァルテに向けていた。

「……だが、奴やつが死んで、それらを失ってしまったか……」

　この小こ悪あく党とうどもに対してだって怒りや嫌けん悪おはある。だが……。

「人は死なねばならぬ！」

　剣けんを振りかざして突とつ進しんしてくる焼神閥団バンズコンパニオンの一人を、余よ裕ゆうを持ってかわし斬りつける。

「く……」

　レーヴァテインはこの状じよう況きようでも炎を噴ふき上げなかった。それどころか、

「……くっ、これは……」

　レーヴァテインそのものが薄うすれていくではないか。このまままでは、この世に顕けん現げんできない。見る見る内に実体を失い、剣は完全に消えてしまった。

　弱くなっている。俺の中の想いの力が、レーヴァテインに注ぎ込まれる負の感かん情じようが……。

　先程ヴァルテ・ル・ミウを斬った時のあれは、一時的な激げき情じようだったのか？

「見ろ！　……こいつ、大したことないぞ！」

　焼神閥団バンズコンパニオンの一人が喚いた。

「手ぶらになりやがった！　大勢で囲め！　やれるぞ！」

「神紋ルーンの力が弱まったな！　これこそ、この者がスルトの御み心こころに沿そわぬ者であるという何よりの証あかし！」

　俺は気け配はいに気づいて振ふり返る。

　下げ卑びた笑いを浮うかべた大男が大おお斧おのを振りかぶっていた。

「……ちっ」

　レーヴァテインを顕けん現げんできなくなったことに気を取られ、こんな奴やつにここまで接せつ近きんを許ゆるすとは。

「人は死なねばならぬ！」

　大口開けて喚わめく大男。その首くび筋すじに銀の一いつ閃せん。それが抜ぬけると、大男は首にあいた穴あなから盛せい大だいに血を噴ふき出して倒たおれた。

「……なにをやっているんだ！」

　ミリアだった。さらに、俺おれを刺さそうとしていた焼神閥団バンズコンパニオンを斬きり伏ふせて叫さけぶ。

「貴き様さま、躊躇ためらっているのか!?」

　躊躇う？　俺が？

　そんなはずはない。こいつらの悪あく行ぎようはずっと見てきた。こいつらはウルズの街を……。ハミンギャだってこいつらが来なければ……。

　俺はミリアの背はい後ごを一いち瞥べつする。半はん巨きよ人じんが力無く横たわっていた。スーが手当てをしているようだが、胸むねに焼け焦こげた大穴の開いた怪け我が人にんの手当てのしようなどあるのだろうか。

　ミリアの怒いかりはもっともだ。俺も胸の内に憤いきどおりがある。

　だが、なにか引っかかる。

　こいつらにぶつけることなのだろうか。

　ハミンギャを傷きず付つけたのはアヴィだし、アヴィは本当は俺を狙ねらっていた。なら、俺がこうした事じ態たいの全ての元げん凶きよう……。

　それに、俺はレーヴァテインで他の世界を焼き滅ほろぼしてしまうのかもしれない。この世界を守るためと称しようして。そう、まるでスルトの代理人のように……。

　俺が憎にくしみの力でレーヴァテインを振ふるうのは、もしかして神々の思おも惑わく通どおりなのではないか……。

「よそ見するな！」

　ミリアの一いつ喝かつ。

　はっとした。

　焼神閥団バンズコンパニオンの一人が俺に迫せまっていた。突つき出される槍やりの穂ほ先さき。避さけられない。そこにミリアが割わって入り、

「ぐっ……！」

　声を漏もらした。見れば、ミリアの左ひだり腕うで部分に槍が突き刺ささっている。俺を庇かばうために、敢あえて海王の神紋ルーンを使わなかったというのか。

「おい、その傷……」

「……平気だ！　かすり傷だ！」

　ミリアがその槍の持ち主を斬り伏せて、叫ぶ。

「わたしの左ひだり腕うでは竜りゆう鱗りんに覆おおわれているのだからな！　それより、さっきからなにをぼうっとしてる!?　レーヴァテインを使え！」

　俺おれの内心など知らず、言う。俺は悪あく態たいをつきたくなった。

「……勝手なことを」

「なに？」

「俺のレーヴァテインは……俺は、どうなってしまうのか、わからない。わからないんだぞ！」

　巨きよ大だいな力だ。それを振ふるうことで生じる悲ひ劇げきや惨さん劇げき。俺はそれらを抱かかえなければならないのだ。迷まよいが生じていた。

　ミリアが言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

「なにがだ!?」

「貴き様さまはどうもなったりしない。難むずかしく考えるな。わたしは知ってるぞ」

　ミリアは俺に目を合わせてきた。

「貴様はこの世界を守る。そして、貴様にならできる。そうわたしは信じてる」

　ミリアの真まっ直すぐな瞳ひとみ。

「もちろん、貴様にだけ押し付けるつもりではないぞ。わたしやスーも協力する。わたし達にも責せき任にんがあるからな。貴様を信じた責任が。だから、最後まで付き合ってやる」

「……お前……」

　俺もつい、まじまじとミリアを見つめてしまう。

　最後まで、だと？　そんなことができるのか……？　だって、俺は……。

「……わかっていないのか？　世界を守ろうとするということは、即すなわち炎ほのおの長スルトと敵てき対たいするということだ。スルトに与くみする者達と戦うことになる」

「そんなことくらい承しよう知ちの上だ」

　いいや、こいつはわかっていない。それがどれだけ危き険けんなことか。巨きよ人じんやスルトに味方するグリームニル達と戦い続けることになる。まず、助かるまい。

　だが、ミリアは俺の考えなどまるで察すること無く、断だん言げんするのだ。

「危険を分かち合う。それこそが仲間というんだ」

　しかし、仲間は死ぬ。俺の仲間は特にそうだ。

　傲ごう岸がんな笑みを浮うかべたソロウが、背せ骨ぼねをぐちゃぐちゃにして死んだフュアリーが、ぱっと頭の中に浮かんだ。後こう悔かいが、嘆なげきが、俺を縛しばるのを感じる。

　夢ゆめの中でフュアリー達も言っていたではないか。

　俺の所せ為いで死んだ、と。

　そして、それは全くその通りなのだ。

　俺の中の負の感かん情じようが弱くなっていると思ったが、間ま違ちがいだった。俺の負の感情、憎にくしみや怒いかりや悲しみは、全部俺おれ自身に向いているだけだ。俺自身を斬きり裂さくためなら、レーヴァテインは今でも傲ごう然ぜんと猛たける炎ほのおを噴ふき上げることだろう。

　仲間は死んで、そして、死んでから俺を責せめる。だったら、

「……仲間じゃない。何度も言ったぞ……」

　俺は言葉を絞しぼり出す。ミリアの顔がしかめられた。

「まだそんなことを言うのか」

「もういい。これから先は俺一人でやる。お前まえ等らは帰れ」

「断ことわる。……貴き様さまを助けようとしたハミンギャのためにもな」

　ミリアは頑がん固こに言い張はる。

　ミリアは俺に義ぎ務むを果たせと言うのだ。死んだ者を背せ負おって生きるという義務を。

「今ここでこんな連中に貴様を殺させてやるわけにはいかない。わたしが命に換かえても守ってやる！　勘かん違ちがいするなよ。貴様を助けるためじゃ無く、世界を守るためなんだからな！」

　そうして、ミリアは焼神閥団バンズコンパニオンを次々に斬きり伏ふせていった。海王の神紋ルーンを使って自らを水と化し、自じ在ざいに戦場を駆かける。

　焼神閥団バンズコンパニオンの手て練だれがその刃やいばでミリアを捉とらえたと思った瞬しゆん間かん、ミリアは霧きり状じように姿すがたを変えていた。そして、その手練の背はい後ごで実体化して斬り伏せるのだ。

「ひいい……この女、こっちの攻こう撃げきが効きかねえ……！」

「……まだやるのか？」

　ミリアが静かに問う。

「帝てい国こくのビフレスト、[image: すい]すい葉ようのミリアがこれまでどれだけの者を斬ったか、知らぬならかかってくるがいい」

「グリームニルなんか相手にして勝てるわけねえんだ！　こんな化け物！」

　焼神閥団バンズコンパニオンの内の何人か、腰こしの定まっていない者達が逃にげ出す。

「おい、待て！　同どう志しよ、武ぶ器きを取れ！　人は死なねばならぬ、死なねばならぬのだぞ！　おい！」

「貴様か、扇せん動どう者しやは？　貴様はヴァルテの尻尾しつぽだな」

　ミリアが周囲を鼓こ舞ぶしていた焼神閥団バンズコンパニオンを斬った。

　それで、焼神閥団バンズコンパニオン達の全てが崩くずれる。潰かい走そうが始まった。武器を捨すて、盾たてを捨て、我われ先さきにと遺い跡せきから逃げ出していく。

　ミリアはそれを見み届とどけてから、刺突剣レイピアを収おさめた。

「本来なら、あのような輩やからは全て捕とらえて裁さばきを受けさせるべきなのだろうが……今はそこまでの余よ裕ゆうはない」

　一方で、俺は自分の右手を見つめる。レーヴァテインが跡あと形かたもなく無くなってしまった右手を。俺は黙もく然ぜんとした。

　ミリアは俺おれを見てなにか言いたそうな顔。が、結局なにも言わず身を翻ひるがえした。そして、ハミンギャのもとへ駆かけ寄よる。

「スー、どうだ？　彼かれは……彼はなんとかならないか？」

「ごめん、ミリアちゃん。私じゃとてもこんな……」

「まだ生きているのだな？　……なら、望みはある」

　ミリアが唇くちびるを嚙かみ締しめつつ呟つぶやいた。

「ウルズの泉いずみの水……あらゆる知ち恵えを授さずけてくれるという伝説の水。それを飲めば、ハミンギャを助ける方法もわかるかもしれない」

　知恵とはそんな万ばん能のうなものだろうか？　泉の水にそこまで期待するのはあまりに夢ゆめを見み過すぎではないか。そうも思う。が、それはミリアがハミンギャを助けられると思い込みたいということを表してもいる。なにか助ける方法があると信じたいのだ。藁わらにもすがる思い、といったところか。それだけ、この半はん巨きよ人じんはミリアにとって大事な相手だとわかる。アヴィの奴やつも罪つみ深ぶかいことをしたものだ。

　そこで俺はあることに気付く。

「……おい、あの妖よう精せい野や郎ろうは……アヴィはどこだ？」

　姿すがたが見えなかった。先さき程ほどまで、確たしかに俺の横にいたと思ったのだが。ミリア達も辺りを見回して首を傾かしげるばかり。

「そういえばどこに……？」

「わ、私はハミンギャさんを診みるのに必死で……」

「やあやあ、僕ぼくをお探さがしかなー？」

　その声は扉とびらの奥おくから聞こえてきた。大きく開いた扉の奥、何な故ぜか見通せない白色に包まれたその扉の奥から、アヴィの声がしたのだ。

　ハミンギャに屈かがみこんでいたグラーバグが顔を上げて喘あえぐ。

「な……！　まさか、ウルズの泉へと通じる扉にもう入り込こんで……！」

　その言葉通りだった。扉からひょっこりとアヴィが姿を現あらわす。

「お先に泉の方を確かく認にんさせてもらったよ。ありがとう、君達のお陰かげだ」

　アヴィは薄うすい笑いを浮うかべている。そして、右手に摑つかんでいるものをぐいっと掲かかげてみせてきた。

「これが欲ほしかったんだ。これで僕はスルトに挑いどめる」

　アヴィが掲げたモノ。それは首だった。しかも巨大で金きん属ぞく製せいの。両りよう腕うでで抱だきかかえられるほどの大きさだ。所々、黒くろ金がね色いろで鈍にぶく光っている。

「ひゃっ!?」

　首を見て、スーが変な声を出す。生々しさを感じさせるほど精せい巧こうな、鋼こう鉄てつの首。と、かしゃり、と音がして、首の目が開いたではないか。

「娘むすめ、私が怖こわいか？」

　深い、だが沈しずんだ声で鉄てつ首くびが喋しやべった。スーはへどもどして、

「あ、あの……その……生きてるの……？」

「なんと偏へん見けんに満ちた料りよう簡けんの狭せまい娘だろう。私はまだお前に危き害がいを加えていないのに」

「まだ？」

「ああ。私は見ての通り腹はらが減へっているんだ。お前みたいな子こ供どもの一人や二人、食ってしまいたいほど空くう腹ふくだ。もっとも、お前が温かく料理されていればの話だがな。さあ、行ってしまえ。私が子供を生で食べるのも悪くないと考えださないうちに」

　そして、鉄首は目を閉とじた。スーは竦すくみ上がって、ミリアの陰かげに隠かくれてしまう。

「なんだこいつは？」

　俺はその鉄首の持ち主に問うた。アヴィは鉄首の額ひたいをペタペタと叩たたく。

「これこそが知ち恵えの泉いずみの正体さ。ミーミルの首。本物だ、本物はここにあったんだ。オーディンが泉を隠していたわけだよ」

　アヴィは得意気だ。

「神話にある、巨きよ人じんミーミルの首。大たい神しんオーディンの知恵の源げん泉せんとも言える代しろ物ものだよ」

「どういうことだ？　そいつが知恵の泉の正体？」

「君達が期待してたのとは違ちがうだろうけどねー。別に、ここの泉自体が知恵をもたらすわけじゃないんだよ。この首こそがウルズの泉いずみに隠かくされていた本当のお宝たからなんだ。この封ふう印いんを解といた僕ぼくは、スルトにも……どんな神々にだって対たい抗こうできる」

[image: ]

「なんだと？　では、ウルズの泉の水を飲めばあらゆる知ち恵えが授さずかるというのは……」

「それも大たい神しんオーディンの空そら事ごとだろうねー。この『ミーミルの首』をここに封印したことを知られたくなかったんだと思うよ。こいつは確たしかにすごい知ち識しきの持ち主だけど、もしも手元に置いて誰だれかの手に渡わたってしまったら逆ぎやくに脅きよう威いになるもの。もし泉を見つけた人がいても、水を飲んで自分がちょっとでも賢かしこくなったと勘かん違ちがいしてくれた方が都つ合ごう良かったんじゃない？」

　アヴィは上を向く。

「さて、そろそろ僕は行くよ。これ以上ここにいてももう得る物は無いからね」

「待て！　このままどこかへ行けるとでも思っているのか？　貴き様さまはハミンギャを傷きず付つけた。その報むくいを受けてもらうぞ」

　ミリアが突つっかかった。アヴィは笑う。

「あのさー。なんだったら、また貴き賎せんの神紋ルーンで君の力を奪うばい取ってあげようか？　たまたま気分が良かったから貴賎の神紋ルーンを使うのを取りやめてあげただけで、面めん倒どうなことするんだったらもう一回使うよ？　それに君一人じゃ無理だし、ロスト君でも僕には勝てないと思うなあー。だって、今のロスト君とか無力だよ？　レーヴァテインの力、弱くなってたよね？」

　俺おれを見て言う。こいつ、気付いていた。

「そんな状じよう態たいで戦っても、無む駄だ死じにするだけ。まあ、死にたいというなら止とめないけどね」

「くっ……」

　ミリアが剣けんに手をかけたまま静止する。いつ、抜ぬくか。そんな息いき詰つまるような沈ちん黙もく。

「……お前待つ」

　その沈黙が破やぶられた。ハミンギャの声だった。横たわっていたものが、じわりと半身を起こしている。

「ハミンギャは大だい丈じよう夫ぶ」

「ハミンギャ！　貴様、怪け我がは……!?」

「いたくない」

　半はん巨きよ人じんは自分の胸むな元もとを手で搔かいている。見れば、胸むねに開いていたはずの穴あながふさがっていた。

「どういうことだ」

　俺が問うと、スーも目を丸くして、

「え、あの、さっきまで酷ひどい怪我をしていたのに……」

「なに、彼は半巨人だ。人では得られないような強い治ち癒ゆ力りよくを持っているのだろう。私は最初からわかっていたことだが……」

　グラーバグが訳わけ知しり顔で言った。

「さすが、ウルズの街の守しゆ護ご者しやともいうべき存そん在ざいだな」

　髭ひげを撫なでつけ、急に余よ裕ゆうが出てきたようだ。

　弱体化していたとはいえ、レーヴァテインの炎ほのおで焼かれた傷きずだ。それがこうも早く、しかも痕あとも残らず回かい復ふくするものか？

　半はん巨きよ人じんは今や起き上がり、まったくダメージを感じさせない。

「……ふうん？」

　アヴィの細い目が鈍にぶく光った気がした。なにか察したのか。しかし、アヴィはそのことには触ふれない。にこやかに、

「ま、どういうわけか泉いずみの番人くんも回復したみたいだし、そろそろ僕ぼく、行ってもいいかな？」

「ハミンギャが治ったとしても、貴き様さまのやったことは許ゆるされない！」

「あのさー。これって僕の好意なんだよ？　このまま手を出さずにこの場から去ってやるって言ってるんだけど？　……さっき、その……君が助けてくれたからねぇ……」

　アヴィの細目はどこを見ているかわからないが、どうやら俺おれに言っているようだ。

「それに、早く僕を行かせた方がいいと思うけど？　この世界の命運は僕がスルトを滅ほろぼせるかどうかにかかってるんだからさ。無力な君きみ等らはこの世界で、僕がスルトに勝つことをただただ祈いのっていればいい」

　だが、俺は納なつ得とくできない。

「待て。そのミーミルの首は置いて行け。それは俺達に必要なものだ」

「はあ？　なんで？」

「お前がスルトを滅ぼすというのはいい。できるかどうかは知らないが好きにしろ。だが、この世界を守るためには、やはりその知ち識しきは必要だ」

「だからー、僕がスルトを倒たおせば全部解かい決けつするって……」

「お前がスルトを滅ぼす前に、ここに巨人達がやってきたらどうするんだ？　もうここの扉とびらは開いてしまったんだ。世せ界かい樹じゆユグドラシルを伝って巨人達がこの世界にやってくるのはそう遠くない話だろう。その時、巨人達に対抗する知恵が必要だ」

「安心しなよ。なるべく早く、君等の世界が巨人の軍ぐん勢ぜいに滅ぼされる前にスルトを倒してあげるから。ミーミルの首を手に入れるのに、ほんのちょっと力を貸かしてくれた君きみ等らへのお礼としてね」

「そもそもお前に神を倒せるのか？　いくら知恵があっても無理ではないのか。お前がスルトを倒す可か能のう性せいに全てを賭かけるほど俺達には余裕はない。自分達で備そなえる方がより確かく実じつだ」

　アヴィはやれやれと首を振ふった。そして、ミーミルの首に話しかける。

「さあ、無ぶ様ざまな鉄てつ首くびくん。早さつ速そくその知恵を拝はい借しやくしようか？　彼かれ等らはウルズの泉の扉が開いて心配なんだとさー。巨人達がやってくるのをどう防ふせいだらいいのかな？」

「扉を閉しめろ」

　ミーミルの首はうるさそうに答えた。

「だってさ」

　アヴィがやれやれと言った表ひよう情じようで伝えてきた。

「人間というのは躾しつけがなっていないのか？　扉とびらを開けたら、必ず閉しめろ。そうすれば、少なくとも扉の向こうの奴やつの顔を見なくて済すむようになる。扉の向こうの奴もお前まえ等らのしょぼくれた顔なぞ見たくもないだろうがね」

　……どうもミーミルの首というのは会話を楽しむような魔ま法ほうの物品という訳わけではないようだ。それにしても、一度開けた扉を閉める？　そんなことができるのか？

　ミーミルの首はかしゃりと目を開き、臭くさいものでも嗅かいだようなしかめっ面つらになる。

「その扉が開けられるなら、同じ方法で閉めればいい。まさか手で開けた扉を足で閉めようなんて思っているわけではあるまいな？」

　ミーミルの首は目を閉じた。アヴィが後を引き継つぐようにして言う。

「さあ、そういうことだよ。扉を閉じればしばらくは安心だってさ。もっともそれは、この扉を使って侵しん略りやくしようとする巨きよ人じん達『だけ』について言えることだと思うけどねー」

「……まるで巨人達がこの扉以外のなにかからこの世界にやってくるみたいな口ぶりだな？」

　俺おれの問いに、アヴィはその通り！　とばかりに頷うなずいた。

「そうだよー？　神話を知らないかな？　ラグナロクが起きた際さい、スルト達は死人の船ナグルファルに乗って世界に現あらわれたとも言うからね。この世界と巨人達の世界ヨトゥンヘイムを行き来できる船に乗り込こんでやってこようとしている巨人達もいるんじゃない？」

　アヴィは俺を指差し、

「それもこれも、君がオーディンの代理人たる皇こう帝ていを倒たおしたからなんだけどねー。オーディン側の勢せい力りよくが衰おとろえたからこそ、巨人達もこの世界に侵しん入にゆうしやすくなるんだし」

「……船に乗ってやってくる巨人達だと？　そんなもの、どうやって防ふせげばいいんだ」

「さあね？　まあ、少なくとも、早いところここの扉を閉とじないといけないのは間ま違ちがいないんじゃない？　船の心配はその後でいいと思うけどなー。だって、ここはもう目に見えて弱き人間たちが住む世界への入り口なんだから」

　そう言ってアヴィは扉を叩たたいてみせた。そして、

「じゃあ、そういうことだから、さようなら」

「！　おい、待て！　俺達はその知ち識しきを手に入れるためにわざわざ……！」

　アヴィはうっすら笑った。

「君達がこれを手に入れたって使いこなせないよ。だって封ふう印いんの解とき方も知らなかったし、使い方も知らないだろう？」

「使い方だと？」

「……じゃあ、特別に見せてあげよっかなー？　ミーミルの首は便利な知ち恵え袋ぶくろってだけじゃない。古いにしえの神話において、ミーミルは大たい神しんオーディンにルーン文字を授さずけたとも言われている存そん在ざいだ。その知ち識しきを自分の物にするということがどういうことか、教えてあげるよ」

　アヴィは両手でミーミルの首を捧ささげ持つ。天を仰あおぎ、それから、ミーミルの首の中に自らの首を差し入れた。丁ちよう度ど、兜かぶとを被かぶるかのように。

「……ははは……ははははっすごい、すごいよ！」

　アヴィが笑いだす。

「な、なにが起こっているんだ!?」

　ミリアがその様子を見て、叫さけぶ。今や、アヴィの周囲には稲いな妻ずまが走り、瘴しよう気きのようなものが立ちこめはじめていた。

　かしゃり、とミーミルの目が開いた。そして、深く疲つかれたような声で、

「また代だい償しようを払はらう者が現あらわれたか。知ち恵えを求める者はどうして愚おろか者ばかりなのだろうな」

　かしゃりと閉とじた。

　そして、爆ばく発はつ的てきな笑い。哄こう笑しようが響ひびく。

「あははははっ！　ははははっ！　本当にすごい、すごいぞ！　ロスト君、ちょっと試させてもらっていいかな？」

　俺おれの返事も待たずに、アヴィは試しだした。アヴィの手の中に、巨大な鉄の塊かたまりが現れる。俺はこれをよく知っていた。

「ミョルニル……だと？」

　雷らい神じんトールの神具にして、ソロウが己おのが体のように使いこなしていた鉄てつ塊かい。

　何な故ぜ、それをアヴィが顕けん現げんしているのだ。こいつはヘイムダルの加か護ごを受けたグリームニルだというのに。

　ミョルニルが振ふり回された。軽々と。そして、勢いきおい付けて放たれる。俺に向かって。

　ごうっ、と迫せまる死の鉄。

「ちっ！」

　俺は辛かろうじてその勢いから逃のがれる。俺の背はい後ごから轟ごう音おんとともに、ミョルニルが床ゆかに衝しよう突とつした地じ響ひびきが襲おそってきた。足場が揺ゆれる。

　と、ミーミルの首を被ったアヴィが弓を構かまえていた。光でできた弓を。

「あれは、皇こう帝ていが使っていた!?」

　ミリアが絶ぜつ句くする。狩しゆ猟りようの神紋ルーンを使う者が顕現できる必中の弓矢、ハウンドだ。

「あはははっ！」

　アヴィは笑いながら、ハウンドを放つ。獲物を射い抜ぬくまでどこまでも執しつ拗ように追い続ける光の矢が真まっ直すぐに俺に向かってきた。今度は避よけ切れない。俺はせめて致ち命めい傷しようを避さけるべく、両手で矢を受けようとする。

「……させるかっ！」

　ミリアだった。俺の前に飛び出し、自分の体でハウンドを受ける。胸むねに深々と突つき刺ささる光の矢。

「ミリアちゃん!?」

　スーが悲鳴めいた声で名を呼よぶ。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　ミリアは海王の神紋ルーンを使って、自分の体を霧きり状じようにしていた。光の矢は霧の中で拡かく散さんし、消えてしまう。そうやって光の矢を無む効こう化かした後、ミリアは霧状になった体を再さい構こう築ちくした。無む傷きずのミリアがそこにいる。

　だが、

「……どういうことだ？　何な故ぜ奴やつはこんなにも神紋ルーンを使える……？」

　ミリアは圧あつ倒とうされたように呟つぶやくばかり。俺おれもアヴィが突とつ然ぜん見せたこの力の奔ほん流りゆうに目を見み張はらざるを得ない。そして、察する。

「……これが、ミーミルの首の本当の使い方、か……」

　ミーミルの首の下でアヴィが笑う。

「はははっ！　その通り！　神紋ルーンをこの世界にもたらしたミーミルは誰だれよりも神紋ルーンを理り解かいしている！　ミーミルの首を頂いただいた者は、その知ち識しきを使いこなすことができるようになるんだよ。神紋ルーンの知識をね！　これで僕ぼくはどんな神紋ルーンでも使いこなすことができる！　更なる強力な神紋ルーンの知識も手に入れた。これなら……！　これならやれる！　炎ほのおの長スルトだろうが誰だれだろうが、叩たたき潰つぶしてやるぞ！　ははははははっ！」

「そんなことが……」

　ミリアが囁ささやくように呟いた。

「で、でも……」

　あまりの力にへたり込こんでいたスーが、思い切ったようにアヴィに声をかける。

「神話では、大たい神しんオーディンは、ルーン文字を教えてもらうのにミーミルに片かた目めを捧ささげたって……そんな物を被かぶったら、あなたの体は……」

　アヴィの哄こう笑しようが止やんだ。そして、ぞっとするほど冷たい声で、

「君の知ったことか。……戦うことを放ほう棄きした不実な小こ娘むすめめ」

「あ、あぅ……ご、ごめんなさい……」

　スーが罵ののしられて縮ちぢこまる。

「誰もやらないから……誰も復ふく讐しゆうしようとしないから、僕がするんだ。アールヴヘイムのみんなの無念を……なにを犠ぎ牲せいにしても！　僕の体如ごとき、どうなろうが構かまうわけないだろ！」

　アヴィは上を向いた。天を仰あおぐように。

「さあ、待っていろ、スルト！　僕が今、殺しに行ってやるからな！」

　神は天上におわす、というアヴィの言葉が思い起こされた。

　こいつ、本気で行くつもりだ。そう察した俺が、

「おい！　待っ……！」

　アヴィに声をかけようとしたその瞬しゆん間かん、ぱっ、と光が視し界かいを満たした。思わず、目をつぶってしまう。俺おれの目には白い残ざん像ぞうが残り、再ふたたび目を開けた時にはアヴィの姿すがたは見えなくなっていた。

「どこへいったんだ、あいつは!?」

　俺は周囲の気け配はいを読み取ろうとする。だが、あの一いつ瞬しゆんでアヴィは影かげも形もなくなってしまっていた。

「純じゆん血けつのアールヴ族は転てん移いの技わざを使えると聞いたことがあります」

　スーも目をしばしばさせながら言った。

「それを使ってここからどこかへ飛んだんだと思います」

「なんてことだ」

　ミリアが額ひたいに手を当て天を仰あおぐ。

「わたし達はこの世界を滅ほろびから救うためにはるばるやってきたつもりだったのに、肝かん心じんの知ち恵えの源みなもとはアールヴ族に奪うばわれ、しかも巨きよ人じん達がこの世界へ来るための道を開いてしまったとは……。完全に無む駄だ足あしどころか、もっと悪い」

　アヴィの奴やつ、絶ぜつ対たいにこの落とし前をつけさせてもらう。俺はそう心に誓ちかった。

「……ともかく、この扉とびらを閉しめよう」

　そう言ってミリアは扉に手をかけ、力を込こめる。びくともしなかった。ミリアの表ひよう情じようが曇くもる。

「これは……」

「話を聞いていなかったのか？　ミーミルの首は言っていたぞ。開けた時と同じようにすれば閉とじると」

　俺は不ふ愉ゆ快かいな事実を指し摘てきしてやる。

「つまり、この扉を閉めるときにも強い力を持つ者の魂たましいが必要ということだ」

「な！　それはつまり誰だれかを犠ぎ牲せいにしなければこれを閉じられないということか!?」

「ええっ!?」

　ミリアとスーが声を上げる。半はん巨きよ人じんはわかっているのかいないのか、ぼうっとしているようだ。それらに比くらべ、ウルズの街を預あずかる誠せい実じつ卿きようグラーバグは落ち着いたもの。

「まあ、待ちたまえ。あのアールヴ族は泉いずみの知恵の源げん泉せんはミーミルの首だと言っていたが、それが本当かどうかはわからない。泉の水にも、やはり、知恵をもたらす効こう果かはあるかもしれない。今拙せつ速そくに扉を閉めるのではなく、まず、中の泉を確かく認にんしてみてはどうだろう？　閉じるのはそれからでも遅おそくはないはず」

「……随ずい分ぶん悠ゆう長ちようだな？　もし巨人達がここから現あらわれたら、まず真っ先にウルズの街が滅ほろぼされるんだぞ？　お前はいの一番にここを閉じたがると思っていたが」

「急いては事をし損そんじる。そうも言うからね」

　グラーバグは口くち髭ひげを撫なでつけながら言った。

「焼神閥団バンズコンパニオンのヴァルテも死に、残ざん党とうも逃にげ去った。よろしいかな？　これだけで十分街は救われている。世せ界かい樹じゆユグドラシルを伝って巨きよ人じんが来るなど、一いつ朝ちよう一いつ夕せきのことではないだろう。ここはしばらくこのままでもよいと思うのだがね」

「おい、それはどうなのだ？　いくらなんでも……」

　グラーバグは俺おれをじっと見つめ、

「では、誰だれを犠ぎ牲せいにしてここを閉とじるというのかね？」

　静かに問いかけてきた。冷静な、というか冷たい響ひびきがした。

　ここにいるのは俺とミリアとスー、それにグラーバグと半巨人ハミンギャだ。この中で強い者となると神紋ルーンを使う俺とミリアとスーということになるだろうか。ハミンギャも力は強いが所しよ詮せん力だけだ。除じよ外がいしていいだろう。となると、俺達三人の中から一人選ぶことになる。しかし、アヴィは扉とびらを開けようとした際さい、ミリアやスーを狙ねらいはしなかった。あくまで俺だけを殺そうとしていた。これはつまり、俺しかこの扉の開かい閉へいに使える生いけ贄にえはいないということではないか。

「……いざという時は俺が死ねばいい」

　俺はそう呟つぶやいた。思い出していたのだ。

　扉を開けた者はその功をもってスルトの代理人に任にんずる……。

「結果的に、扉を開けてしまったのは俺だ。なら、閉しめるのも俺でないといけない」

「お、おい。貴き様さまが……い、いや、誰かが犠牲にならないといけないなんて、そんなのは、その、なにか正しくない。全く正しくないことだぞ！　貴様を……誰かを犠牲にしないと守られない世界なんて、わたしは認みとめない！　誰も犠牲にならないような方法を考えよう、な？」

　ミリアが俺を制せいするように肩かたに手をかけてくる。俺はその手を振ふり払はらう。

「……このままスルトだかに利用されて、その思おも惑わく通どおりになってたまるものか」

　俺がスルトの手先になってしまう、なんてことがあるのだろうか。もし、そんなものになるくらいだったら……死を選んだっていい。

「……立りつ派ぱな覚悟だ」

　グラーバグが妙みようによそよそしく言った。

「そういう覚悟ならば……こちらも少し考えねばならないだろうね」

　そして、俺の前にずいと立ちはだかる。

「おい、なんのつもりだ？」

「……腐くされ爛ただれよ、ねぶとの吐と息いき。世界は患わずらう。呪じゆ竜りゆうがその根を枯からすなれば」

　グラーバグから、ふっ、と息を吹ふきかけられた。妙に甘あまったるい香かおり。吸すい込こんでしまった。

「……う？」

　俺は途と端たんに意い識しきが遠のき始める。これは……。

「神しん言ごん……！　お前、グリームニルだったのか……!?」

　よろめいてしまう。グラーバグが髭ひげを撫なでつけつつ、にたりと笑う。

「いかがかな？　腐ふ蠱この神紋ルーンは？」

　俺おれは見た。グラーバグの立りつ派ぱな口髭の下に隠かくれて、神紋ルーンが浮うかんでいるのを。

　ミリアが俺の異い変へんに気付いた。グラーバグの行動にも。

「……貴き様さま！　どういうつもりだ!?」

　グラーバグはそれには答えない。ハミンギャの方に注意を向けている。

「そろそろ頃ころ合あいかな？　ハミンギャ、目を覚ましたまえ」

「お、お、おお、ハミンギャ、体、おお、おおおおお！」

　半はん巨きよ人じんは胸むねをかきむしり始めた。

　俺は酩めい酊ていしたような頭で、必死に意い識しきを保たもとうとする。だが、もう既すでに夢ゆめの領りよう域いきに入り込こんでしまったようだ。なにしろ、ハミンギャの全身に鱗うろこが生え、しかも膨ふくれ上がって化け物になっていくのが見えるのだから。

「ひゃあ！」

　スーがか細い悲鳴を上げるのが聞こえた。ミリアの声も聞こえる。

「どうしたんだ、ハミンギャ!?　その体……まるで、まるで……竜りゆう鱗りん病びよう……！」

　最も早はや、ハミンギャは仰あおぎ見なければならないほど巨大化している。ボコボコと瘤こぶの膨ふくらんだ巨大な肉にく塊かい。そんな風に見えた。

　笑い声が聞こえる。静かな笑い声。

「ふふふ……これこそが我わが力……」

　グラーバグだった。深く静かに笑っている。

「ハミンギャ、そちらのお嬢じようさん方の始末は任まかせる。食ってしまって構かまわんよ」

「おおお……おおおおおお……」

「やめろ……やめるんだ、ハミンギャ……！　わたしだ、フルディングの娘むすめ、ミリアだぞ！　わからないのか！」

「ミリアちゃん！　危あぶない！」

「友達だって……友達だと言ってくれたじゃないかっ！　やめてくれ！　頼たのむ……」

　そんな声が聞こえてくる。だが、俺は朦もう朧ろうとし始めていて、辺りの様子がよくわからない。

　俺はいよいよ膝ひざをついてしまった。それでも頭を上げ、グラーバグに問うた。

「……お前、ただの帝てい国こく貴き族ぞくじゃないな？　何者なんだ？」

「帝国皇こう帝ていに仕える誠せい実じつ卿きようグラーバグ、だった。だが、今は炎ほのおの長スルトに仕えるグラーバグと名乗らせてもらおう」

　グラーバグが俺の傍そばにやってきた。見下ろしてくる。冷たい目。

　その胸むな当あてに刻きざまれた紋もん章しようが目に入る。赤地に黒十字の紋章……。焼神閥団バンズコンパニオンの者は、必ず赤い鎧よろいをその身につけていた……。スルトの信しん奉ぽう者しやは皆みなそうなのか……。

　その鎧が内側からひび割われれ、破は裂れつする。破は片へんが零こぼれ落ちて、そこから見えたのは鱗うろこの肌はだ。グラーバグは首から上以外の全ての部分が鱗で覆おおわれているようだった。

「……その体……お前も竜りゆう鱗りん病びようだったのか……？」

「それは違ちがう」

　グラーバグは勿もつ体たい付つけて髭ひげを撫なでる。

「これは私が呪じゆ竜りゆうニーズホッグの加か護ごを得たグリームニルである証あかしなのだよ。竜鱗病ではない。体だけ竜化しているのだ」

　そして、それまでの紳しん士しめいた態たい度どとは裏うら腹はらの、じっとりとした目で俺おれを見下ろしてきた。

「君には感かん謝しやするべきなのだろうな……君のお陰かげだ、血誓兄弟フオースブレーズの男。君が皇こう帝ていを殺したおかげで、私はグリームニルとなれた」

「……なんだと？」

「皇帝の死。そのせいで盤ばん石じやくに思えた帝国はあっという間に崩ほう壊かいし、焼神閥団バンズコンパニオンのような暴ぼう徒とが街を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのだ。絶望したよ……私の築きずき上げてきた物、泥どろを被かぶってまで守ってきた物も呆あつ気けなく失われ……それで私は気付いたのだよ。この世界のものなど全て空むなしいものだと。命も街も帝国も、全ていずれは消える。ただ、神のみが永えい遠えんだ。それに気付いた時、私に囁ささやく者があったのだよ。それこそが呪竜ニーズホッグの声だった」

　グラーバグはにたりと笑う。

「呪竜ニーズホッグは私の虚うつろな心を喜ばれ、加か護ごを与あたえてくださった。呪竜ニーズホッグは世のあらゆる病やまいや毒を司つかさどる。まさにこの世を腐くさらせ、空むなしいものにするための力。私はこの力をもって炎ほのおの長スルトにお仕えし、この無む常じようの世を捨すて去る。スルトのお傍そばに仕え、ここではない世界で永えい遠えんに名を刻きざむのだ」

　ここにも、俺が皇帝を殺したせいで本ほん性しようを現あらわした奴やつがいる。こいつは帝国に仕える忠ちゆう臣しんではなく、ただ強い者に寄より添そうことだけを望む男だ。もし、炎の長スルトが滅ほろびでもしたら、節せつ操そう無なくまた勝者に阿おもねるだろう。そして、それを少しもおかしなことだとは考えないのだ。

「……そこまでスルトに傾けい倒とうしているなら、何な故ぜ焼神閥団バンズコンパニオンの連中の企たくらみを防ふせごうとしていた？　奴やつ等らはスルトとそれに従したがう巨きよ人じん達のために扉とびらを開けようとしていたんだろう？　お前が何故それの邪じや魔まをする？」

　俺の問いに、グラーバグは笑う。

「当然だろう？　扉を開けてスルトの代理人となるのは私だ。私でなければならなかった。ヴァルテなどのような下げ賤せんの者に譲ゆずるわけにはいかない。ヴァルテにはここで死んでもらうつもりだった。そこに丁ちよう度ど君達が現れて、私の代わりにその手を汚よごしてくれたというわけだ。しかも扉の場所まで導みちびいてくれた上にな。ありがとう、本当に感かん謝しやする。ミーミルの首は奪うばわれてしまったがな。だが、偉い大だいな神スルトに、たかだか人間が対たい抗こうするなど無む駄だ無駄無駄……」

　こいつはただ強い者に阿おもねるだけでなく、自分を優ゆう位いにするために平気で味方の足を引っ張ぱるタイプだ。

　そして、グラーバグは元ハミンギャだった鱗うろこの肉にく塊かいを指差す。

「もともと、ヴァルテを殺す役目は半はん巨きよ人じんハミンギャに任まかせるつもりだったのだがね。そのために私は彼かれを探さがし出し、手て駒ごまとした。ウルズを救うためだと言ったら、すぐに騙だまされてくれたよ。そして、先さき程ほど、死にかけていた彼の体に病竜針ニーズホツグ・ナーリを使ってやったのだ。あの娘むすめに使ったような弱い物ではないよ？　ニーズホッグ自身からの授さずかりものだ。それを彼の体の中深くに埋うめ込こんでやった。丁ちよう度ど、都合のいい大おお穴あなが彼の胸むねにあいていたのでね。ご覧らんのように、効こう果かは覿てき面めんだろう？　彼は病竜針によって肉体を回かい復ふくしたが、その反面、私の命令で即そく座ざに竜りゆうの鱗に覆おおわれた化け物となる下げ僕ぼくになったのだ」

「……お前はあの半巨人をそこまで利用して……。反へ吐どが出る」

　グラーバグは俺おれの言葉など聞き流す。

「しかし、結局のところ扉とびらは君が開けてしまった。私ではなく、君が。このままでは君がスルトの代理人となってしまう」

　俺は苛いら立だった。

「そんなものになる気はない」

「なにを言っているのやら、だ。君の気持ちや意思などどうでもよろしい。ただ、君の行動のみが真実だ。君にその意思が無くとも、君はスルトのために動いている。スルトの目的、あらゆる世界を焼き尽つくすという目的に沿そうように。皇こう帝ていを殺してオーディンの勢せい力りよくを弱め、そして今スルトの軍ぐん勢ぜいを呼よび寄よせるための扉を開いた。誰だれが見ても、君はスルトの代理人だ。……これでは私がスルトの傍そばで永えい遠えんに名を刻きざむことができない」

　グラーバグの視し線せんは刺とげ々とげしいものになった。

「君にはここで退たい場じようしていただく。炎の長スルトのこの世界での代理人には私がなる。ただ、この場で君を殺してしまうとこの忌いまわしい扉は君の魂たましいを糧かてとしてしまうだろう。そして、再ふたたび泉いずみへの道を閉とざしてしまう。それはスルトの望まぬことだ」

「ちっ……俺おれはな、お前等みたいなのにいいようにされるのが一番嫌いやなんだよ。……そうなるくらいだったら、俺は自分の命をかけてこの扉を閉じてやる」

「安心するといい。それは不ふ可か能のうだ。何な故ぜなら、君はもう死ねない。いや、ある意味では死ぬのだが、肉体は死なない」

「……なんのことだ？」

「先さき程ほど私が腐ふ蠱この神紋ルーンで作り出した毒の息。あれは君の体を麻ま痺ひさせ、意い識しきを朦もう朧ろうとさせるが致ち死し性せいは無い。そういう毒にした。そして、さらにこの針はりだ」

　グラーバグは小さな針を取り出す。

「この針は、心を刺さし貫つらぬくための呪のろいの針だ。この針を刺された者は心を刈かり取られる。精せい神しんだけが死に、身体からだは生き続ける。今こそ使い時だろうな、君の魂たましいを糧かてとして扉とびらが閉とじるのを避さけつつ、君に退たい場じようしてもらうにはこれが一番だからな」

　針はりが俺おれの喉のどに当てられた。針はりが喉を貫つらぬいたはずなのに、痛いたみも血も出ない。ただ、冷たさが喉の奥おくにずぶずぶと沈しずんでくる感覚があるだけだ。

「これで、君はもう二度と目覚めることはない。体だけが生き続け、心は死ぬのだ」

「なん……だと……」

　俺はもう目を開けておくことができない。暗くら闇やみが訪おとずれる。

「……私はこのまま扉が閉じぬよう維い持じする。そして巨きよ人じんの軍勢をこの世界に先せん導どうするのだ。そうすれば、スルトは私の功こう績せきを認みとめて、私を選んでくださるだろう。君が自分の命をかけて扉を閉じようとしていたのを防ふせいだのだから」

　グラーバグの深く静かな笑い声。それが俺がこの世で聞いた最後のものだった。




　真の闇……。

　暗いというより、黒い……。

　黒い、黒い、真っ黒い……。

　俺の体も黒の中に溶とけて、どこかにたゆたって……。

　……。

　……。

　……。

　俺が最初に感じたのは寒さだった。

　体の芯しんから凍こごえる。それで、俺の意い識しきがはっきりした。はっとして目を開ける。

　そこにも闇やみがあった。まだ目を開けていないのか、それとも俺は視し力りよくを失ってしまったのか。

　だが、稲いな光びかりが閃ひらめき、俺は一いつ瞬しゆんだけ照らされた風景を見て、俺の目がまだ失われていないことを知る。

　立ち並ならんだ黒い柱の群むれが見えた。一面に林立している。それらは近くにあるのか遠くにあるのかも判はん然ぜんとしない。

　俺は目を凝こらした。

　ようやく闇に目が慣なれてくる。僅わずかな薄うす明あかりが上空から差し込こみ始めたようだ。夜が明けたか、雲が晴れたのか。だが、俺が天を見上げれば、そこにあるのは渦うず巻まく黒雲ばかり。こちらもどうも判然としない。

　大地はひび割われ、凍こおりついている。しかも傾けい斜しやし、酷ひどく歩きにくそうだ。

　ここはどこだ。

　そして、俺は何な故ぜこんな場所にいるのだ。

　金かな切きり声がした。俺は身を翻ひるがえし、声の方を向く。

　俺おれのすぐ傍そばに人ひと影かげがあった。十歩分も離はなれていない。そいつは落ち窪くぼんだ目にまばらな髪かみ、粗そ末まつな衣服を身に纏まとった男に見えた。その口から白い息が吐はき出されている。だが、どう見てもそれは生きているようには見えなかった。というのも、体中に霜しもが降ふり、皮ひ膚ふは凍りついていたからだ。そしてなにより、その目だ。目全体が白い。濁にごった氷のような白さ。生者の輝かがやきなどどこにもなかった。まるで凍とう死し者しやのように見える。

　そいつがまた金かな切きり声をあげた。

　耳に切り込んでくるような嫌いやな音。そして、もっと嫌なことに、ここから離れた場所で同じような金切り声が上がった。それも一つや二つではない。大おお勢ぜいの金切り声の返答。

「……死人か？」

　俺は呟つぶやいた。そいつに俺の言葉が届とどいているのかどうかはわからない。届いているのだとしても、そいつは俺の問いに答える気などないようだ。

　かっ、と口を開き、白い息を吹ふきつけてきた。

　俺は震ふるえる。鋭するどい痛いたみを伴ともなう冷気。それが俺を包み込こんだからだ。

　俺は転がってその白い息を避よける。一いつ瞬しゆんで肌はだが凍りついていた。

　死人が再ふたたび金切り声を上げる。今度はより近くから金切り声が返ってきた。そして、なにかが駆かけ寄よってくる複ふく数すうの足音。

　手早く片かた付づけた方がよさそうだ。俺は偽ぎ神しんの神紋ルーンを浮うかび上がらせる。一瞬、今の俺に神紋ルーンが使えるのか、という不安がよぎった。が、レーヴァテインは顕けん現げんした。俺の手の中に大たい剣けんが収おさまっている。ただ、その刀身に纏まとわりつく炎ほのおはやはり弱い。この凍りつくような寒気を少しも遠ざけてくれなかった。

　死人が喚わめきながら飛びかかってきた。素す手でで搔かき毟むしろうという意図か。

　俺の動きは寒さでぎこちない。が、死人の手が俺の顔にかかる前に、そいつの胴どうを薙なぎ払はらった。両りよう断だんする。二つに分かれた死人は、凍った大地に転がり、それでもまだ蠢うごめいていた。そして、傾斜した床ゆか面めんをずるずると滑すべり落ちていき、ふっ、と姿すがたを消した。それで初めて気付いたが、ここの傾斜の先には穴あなが開いているようだ。真っ黒な穴が。どこまで落ちるのか、落ちた先に何があるのか、窺うかがいしれないが。

　俺は舌した打うちする。

　やはりダメだ。さっきの死人はレーヴァテインで切断したのに燃もえ上がらなかった。それだけの火の勢いきおいが無い。俺はレーヴァテインを満足に扱あつかえなくなっているのだ。

　金切り声がした。見れば、同じような死者が俺に向かって駆け寄ってくるではないか。それも四、五人はいるだろうか。こんなものは物の数ではない。物の数ではないが……。

　金切り声がした。俺の背はい後ごからだ。それも合唱で。見なくてもわかる。白い息を吐はきながら、死者の群むれが殺さつ到とうしようとしている。

　レーヴァテインが使えれば……何物をも燃やし尽つくすあの炎ほのおが使えれば、こんな死人どもなど一いつ瞬しゆんで灰はいにしてやれるのに。

「……まったく、いきなりこんな場所で死者の群むれに襲おそわれるとか、俺おれはどうなってしまったというんだ」

　先さき程ほどまで、俺はウルズの泉いずみにいたというのに。グラーバグの言葉が思い返された。

『……君はもう二度と目覚めることはない……』

「……ここは極ごつ寒かんと死者の世界、ニヴルヘイム……」

　突とつ然ぜんだった。ふわり、と黒衣の何者かが俺の前に降おり立ったかと思うと、背せ中なか越ごしに語りかけてきたのだ。

「……あなたは死んだということ……何な故ぜ？　何故来てしまったの？」

　と、その黒衣の何者かの周囲がくすみ、黒ずんでいくのがわかった。それは燎りよう原げんを走る炎ほのおのようにさーっと広がっていく。俺達に向けて殺さつ到とうする死人達の群れに、そのくすみが到とう達たつした。死人達が一いつ瞬しゆんで凍こおりついていく。ぎこちなくまだ前に進もうとしている奴やつもいた。だが、そんな無理はすべきではなかったのだ。その死人は凍りついた足をぽっきりと折って、倒たおれ伏ふしてしまった。そのまま黒ずみ萎しなびていく。

　俺はこの神紋ルーンを知っている。

　俺は目の前に立つ黒衣の者の背中を見た。小さな背中。華きや奢しやな体つき。俺はこの背中を知っている。

「お、お前……お前、生きていたのか！　フュアリー！」

　黒衣の者は振ふり返った。美しく白い肌はだはそのままだ。アメジスト色の瞳ひとみ。もちろん知っていた。知らないわけがない。

　フュアリーはその瞳を悲しげに曇くもらせて、

「……いいえ、死んでる。私もあなたも……。ここはニヴルヘイムに広がる極寒の荒こう野やの中。石柱都市よ」

　薄うす暗くら闇やみと凍こごえる寒さの中、フュアリーが言った。

「都市といっても、ただ、石柱が塔とうのように林立しているからそう呼よばれているだけだけれど……」

「俺は気付いたらここにいた。……死んで死者の世界ニヴルヘイムに送られたというのか」

　フュアリーは口を閉とざし、俺の顔をじっと見つめてくる。

「……あなたが本当に死んでいるなら、北に向かわねばならない」

「北？　太陽も見えず、星も見えない。どちらが北なのかわかりもしないというのに？」

「……そう。だから、私がここへ遣つかわされたのかしら。迷える魂たましいを冥めい府ふの女おんな主あるじヘルの館やかたへ導みちびくために」

　フュアリーはヘルの加か護ごを得たグリームニルだった。死んでからもヘルに仕えているということか。

　フュアリーは言う。

「北へ北へと向かってギョル川を越こえるの。黄おう金ごんの橋を渡わたることになるわ。そこでモーズグズに気に入られればの話だけれど。そうでなければ……あなたはギョル川を越えることはできず、永えい遠えんにこの荒こう野やを彷徨さまよう……すり減へって消えてしまうまで、安らぎもなく……」

　フュアリーは何事か考え込こんでいた。それから躊躇ためらいがちに、

「ねえ、ロスト。どうして……どうしてあなたはここへ来ることになったの？」

　問うてきた。俺おれはこれまでの経けい緯いを手短に話す。トーメントを倒たおした後、世界が滅ほろびに向かっていること、それを阻そ止しするためにウルズの泉いずみに向かったこと、そのウルズの泉でスルトの帰き依え者しやに毒の息を吹ふきかけられたこと……。

「……俺は失敗した」

　結けつ論ろん付づけた。

「グラーバグはウルズの泉の扉とびらから巨きよ人じんの軍ぐん勢ぜいを導くだろう。世界は蹂じゆう躙りんされ焼き尽つくされる。俺は世界を守れなかった。……俺はいつもなにも守れない。妹も、両親も、ノルンの里も、仲間も、お前も……だから今度こそは……今度こそはなにかを守ってやる。世界を守ってやる。そう決めたのに、お笑い草だ……」

　フュアリーがそのアメジスト色の瞳ひとみで俺を射い抜ぬく。

「……あなたはそんなことを思い煩わずらう必要はないわ」

「なに？」

「少なくとも、私の死については。きっとソロウもそう。私やソロウはあなたに守って欲ほしかったんじゃない。あなたの所せ為いで死んだわけでもない。自ら行動し、自ら死に至いたったの。それは私やソロウの選んだことで、あなたに強きよう制せいされた物ではないし、ましてや恨うらんだりする訳わけがない。私達があなたを恨んだりするような、そんな浅ましい人間だと思っていたの……？　その方がよっぽど腹はら立だたしいわ」

　フュアリーは冷たく蔑さげすむように俺を見た。俺は肩かたを竦すくめざるを得ない。

「……そいつは悪かった」

　だが、フュアリーは続ける。

「私は私の選せん択たくを、あなたのために死ねたことを誇ほこりに思ってる……私の命をあなたから取り返せたのだから。あなたは、その……私が死ぬ時、私の名を言ってくれたでしょう？　それでもう……それだけでもう、私は……。……だから、私の死が無む駄だであったり、あなたにとって負ふ担たんになっているなんてことがあると嫌いやなの、すごく……。いい？　だから、そんな風に気に病やむのはやめて」

　怒おこられた。だが、俺の心のどこかが軽くなった気がする。少なくとも、フュアリーはそう思ってくれているとわかったからだ。死んでよかったと思うことがあるとは変な話だ。

　俺はふと思ったことを尋たずねる。

「……ここには死者がみんないるのか？　つまり、ソロウやトーメントも……」

　妹のフーリンも？　会えるのだろうか？

　フュアリーは首を振ふった。

「……エインヘリアルとなった者が魂たましいの形を残したままニヴルヘイムに来ることは滅めつ多たにないわ。大たい抵ていのエインヘリアルは神々の戦士として全てを捧ささげてしまうから……そういう意味ではロスト、あなたはその滅めつ多たにない例なのかも……」

　俺おれは既すでに一度死んで奸かん智ちと悪意の神ロキのエインヘリアルとして蘇よみがえっている。

　その点が引っかかったようだ。フュアリーは視し線せんを上に向け、考え込こんだ。そして、ぽつりと言う。

「……もしかして、あなたは……死んでいないのかもしれない」

「なに？」

「いいえ、正せい確かくには死んでいるけれども、蘇ることができるのかもしれない。魂の形がはっきりしているし、この世界ニヴルヘイムに来たのに迷まよっている……まだ、本来の世界によすがが残っているからこそ、こういうことが起きるのかも……」

　フュアリーは、じっ、と俺の表ひよう情じようを窺うかがうようだ。

「……元の世界へ戻もどりたい……？」

「それはもちろん……」

　……もちろん、なんだ？　俺はもう既すでに復ふく讐しゆうを終えている。ノルンの里を滅ほろぼした皇こう帝ていを滅ぼし、両親を殺したガンツも倒たおした。元の世界に戻もどって、なにをするというのだ？

　それに、フュアリーだ。俺だけが生き返って元の世界へ戻るというのか？　フュアリーは死んだままで？　そんなことが許ゆるされるのか。

　思いが渦うず巻まいた。それで、俺は呟つぶやく。

「いや……ここで、こうしているのも悪くないかもな……」

　フュアリーは俺をまじまじと見つめてきた。

「……それは本気で言ってる……？　…………いいえ。いいえ、駄だ目め。駄目よ、それは！」

　フュアリーは怒おこったように声を荒あららげた。

「あなたはさっき言ったわよね？　自分はなにも守れなかった、と。故こ郷きようも家族も仲間も。でも、まだ間に合うものがある。そうでしょう？　まだあなたは世界を守ることができる！」

「だが、俺は失敗したんだ……」

「まだ取り返せる！　元の世界に生きて戻れば、ね」

　フュアリーは俺をそう諭さとすのだ。

「……それとも、もう諦あきらめてしまうの？　戻りたいと思わせるような物がなにもないというの？」

　その言葉で、ふつふつと俺の中に湧わき上がってくるものがある。

　まだ手て遅おくれではない、という気持ち。やり直せるのだ。

　戻もどれたなら、色々と落とし前をつけねばならないことがある。少なくとも、グラーバグに汚きたない息を吐はきかけられたことについては何らかの返答を与あたえてやるべきだろう。

　俺おれは言った。

「……戻れるのか？」

　フュアリーは俺を見、そして俯うつむいた。間が開く。ようやく呟つぶやいた。

「……そう……そうよね。まだあなたにはやるべきことがあるのね……。それでいいのよ。ここにはまだ来てはならない……そういうことなのでしょうね」

　す、と顔を上げ、一いつ瞬しゆんだけ苦しそうに顔を歪ゆがめた。

「その……向こうの世界に会いたい人がいるの？」

「借りを返さなくちゃならない奴やつがいる」

「…………。……それは……[image: すい]すい葉ようのビフレスト……？　あなたの……新しい仲間？」

　ビフレストの一人、[image: すい]葉のミリア。その名を出されて、俺は僅わずかに口くち元もとを笑みの形に歪めていた。無む意い識しきに。

「……いいや。奴は仲間じゃない。もう俺は仲間は持たないと決めたんだ」

　フュアリーは俺の顔を見て、胸むな元もとをぎゅっと押おさえるように手で握にぎりしめた。そこから、微かすかな声が絞しぼり出される。

「やっぱり……変わっていないのね……噓うそを吐つく時に笑う癖くせは」

　何な故ぜか泣き出しそうな顔。フュアリーはすぐに俺に背せを向けて、その表ひよう情じようを隠かくした。

　俺はなにかを間ま違ちがえたのか？

「おい、どうした？」

「……なんでもないわ」

　背中越ごしの言葉。

「……そうか」

　俺はなにか言わねばならない気がした。フュアリーのためになにか。

「……こうしてお前とまた会えるとは思わなかった。こう言うと変だが、ニヴルヘイムに来れてよかったのかもしれない」

「やめて！　やめて！　やめて！」

　フュアリーは振ふり返り、俺に食ってかかる。

「あなたはまだ死んではいけないの！　まだここに来てはいけなかった！　……あなたは帰らなければならない。……それが正しいこと。よかったなんて思わないで。……残される私のことを思うなら……あなたに会えたのはそれは嬉うれしい……けれど今だけだもの。あなたが帰った後の私はもっとずっと苦しいことになる……だったら、ここに来れてよかったなんて……」

「フュアリー、お前……」

「……本当に、ここはニヴルヘイムなのよ。極ごつ寒かんと死者の国。あらゆる薄うす気き味み悪わるい物の源みなもと。死者達を苦しめるための世界……」

　死者であるフュアリーは俺おれに微笑ほほえんでみせた。無理な笑顔に見えた。

「……あなたを元の世界に戻もどす。もういいでしょう？」

「フュアリー、俺は……」

　このままニヴルヘイムに……。

　俺の言葉を遮さえぎるように、フュアリーは言った。

「ニヴルヘイムから生せいある世界へ戻もどる方法はただ一つ。それは冥めい府ふの女おんな主あるじヘルから許ゆるしを得ること……神話でも光神バルドルがロキの奸かん計けいでニヴルヘイムに落ちた時、ヘルが帰き還かんを認みとめたことがあるわ……もっとも、それもロキの計けい略りやくによって潰つぶされてしまい、バルドルは結局生者の世界へ戻ることは叶かなわなかったけれど」

「……ロキ神のエインヘリアルである俺を、ヘルが元の世界に戻してくれるのかどうか微び妙みように思うような話だな」

「……試すだけ試してみましょう」

　フュアリーの言葉に、俺は肩かたを竦すくめる。

「で、どうやってヘルにお願いをするんだ？　祈いのりを捧ささげればいいのか？」

　この身も凍こごえる寒さと暗くら闇やみの中で捧げる祈りは随ずい分ぶんと陰いん鬱うつなものになりそうだ。それに、俺はヘルに捧げる祈りを知らない。

　フュアリーは静かに答えてくれた。

「……私はヘルのグリームニルよ？　ヘルとは心の一部で繫つながっている……。だから、もしヘルが私の願いに関心をもってくれたなら、顕けん現げん体たいとなって現あらわれてくれるはず」

「顕現体？　ヘルがここに顕現するというのか？」

「本物ではない、影かげのようなものだけれど……特にここニヴルヘイムは彼かの女じよの世界だから、顕現体になってくれやすい……と思う」

　フュアリーは凍こおりついた大地に屈かがみこみ、地面に手をついた。そして、神しん言ごんを唱え始める。神から力を授さずかるための祈りの言葉。

「……朽くちさせよ、氷ひよう霜そうの神紋ルーン。冥めい府ふの女おんな主あるじにして虜りよ囚しゆう、ヘルが嘆なげきを我わが手に」

　フュアリーの手の下の大地が一いつ瞬しゆんにしてくすみ、黒ずんでいく。大地が朽ちていくのか。と、その朽ちた土くれがねじれ、よじれた。ぐねぐねと蠢うごめき、膨ふくれ、唐とう突とつに伸のびあがったかと思うと人ひと形がたを形作る。等身大だ。

「……土くれの体を私に与あたえよるか。定命の者よ」

　今、目の前に立っている者はとても土くれの体とは思えない。少女のように見えた。背せ格かつ好こうは十二、三歳くらいか。頭の先まで隠かくすような長いローブを着ており、その裾すそは大地に広がっているくらいブカブカだ。そして、その顔。俺は一瞬心を奪うばわれた。通った鼻はな筋すじ、厳きびしい眼まな差ざし、ギュッと閉とじられた口元は険けわしいというより頑がん固こそうな意い志しを感じさせた。美しいといっていい。右の顔半分については。

　残りの左半分が問題だった。

　その少女の顔の左半分は青黒い仮か面めんで覆おおわれていた。それも恐おそろしげな仮面だ。眼めの部分は盲もう目もくを表すかのように白い。仮面の唇くちびるから覗のぞくのは牙きばか何かだろうか。それが毒どく蛇じやを象かたどったものだとしても俺おれは全く驚おどろかない。

　まるで本来の美しさを隠かくすために、わざとつけているかのよう。死者の面めん。そんな言葉がふと脳のう裏りをよぎった。

　全体として酷ひどく恐ろしげに、そして酷く薄うす気き味み悪わるく見える。

「……冥めい府ふの女おんな主あるじヘルよ。我わが祈いのりを聞き届とどけたまえ」

　フュアリーが静かに願った。ということは、これがヘルなのか。正せい確かくにはヘルの影かげのようなもの。冥府の女主として知られる死者の支し配はい者しや。奸かん智ちと悪意の神ロキの娘むすめ。これが……。

　ヘルは刺さすような眼まな差ざしで俺を見る。

「お主の祈りはわかっておる。我がグリームニルよ。この者を生者の世界へ帰せというのじゃな？」

　俺の目の前に神々の一人がいる。俺を、俺達人間を弄もてあそんでいる存そん在ざい。人の命を、屠と殺さつ場じようの家か畜ちくのように刈かり取り、収しゆう穫かくしていく連中。

　ヘルの目が危き険けんな光を放ったような気がした。

「……だが、この者はそのようなことより、なにか言いたいことがあるらしいのう」

「ロスト……？　あなた、なにをするつもり……」

　ヘルがフュアリーを制せいした。

「待て。彼かれの言い分を聞こうではないか。お主、構かまわんぞ。話すがよい」

　促うながされる。ああ、そうさせてもらおう。俺は胸むねの奥おく底そこにあった憤いきどおりを吐はき出すことにした。

「……何な故ぜ、こんなことをするんだ」

「こんなこと、とは？　具体的に言ってくれんかのう、主よ」

「どうして、人々を苦しめる？　何故、憎ぞう悪おや怒いかりを世界に撒まき散らし、それを救おうとしない？　お前まえ等ら神々は、みんなの苦しむ姿すがたを見て楽しんでいるのか？　苦しんだ魂たましいほど価か値ちが高いとでも？　そうして苦しんだ魂を狩かり集めて、自分の栄えい華がのためにでも費ついやしているのか」

　ヘルの眼差しはナイフのようだ。俺は話しながら、その鋭するどさに言葉がつかえるのではないかと怖おそれるほどだった。

　ヘルは答える。

「苦しみや悲しみは神が与あたえる物ではないのじゃよ。初めから人々の中にあるものじゃ」

「なに？　どういう意味だ」

「たとえば、ここニヴルヘイムよ。死者にとって、ここは辛つらい地だといわれておる。苦しみ、嘆なげき、絶ぜつ望ぼうする。だが、私がそうしたのではないぞ、父上のエインヘリアルよ。死者達は皆みな、自ら苦しみ、嘆き、絶望するのじゃ。死者の内にこそ死者を苦しめるものがある。だから彼かれ等らは、ここニヴルヘイムの荒こう野やに留とどまってしまうのじゃよ」

「なにを言う。こんな荒あれ地に放り出されれば、誰だれだって苦しいに決まっている」

「違ちがう。荒れ地を選ぶのは死者自身じゃ。死者自身がここに来ることを望んでしまっておる」

「なにを言っているんだ」

「死者は、死者となってなお情じよう念ねんを抱かかえ、それに苦しみ続けるのじゃ。死んでも忘れられぬ想い、愛あい情じよう、未練。そういったものを抱えているからこそ苦しみ続けることになる。それはとても悲しいことじゃが、私はそれを見守る。手を差し伸のべることは無い。というより、できぬのじゃ。その者の苦しみはその者自身が望んでしまったものじゃから。それほど苦しいなら、捨すててしまえばよい。愛など捨てよ。未練など捨てよ。自由になるがいい。だが、それを決して望まぬのじゃ、人というものは」

　ヘルは暗くら闇やみと寒さの広がる荒野を示しめした。計はかったように稲いな光びかりが落ちる。一いつ瞬しゆん、そこここで蠢うごめく死者達の姿すがたが見えた気がした。恐おそろしいほど広大な荒れ地に恐おそろしいほどたくさんの死者が。

「そうして捨てられぬ者が、ここ荒野に留まることを望むのじゃ。苦しみしかないことをわかっていながら。……お主もそうじゃろう？」

「……それはお前の勝手な言い分だ。苦しみから救うこともできるはずだ」

「死者達を苦しみから解かい放ほうするために、私が彼等から愛や未練を奪うばえばよいのかな、主よ。死者達の思い出を奪ってしまえばよい、と。さて、死者達はそれを望むじゃろうか。そのような独どく善ぜんで死者から彼等の抱えている物を奪うのは正しいことじゃろうか。彼等が苦しみから救われるには、自分自身で決めるしかないのじゃよ。捨て去るか、否いなか」

　結局はおためごかしだ。誤ご魔ま化かしだ。ヘルは俺を煙けむに巻まこうとしている。苦しみや悲しみは神が与あたえる物ではないだと？　なら、俺はどうなんだ。俺の苦しみはロキ神や大たい神しんオーディンがもたらしたものではないのか。そう思った時、不意に気付く。

　……報ほう復ふくの力を望んだのは俺自身だった。ロキ神の囁ささやきに乗ったのは俺の選せん択たくだ。勝手に与えられた物ではない……。

　……しかし、あれは仕組まれたものだった。俺がロキのエインヘリアルになるように、誘ゆう導どうされていた。それでも、選んだのは俺自身だというのか。俺の責せき任にんだと。選ばざるを得ないようにしておいて、そう言うのか……。

「お待ちください……」

　フュアリーの声が聞こえて、俺ははっとする。

「私の祈りしことはニヴルヘイムの死者達を苦しみから解放することなどではありません。ただ、この迷まよえる魂たましいを生者の世界へ帰すことだけです」

「もちろん承しよう知ちしとるよ、主よ」

　ヘルは厳おごそかに頷うなずいた。

「ただ、父ロ上キのエインヘリアルである彼かれの見けん識しきを確たしかめておきたかっただけよ。そして、理り解かいしたわ。さすがは神々を屠ほふる者、といったところじゃ」

「……なんだ、その大おお仰ぎような呼よび名は」

　俺おれは俺のことを勝手に呼こ称しようされて不ふ愉ゆ快かいだ。

　ヘルは厳きびしい眼まな差ざしで俺を睨にらみつける。

「お主が本当にそう呼ばれるようになるか、それはまだ未定じゃ。父上はそうなることを望んでおられるようだが。いずれにせよ、現げん時じ点てんではその可か能のう性せいがある、というだけに過すぎぬ。そして、お主がここニヴルヘイムから生者の世界に戻もどらないのなら、その可能性はそもそも潰ついえるじゃろう」

　ヘルが一いつ拍ぱく置いて、尋たずねてきた。

「で、お主は元の世界に戻りたいのかね？」

　俺はフュアリーの顔を見た。フュアリーははっとしたように息を吞のみ、首を横に振ふって見せた。

『駄だ目めよ』

　そう言っている。迷まような、と。

　俺の頭の中にミリアの顔がよぎった。竜りゆう鱗りん病びようを発はつ症しようしたらしい半はん巨きよ人じんハミンギャに襲おそわれているであろう、ミリアの姿すがたが。ついでにスーも。

　ヘルは俺の答えを待っている。だから、言った。

「……ああ」

　肯こう定ていの、短い言葉。

　ヘルは再ふたたび厳おごそかに頷うなずいた。

「よろしい。お主の選せん択たくは為なされた。しかし、お主を元の世界へ帰すには条じよう件けんがある」

「……なんだ。生いけ贄にえでも捧げろというのか」

「そんなもんは不要じゃ」

　何な故ぜだか不ふ快かいそうにヘルは呟つぶやいた。そして、続ける。

「かつて、光神バルドルがニヴルヘイムから帰き還かんしようとした際さいも私は条件を出した。それは世界中の者が、生きている者も、死んでいる者も、バルドルの死を悲しみ、泣くのなら帰そうというものだった」

「……まさか、俺の生還の条件もそれか？　……だったら、無理だな」

　俺の死を悲しむ者よりも、喜ぶ者の方が多いだろう。特に、俺に殺された連中はそうだ。ここニヴルヘイムで、俺が死者になったことを陰かげから見て喜んでいるに違いない。俺はそれだけの悪行を尽つくしてきた。帝てい国こくに与くみする者を敵てきと断だんじて殺してきたのだから。

「……俺は結局、ここから帰れないということか」

「ロスト……」

　フュアリーがなんとも言えない表ひよう情じようをした。安あん堵どしたような落らく胆たんしたような、複ふく雑ざつな顔。

　ヘルが俺おれ達二人を突つき刺さすように見つめてくる。

「話は最後まで聞くものじゃよ、お主。私はお主にもいつぞやの光神バルドルに出した条じよう件けんをそのまま課そうとは思っとらん。もう少し緩ゆるやかな条件じゃ。お主を元の世界に戻もどす条件は、世界中の者の中から、生きている者も死んでいる者も含ふくめて、たった一人でいい。そのたった一人がお主の死を本気で悲しみ、泣くのなら、お主を帰そう」

「一人？　一人でも俺の死を悲しんでくれたなら、俺は生き返れるのか？」

「破は格かくの条件だとは思わぬかね、主よ？」

　……一人くらいなら、俺の死を悼いたんでくれる奴やつもいるかもしれない。

　いや、俺のような無む法ほう者ものかつ殺人者の死に涙なみだする者などいないか？

　ヘルは氷ひよう壁へきのような素そっ気けなさで言った。

「ただし、そのたった一人は私が指定する」

「ん？　なんだと？」

「私の指定する者がお主の死を悲しんで泣くと答えたなら、お主は帰れるということじゃ。そして、私が指定する者は……」

　ヘルは死神のように指を立て、指した。

「主じゃ」

　フュアリーの顔面が蒼そう白はくになっていく。もともと白く透すき通るような肌はだだったが、それが今や屍し蠟ろうのように見えた。

「わ、私……ですか？　ヘル様……」

「そう、お主じゃ。我わがグリームニルよ」

　ヘルの眼まな差ざしは鋭するどい。

「お主が彼かれのために泣くのなら、彼は元の世界へ戻る。この極ごつ寒かんのニヴルヘイムから、死者の蠢うごめくニヴルヘイムからいなくなる。さて、お主は彼の死を悲しみ、泣くだろうか？」

「そ、それは……」

「正直な気持ちを示しめすよう勧すすめる。お主は彼の死を喜んでいないだろうか？　それとも、お主は悲しみも喜びも無く、最も早はや感かん情じようからくる苦しみなど捨すて去っているだろうか？　死者の荒こう野やを彷徨さまよう者では既すでになくなっているか？」

「わ、私……私は……」

「彼の生せい殺さつ与よ奪だつの権はお主が握にぎっておる。心して選べ」

　フュアリーが俺を見る。俺もまた見返した。

「……違ちがう、違う……。私はロストの死を願ったりしない……ロストを恨うらんでそんなことを願ったりしない……でも、一いつ緒しよに……この極寒と死者の荒野をロストと一緒に……」
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「フュアリー……いいんだ」

　俺おれはフュアリーに言う。

「俺はお前を守れなかった。……だから、いくらでも恨うらんでくれていい」

「違ちがう！」

　フュアリーは悲鳴のように叫さけんだ。俺は続ける。

「それに……やっぱり変な話だが、お前にまた会えたんだから、これもよかったんだと思う。だって、お前に言えるものな。その……すまない。助けてやれなくて……俺なんかよりお前が生きていてくれた方が良かったのに……」

　と、フュアリーの頰ほおを一ひと筋すじの涙なみだが零こぼれ落ちた。

「……違う……やはり違う……。あなたにこんな苦しみを味わってほしくない……。あなたをこんな土地に縛しばりつけるなんて……死んでは駄だ目め、生きて……生きてこそ……！」

「よろしい、お主の選せん択たくは為なされた」

　ヘルが厳おごそかに宣せん言げんする。

「それでは、彼かれをニヴルヘイムから追放する」

　ヘルの視し線せんが俺に向けられ、俺は居い心ごこ地ちの悪さを感じる。

「さらばだ、父上のエインヘリアルよ。……またニヴルヘイムを訪おとずれることあらば、いつでも歓かん待たいしてやろうぞ。我わが館やかたでくつろぐがいい。病びよう魔まという名のベッドで寝ね起おきし、空くう腹ふくの皿、飢うえのナイフで晩ばん餐さんを楽しめ」

「……大たい層そうなもてなしの心に痛いたみ入いるな」

「ロスト……」

　放心したようにフュアリーが呟つぶやく。

「……ほんの少しの邂かい逅こうだったけれど……嬉うれしかった……」

「フュアリー……」

「……このことを大切な思い出にして、私はここで過すごしていける……どんなに辛つらくても苦しくてもあなたに会えたことを思えば耐たえられる……」

「フュアリー、なあフュアリー。俺おれは……」

「……それ以上は言わないでほしい。あなたには、生せい者じやの国でやるべきことがあるの。だから……元気でね」

　フュアリーは笑った。その笑顔がくしゃりと潰つぶれる。泣き顔になる。

「……うそ……うそよ……こんな思い出、もっと苦しくなるだけ……！　あなたにここにいて欲ほしい、そう思うのも私の本当……！」

「選せん択たくは既すでに為なされている」

　ヘルの厳きびしい声が響ひびいた。

　と、俺は自らの体が細かく千ち切ぎれ、粒りゆう子しのようになっていくのを感じる。実体が無くなっていく。意い識しきが薄うすれていく……。

「……待て……まだ話が……！」

　俺の声はちゃんと発せられたのだろうか？

　フュアリーは消えゆく俺がもう見えていないのか。自らの体を抱だきしめるように、寒さで凍こごえる人のように、腕うでをギュッと回し、膝ひざを屈くつしていた。地面を向いて背せを丸め、俯うつむいている。涙なみだが流れ、絞しぼり出すような声が上がる。

「……私はあなたと共に居いられたかもしれないという後こう悔かいを抱えて、永えい遠えんにここを彷徨さまよう……浅ましい亡もう者じやになって……」

　俺は消えていく。消えていきながら叫さけぶ。

　フュアリーを、彼かの女じよを救ってくれ！　あいつ一人で死者の国を彷徨い続けるなんて！　あいつを苦しみから救ってやってくれ！

「言ったはずだ、主よ。死者の苦しみは死者自身の内にある、と。私には救うことはできんのじゃよ」

　ヘルの声が聞こえる。俺の前には最も早はやヘルがいるだけだ。

「もし、我わがグリームニルが救われるとしたら、彼女の中の苦しみの元を彼女自らが捨すて去るか、あるいは……」

　ヘルは俺に厳しい顔を向けてくる。

「……お主に聞こう、父上のエインヘリアルよ。お主は我わがグリームニルが死んだ時、悲しんだか？」

　なにを聞いてくるかと思えば……当たり前だ！　仲間が……仲間が死んで悲しく無い奴やつなんているものか！

「お主は我がグリームニルの死を悲しみ、泣いたのだな？　……そうか」

　ヘルは厳きびしい目で俺おれを探さぐるように睨にらんでいた。

　と、俺は目を疑うたがった。ヘルが笑ったからだ。それも優やさしく、慈じ母ぼのように。

「そうか」

　再ふたたび言い、頷うなずく。心安らかな笑顔を浮うかべながら。

　そして、俺は消えた。













　　第五章　腐病呪竜ニーズホツグ







　酷ひどく悲しい夢ゆめを見ていた気がする。

　大切な人を守れなかった夢……助けようにも助けられず、目の前で苦しむのをただ見ているだけだった、そんな夢……。

「……しっかりしてください！　しっかり……！」

　ぼんやりとした頭の中に、そんな声が聞こえてきた。何度も繰くり返される。あまりのうるささに目を開けたら、スーが泣いていた。そして、

「よかった！　気がついたんですね！」

「……どうして泣いてる？」

「当たり前じゃないですか！　死んじゃったのかと心配したんですよ!?」

「……だから、なんで心配するのかと聞いている。俺おれのことを心配する必要があるのか、お前に？」

　スーは俺の鼻をつまんできやがった。強くねじられ、痛いたい思いをする。

「仲間だから！　仲間のことを心配しない人なんかいないです！」

　俺は横たわり、スーに介かい抱ほうされていたらしい。胸むな元もとを緩ゆるめられ、呼こ吸きゆうがしやすいようにされていた。

　俺はようやく頭がはっきりしてくる。

　ウルズの泉いずみ。開いてしまった扉とびら。そして、俺はグラーバグに毒どくの息を吐はかれて意い識しきを失った……。怪かい物ぶつと化した半はん巨きよ人じんハミンギャとそれに襲おそわれるミリア……。ミリア！

「ミリアはどうした!?　グラーバグ達は!?」

「そ、それが……あれ……」

　地じ響ひびき。そして、悲鳴のような唸うなり声。

「ああああ……ああああああ……」

　それは不ぶ格かつ好こうな赤子のようにも見えた。遺い跡せきの天てん井じように達するかというくらいの巨きよ大だいな赤子に。巨大な頭、それに比ひして短い手足。はいはいをするように両手を地面につけ、膝ひざもつけて背せを丸めている。だが、その体中は鱗うろこに覆おおわれ、腫しゆ瘍ようのような瘤こぶでボコボコになっていた。顔面も瘤に埋うもれ、目があるべき場所はただの黒いくぼみにしかみえない。

「あれがハミンギャさんです……」

「……あの化け物が？」

　俺は僅わずかでも半巨人の面おも影かげを探さがしたが、見当たらない。

「それで、ミリアはどうした？　……それに、俺おれはどのくらい意い識しきを失っていたんだ？」

「……倒たおれてたのはほんの少しの間ですけれど……その、ミリアちゃんはさっきからあの調子で……」

　ハミンギャの前で、同じように左ひだり腕うでを鱗うろこに覆おおわれた少女が立ち竦すくんでいる。今のハミンギャに比くらべたらままごとに使う人形のようだ。

「ハミンギャ、貴き様さま、どうしてわからないんだ、どうして……」

　そんなミリアの呟つぶやきにグラーバグの含ふくみ笑いが重なった。

「ふふふふ……どうしたのかね？　半はん巨きよ人じんに同どう情じようでもしているのかな？　君にとっては大切な友人だったか。君がウルズの街から追われた時庇かばってくれた恩おん人じん、そうだろう？　そんな彼かれに手を出すような、そんな真ま似ねはできぬか？」

　グラーバグは半巨人の後ろからミリアを嘲あざ笑わらい続ける。

「そもそも下げ賤せんな半巨人の分ぶん際ざいで、私に従したがわなかったのがおかしいのだよ。怪かい物ぶつ如ごときが竜りゆう鱗りん病びよう持ちの人間に情なさけをかけるなど、ウスノロのくせに生意気な！　だが、その彼も今では竜鱗病に感かん染せんして、私の操あやつり人形なのだ……ふふ、ふふふ。今なら心から言える。ざまを見ろ、と」

「貴様……！　ハミンギャをこんな風にして……！　絶ぜつ対たいに許ゆるさんぞ！」

　ミリアの宣言に、グラーバグは笑って応こたえる。

「ふふふふ！　さあ、半巨人。その娘むすめを握にぎり潰つぶしてしまえ。破は裂れつした肉にく袋ぶくろにしてさしあげろ」

　ハミンギャがのっそりと動きだす。と、それまでの緩かん慢まんな動きからは想そう像ぞうもできない速度で、その右腕が振ふられた。ふぉん、と空気が鳴る。轟ごう音おんとともに床ゆか面めんがふっとんだ。舞まいあがる粉ふんじんと飛び散る瓦が礫れき。それが晴れていく。俺は目を疑うたがった。

「なんのつもりだ、あいつ……」

　ハミンギャの右手の中に、ミリアが握られていた。絞しめつけられているのか、苦く悶もんの表情を浮うかべ、

「……くッ……」

　息を漏もらしている。

「あいつなら、自分の体を水にして逃のがれられるだろう？　何な故ぜ神紋ルーンを使わないんだ」

　俺の呟きに、スーはわからないというように首を振るばかり。

　と、ミリアの声が聞こえてきた。

「……できない……ハミンギャと戦うなんて……」

　そして、そっと笑って見せた。握りつぶされそうになっているというのに。

「……ハミンギャも……そうだろう……？　わたしは……信じてる……」

　グラーバグの含み笑いが響ひびく。

「ふふ、これはいい！　なるほど、信じているから神紋ルーンも使わないと？　神紋ルーンを使って逃れるということは、半巨人に殺されるのを怖おそれているということ。ふふふ。半巨人が敵でないなら、神紋ルーンを使う必要もない。そういうことだね？」

　そして、じっとりとした笑い。

「……なら、試してあげようではないか。半はん巨きよ人じん、ゆっくり握にぎってやりたまえ。ふふ……彼かの女じよが耐たえ切れなくなって神紋ルーンを使うようにゆっくりと。彼女が君を信じられなくなって、自分を殺す敵てきだと認めるまで！」

「あああああ」

　答えるようにハミンギャが呻うめく。握った腕うでの筋きん肉にくがぎりぎりと動き、

「……くっ……あっ！　ああっ！」

　ミリアが声を漏もらし始めた。

　嬲なぶってやがる。

　俺おれは唾つばを吐はきかけてやりたくなった。

「……なにを迷まよっている」

　俺はそう呟つぶやいてしまう。

　今のハミンギャは敵だ。敵なのだ。敵は殺さなければならない。なのに、何な故ぜしない。

　それでも、ミリアは息も絶たえ絶だえに言うのだ。

「……わたしは……使わない……よ。……ハミンギャ……を相手に……使えない……から」

　俺は舌した打うちする。その思いが言葉となって口から出ていた。

「……あいつがそんな甘あまい考えでいるなら……俺がやってやる」

「え？」

　その言葉を聞いたスーの顔色が変わる。

「あの、待ってください！　それは……！」

「やらなければ、あいつは死ぬ！」

「そ、そうだけど……ミリアちゃんの想いは……！」

「……あいつが死んでもいいのか!?」

　俺の言葉にスーが強く首を振ふる。

「そんなことないです！　でも、ハミンギャさんを殺すのは、ミリアちゃんの想いと違ちがう！」

「……そんなことくらいわかっている！　だが、あいつの想いを尊そん重ちようして、あいつを見殺しにすればいいのか？　それで満足なのか？」

　スーは、ぐっ、と下した唇くちびるを嚙かみ、

「……私が……私がやります！　ロストさんは見てて！」

　そう言うや否いなや、祈いのるように両手を合わせた。そして、唱える。

「……愛を喜びとする者は幸いなれ、女め神がみフレイヤは決して愛を忘わすれずの神なれば！」

　神しん言ごんが紡つむがれた。と同時に、スーの胸きよう部ぶが光り出す。

　慈じ愛あいの神紋ルーンだ。自分の神紋ルーンを戦いに使いたがらないスーも、ミリアの危き機きにはそれを曲げることがある。これでハミンギャを支し配はいしてしまえば……！

　だが、

「……え!?　どうして!?」

　スーが取り乱みだす。

「お願いが届とどかない！　ハミンギャさんの心が……体とバラバラになってる!?」

「どういうことだ？」

　俺おれは未だハミンギャに締しめ上げられているミリアを見て、問いかけた。

「お前の神紋ルーン、効きかないのか？」

「……ど、どうしましょう……！　ハミンギャさん、私の光が見えてない……！」

　俺は黒いくぼみとなったハミンギャの目を見つめる。

「……やはり、俺がやるしかない……」

「でも……！　でも……！」

「……嫌いやなんだよ」

　俺は声を絞しぼり出す。

「……あいつに恨うらまれてもいい。俺が手を汚す。もう……もう、守れないのは嫌なんだ！」

「そ、そんな……どうしてこんな……ハミンギャさんは……ハミンギャさんを守ることはできないの!?」

　スーが自問するように叫さけんだ。それに対して、俺はどうしようもない真理で応こたえるしかなかった。

「……なにもかも守るなんてできるわけがない。選ばなければならないんだ」

　そして、俺はミリアを選ぶ。……何な故ぜかと問われると答えられないが。ただ、そうしたいのだ。

　俺は起き上がってハミンギャに挑いどもうとする。ところが、俺の手は俺の体を支ささえようとしない。力が入らず、踏ふん張ばって起き上がることすらできない。半身を起こすのもやっとだ。

「……これは……どうしてだ……？」

　まだグラーバグの毒の息の効果が続いているということか？

　情なさけない。

　いくら自分の手を汚よごす覚かく悟ごができても、その手が動かせないなんて……。

「くそっ……逃にげろ！　神紋ルーンを使え！　ミリア！」

　俺は大声で喚わめいた。それくらいしか、もう俺にはやれることがない。

　グラーバグがそれを聞いて、ぎょっとしたようにたじろぐ。

「君……!?　どうして生きて……!?　呪針は確たしかに君の命を貫つらぬいたはずなのに……！」

　俺は強しいて笑みを浮かべてやった。

「……よくわからないが、きっと冥めい府ふの女おんな主あるじは俺をニヴルヘイムに入れたくなかったのだろうな」

「君は死者からさえも嫌きらわれる半はん端ぱ者ものということか。だが、まあいい。体の自由はまだ利きかぬ様子。そこで君の仲間が殺されるのを見ていたまえ」

　グラーバグは余よ裕ゆうを取り戻もどすと、ハミンギャに命じた。

「さあ、続けるのだ」

「あああ……ああああああ……」

　ハミンギャが唸うなる。最も早はや言葉も話せないのか。

　グラーバグはハミンギャの従じゆう属ぞくぶりに至し極ごく満足げに頷うなずいた。頷きつつ、

「それにしてもしぶといな。まだ半はん巨きよ人じんを信じているのかね？」

　ハミンギャの手の中のミリアに言う。

「……わ……たし……信じて……る……」

「……もう少し強く握にぎってやりたまえ」

「あっ！　あっ！　……ああっ！」

　ミリアが悶もだえる。

「どうだね？　このように、半巨人は完全に私の統とう制せい下かにある。君の声は届とどかないぞ？」

「……あーっ！　くっ……」

　グラーバグは含ふくみ笑いと共に腰こしに佩はいていた短たん剣けんを抜ぬいた。そして、

「見たまえ！」

　その短剣をハミンギャの背せ中なかに突つき刺さし始める。巨きよ大だい化かしたハミンギャにとっては針はりで刺されたようなものかもしれない。だが、血は噴ふき出したし、針であっても刺されて痛いたがらない者はいない。

　ハミンギャは刺されても無む反はん応のうだった。

「ふふ……最早この哀あわれな怪かい物ぶつは痛みも感じず、物を考えることもできぬのだ。そんな怪物を信じて無む抵てい抗こうのまま、逃にげようともしないとは、君はどこまで私を笑わせてくれるのだ？」

「……ミリア！　もういい！　もう駄だ目めだ！　神紋ルーンを、神紋ルーンを使って逃げろ！」

　俺おれは再ふたたび叫さけぶ。だが、ミリアは逃げない。ハミンギャの右手の中に摑つかまれたままだ。歯を食い縛しばるよう顔を歪ゆがめ、耐たえている。と、

「……え？」

　不意をつかれたようにハミンギャを見つめだすではないか。それまでの苦く痛つうも忘わすれたかのよう。

　なにをしているんだ、と俺もハミンギャの様子を見て、気付く。

　ハミンギャの顔にある黒いくぼみ。そこから、どろりと流れ出すものがある。

「ああああ……」

　呻うめきながら流すもの。それは、

「……泣いている、のか？」

　俺おれは呟つぶやいた。

　あれはなんの涙なみだだ？　痛いたみを感じているのか？　それとも……心の痛みか？　だとしたら、あの半はん巨きよ人じんは今、自分の状じよう態たいを悲しんでいる。すなわち、理り性せいがある……。

「ああ……あああ……」

　訴うつたえかけているかのような呻うめき。

　その様子を見て、グラーバグは渋じゆう面めんを作る。

「……なにをしている？　なんだね、それは？」

「ああ……ああ……」

　半巨人は身み動じろぎした。涙を流し続けながら。

　グラーバグの片かた頰ほおがひくついた。

「……私の命令は絶ぜつ対たい。だが、私は君に涙を流せなどと命令したかね？　勝手なことをするのは許ゆるされない。……よろしい。では正しい命令をよく聞きたまえ。……殺すがいい。殺すのだ。殺せ、殺せ殺せ殺せえっ！」

　命じられて、ハミンギャの右みぎ腕うでがぶるぶる震ふるえだす。力が込こめられ、ミリアが、かはっ、と息を吐はきだした。

「ああああああ！」

　今まで以上に悲ひ痛つうな叫さけび。

　嫌いやがっている。半巨人はミリアを手にかけたくなどないのだ。なのに、竜鱗病に侵おかされた体は、今や呪じゆ竜りゆうニーズホッグのグリームニルであるグラーバグの思いのまま……。

　いや、そうではない。抵てい抗こうしている。必死になって、最後の一線で操あやつり人形になるのを拒きよ否ひしている。だが、その抵抗もあとどれくらいもつのやら……。

「……ああああ……」

　ハミンギャが呻く。静かに、訴うつたえるように。

　なんだ？　なにを言おうとしている？

「ええい！　殺せと言っている！」

　グラーバグの命が再ふたたび下される。ハミンギャは痙けい攣れんするように身を逸そらした。

「……ああああ……」

　右手を震わせながら、それでもなお右手の中のミリアに話しかけていた。

「……なん……だ……なにを……」

　ミリアが苦しげに囁ささやくのが聞こえる。と、その目が見開かれた。

「……殺して……殺して欲ほしい。ハミンギャ……そう……言っているのか……？」

「ああ……ああ……」

　半巨人は涙を流しながら、体を揺ゆさぶる。頷うなずいている、ように見えた。

　ミリアの表ひよう情じようが歪ゆがむ。それは苦く痛つうに満ちたもの。

「……いやだ！　誰だれがそんな……助ける……絶ぜつ対たいに助けてやるぞ、ハミンギャ！」

「あああー……ああああー……」

　半はん巨きよ人じんの慟どう哭こく。それを聞いて、不ふ機き嫌げんそうだったグラーバグがにんまりした。口から、耐たえ切れぬような含ふくみ笑いが漏もれ出す。

「……ふふ。ふふふ！　そうかそうか！　そろそろ肉体も限げん界かいのようだな？　体中が鱗うろこに蝕むしばまれる苦く痛つうは神しん経けいを直ちよく接せつ刺し激げきする。ふふふ。ふふふふ。もし君が本当に半巨人のことを思うのであれば、殺してあげるのが親切というものだぞ？」

　摑つかまれているミリアにそう言う。

「もっとも、今の君がどうやってこの怪かい物ぶつを殺すのか、その手しゆ段だんまでは与あずかり知らぬがな」

「……そんな……貴き様さまが苦しんでいるのに、わたしはなにもできないのか……」

　ミリアは力無く項垂うなだれる。そして、みしり、という音と共ともに、体をのけぞらせた。

「うぐっ……うああああ！」

　半巨人が再び手に力を込こめ始めたのだ。

「あああー……ああああああ……！」

　半巨人は泣き呻うめきながら、右手を振ふるい始めた。それは自らの意思で止められない右手から、ミリアを放り出そうという意図だったのかもしれない。だが、しっかりと握にぎられた右手からミリアが抜ぬけ出ることはなかった。それどころか、急きゆう激げきな加速に晒さらされてミリアの顔面は真っ赤になっていく。

「ぐ……あ……！」

　今にも目耳鼻口あらゆる部位から血が噴ふん出しゆつしそうだ。

「やめろ！　本当に死んでしまうぞ！」

「ミリアちゃん！　逃にげてー！」

　俺おれとスーはほぼ同時に叫んでしまう。

「ああああー!?　あああああああ！」

　半巨人は自分の手の中のミリアの状じよう況きように気付いたのか、大声で喚わめきだした。嘆なげき、苦しみだす。

　だめだ。もうどうにもならない。早く俺が動かないと……。

　だが、俺の体は虫ほども動かない役立たずだった。

「スー！　お前の神紋ルーンでグラーバグの心の方を支し配はいすれば……！」

「駄だ目めなんです！　あの人の心にもお願いが届とどかない……！　ざらざらした鱗うろこみたいな心があるだけで……！」

　俺はこのまま結末を見ることしかできないのか？　互たがいに相手のことを思いやっている二人が、その意思に反して、殺し殺されるという結末を。

「……くそっ！　どうして俺おれはこんなときに動けないんだ、どうして！」

　グラーバグが笑いを収おさめた。

「……少し時間をかけすぎだ、半はん巨きよ人じん。後がつかえている。その娘むすめで嬲なぶるのはそこまでにして始末をつけたまえ。次はそこの娘の番なのだから」

「ひうっ!?」

　グラーバグに一いち瞥べつされて、スーが凍こおりつく。

「……スーも……だと？」

　ミリアがぴくりと痙けい攣れんのように反はん応のうした。

「当然だろう。ここにウルズの泉いずみへの扉とびらがあり、そこから巨人の軍ぐん勢ぜいがやってくることを知っている。そんな者を一人も逃にがすつもりはない。邪じや魔まをされては困こまる」

　俺おれ達たちはもう為なす術すべなく殺されるのを待つだけなのか。

　その時だった。

「……ああああ」

　ハミンギャの左手がなにかを摑つかんでいた。その指先に見えるのはなにか赤い物。

「ああ……ああ！」

　それをミリアに差し出した。

「こ……これは……！」

　ミリアの表ひよう情じようが固まる。ミリアの前に差し出されたのは、腕輪だった。赤い実で作られた腕輪。

「あれって……」

　スーがそれを見て、呟つぶやく。

「相手の言うことをなんでも聞いてあげるという約束の腕輪……」

　そうだ。あれは昔、ミリアがハミンギャに渡わたしたという誓ちかいの腕輪だ。渡してあげた相手の言うことを一度だけなんでも聞いてあげる、という約束の証あかし。これを渡すということは、それだけ相手を信しん頼らいしている、大切な友達だと思っているという証しよう明めい……。

「ああ……」

　促うながすようなはハミンギャの呻うめきに、ミリアは頭をがくんと垂たらした。そして、下を向いたまま呟く。

「……そんなに……そんなに死にたいのか？　ハミンギャ……？」

「ああ……あああ……」

　ハミンギャは呻き、頭を揺ゆする。

「……そうか……そうなのだな……」

　ミリアは俯うつむいたまま。

「……わかった……わたしが……わたしの手で貴き様さまを殺してやる……」

　その呟つぶやきを聞き、グラーバグが吹ふき出す。

「ふっ！　遂ついに言ったか。追い詰つめられれば本ほん性しようを現あらわすとはまさにこのこと。半はん巨きよ人じんのこと、絶ぜつ対たいに助けるのではなかったのかね？」

「助けるとも……」

　ミリアが顔を上げた。厳きびしい顔だった。ぎりっと引きしめられた口元。深く刻きざまれた眉み間けんの皺しわ。決意の表ひよう情じよう。だが、その目は潤うるんで、奇き妙みように大きく見えた。と、すーっと零こぼれる涙なみだ。

「……この地じ獄ごくから解かい放ほうしてやる」

　グラーバグは鼻で笑う。

「物はいいよう。命惜おしさに恩おん人じんを殺そうというのに変わりはあるまい？」

「黙れ」

　横から、俺おれは静かに言った。

「グラーバグ。わかっているだろうな？　……この報むくいは必ずお前に返してやるぞ」

「ふ、それはそれは恐おそろしいな。身動きもできない半病人のような男に脅きよう迫はくされるとは、あまりの怖こわさに気が狂くるってしまうかもしれない。それとも狂っているのは君の方か？　……さあ、半巨人よ。命令の方はどうした？」

「あああ……あああーっ！」

　突とつ然ぜん、ハミンギャが断だん末まつ魔まのように叫さけんだ。そして、俺にはわかった。ふっ、とハミンギャが消えた。ハミンギャの中から。

　それまでの、躊躇ためらうような右手の震ふるえやけいれんが無くなっている。

　無む造ぞう作さにミリアを握にぎりしめていた。

「がっ……はっ！」

　グラーバグが笑う。

「ふふふ！　どうやら限げん界かいがきたようだな。ようやく残りかすみたいな意い識しきが消えたか」

　ハミンギャは右手を大きく振ふりかぶる。摑つかまれているミリアもはるか頭上高くに掲かかげられる。あの高さから叩たたきつけられたら、潰つぶれたスイカのようになるだろう。神紋ルーンを使って逃のがれない限かぎり、ミリアは死ぬ。

　なのに、まだミリアは神紋ルーンを使わない。じっとしている。ただ苦しげに、しかし僅わずかに笑みを浮うかべながら口を動かすのみだ。ぱくぱくと、

「……こん……どは……」

「……バカか！　殺すと決めたのだろう！　なのにまだ躊躇って……」

　俺が毒づくのと同時に、ハミンギャが右手を振ふり下ろす。

「うそ！　ミリアちゃん！」

　スーの悲鳴。が、それに被かぶさるように、

「……わたしが……まもって……やる！」

　ミリアの精せい一いつ杯ぱいの叫さけび。それは小さいが鋭するどく、俺おれの耳にも届とどいた。ならば当然。ハミンギャの耳にも届いたに違ちがいない。

　と。

　ハミンギャは、右手を大地に叩たたきつけるでもなく、むしろそっと下ろしていた。再ふたたびぶるぶる震ふるえながら、右手をゆっくり開いていく。

「な……!?」

　グラーバグが目を見み張はっているのがわかる。

「なんの真ま似ねだ、半はん巨きよ人じん!?　誰だれがそんなことをしろと……!?」

　伝わったのだ。ミリアの言葉が、まだ。ハミンギャは再び意い識しきを取り戻もどしている。

　ハミンギャの右手が開かれ、ミリアが解かい放ほうされた。ぐらりとしながら、ミリアは降おり立つ。ふらふらだ。そして、屈かがみこんだハミンギャを見上げて、

「わかっているんだな……。わかっていて……自らわたしを解放した。わたしのことをわかった上で……」

　ハミンギャは呻うめく。

「ああ……」

　その、ああ、は今まで聞いたハミンギャの呻きの中で最も穏おだやかに聞こえた、ああ、だった。

「……きっとそうしてくれると信じていた。貴き様さま自らの手でわたしを解放してくれると。……自分を殺させるために、自分の意思でわたしを放してくれると……」

　ミリアは落ち着いた、というより沈しずんだ声で言う。あの時点でも海王の神紋ルーンを使わずにいたのはそのためだったのか。こんな変わり果てたハミンギャのことを、それでも信しん頼らいしていたからこその行動。

「貴様がわたしに寄よせてくれた信頼に、今、応こたえよう」

　すらり、と銀色がきらめいた。抜ぬいた刺突剣レイピア。

「……ああ……っ！」

　ハミンギャはぶるぶる震える両手で胸むねをかきむしり始めた。自らの肉を引きちぎり、骨ほねをかき分けていく。どろどろと流れ出る血で床ゆかが赤い。

　そうしてハミンギャの胸に大きな穴あなが開いた。震える両手でその穴を、ぐい、と広げるようにする。そこに見えるのは蠢うごめく臓ぞう器き。心臓か。

　ハミンギャは自らの心臓をミリアに差し出すように跪ひざまずいていた。その手は心臓を晒さらしつつぶるぶると震えて、自らの弱点を守ろうとするかのように穴を塞ふさごうともする。相あい反はんする意思がここでも争っていた。

　ミリアが静かに言う。

「……わかった。苦しまないように……もう少し頑がん張ばってくれ……」

「ああああ……」

　構かまえられた刺突剣レイピアを見て、ハミンギャは安あん堵どしたようにさえ見えた。……だが、ミリアは動かない。刺突剣レイピアを構えたまま、間合いでもはかるかのように動かない。

「く……っ！　バカな、バカめ、バカが！」

　その停止の間に、グラーバグが余よ裕ゆうをかなぐり捨すてて罵ののしりだす。

「何な故ぜ私の命令を聞かない!?」

「呪じゆ竜りゆうニーズホッグの力とやらが弱いだけだろう」

　俺おれは答えを言ってやる。

「お前に加か護ごを与あたえたという腐くさった竜りゆうの力などそんなものだ」

　グラーバグは口元をひくひくさせた。引きつった笑い。

「……ふ、ふ、ふふ、よくぞ言ったものだな。では、ニーズホッグの力がどれほどか、今こそ見せてやろう！」

　そして、懐ふところからハンドボウガンを取り出した。それには矢がつがえられている。緑の矢が。

　一いつ瞬しゆんだった。グラーバグがボウガンの引き金を引く。ぶんっ、と唸うなって緑の矢が飛んで行った。それはハミンギャの背せにぶすりと突つき立つ。

　それを見て、グラーバグはじっとりと笑みを浮うかべる。

「よし！　ふふ、これこそは呪竜ニーズホッグ御おん自みずからくださった病竜針ニーズホツグ・ナーリ。半はん巨きよ人じんに埋うめ込こんだのと同じものだ。これはそこらの緑りよく竜りゆうから得られる病竜針などとは比くらべ物にならない感かん染せん力りよくを持つ。誰だれであろうと、これを体に撃うち込まれた者はすぐさま竜りゆう鱗りん病びように侵おかされるのだ」

「……なに？　なんのつもりだ？」

　俺は片かた眉まゆを上げてしまう。何故、ハミンギャに？　既すでに竜鱗病に侵されているというのに。

「ふふふ……見るがいい！」

「あ……っ！　ああっ！　あああああっ！」

　ハミンギャが絶ぜつ叫きようした。むくむくと体が更さらに盛もり上がっていく。手や頭、あらゆる所で鱗うろこが、弾はじけ、中から膨ふくれた肉が垂たれ落ち始めた。

「……な……！　ハミンギャ!?」

　よろめきつつ、ミリアが叫さけんだ。

　ぶじゃ。と、濁にごりきった音がして、顔の部分が弾ける。ばらばらと降ふってくる鱗と血ち飛沫しぶき。その中に白くて丸い物が混まじっていた。眼がん球きゆうだった。それは地面に落ちてべしゃりと潰つぶれる。

「どうだ!?　半巨人の体を苗なえ床どこに、竜鱗病の浸しん食しよくを更さらに深めてくれたぞ！　これでもう人間的な感かん情じようなど完全に吹ふっ飛んだわ！　もうフルディングの娘むすめの言葉など届とどくまい！」

　グラーバグは顔を歪ゆがめて笑う。

「……な、なんて酷ひどいことを……」

　俺の傍そばでスーがわなないていた。人を人でないものに作り変えてしまう。こんなことを嬉き々きとして行うとは。

「……人でなしめ」

　俺おれは呟つぶやいた。

「このまま半はん巨きよ人じんの肉体は暴ぼう走そうし、周囲に竜りゆう鱗りん病びようを撒まき散らし続けるだろう。こうなってしまうと私からの制せい御ぎよも効きかなくなるが……だが、もう構かまわん！　ふふふ、ウルズの街の者達も皆みな、竜鱗病の餌え食じきだ。この世界に滅ほろびをもたらす先さき駈がけとして、より多くの者を感かん染せんさせてくれる！」

　得意になって喋しやべるグラーバグ。

　そこでミリアが不意に呟いた。

「……そんなことはない。貴き様さまがウルズを滅ほろぼすなんて。そうだろう？」

　俺はその言葉に懇こん願がんの響ひびきを感じる。

「ハミンギャ、貴様はこの地が大好きだったろう？　『ウルズを守る』、いつもそう言っていたじゃないか」

　だが、ハミンギャは、「あああああ」と雄叫おたけびを上げるのみ。

　どこか放心した風に、ミリアが言う。

「貴様はわたしがウルズの街の連中を憎にくんでいると話した時、とても辛つらそうな顔をした。……わたしは街を愛する貴様にそんな思いをさせてしまったことを後こう悔かいした。その償つぐないとして茨いばらの実の腕うで輪わを贈おくったらあんなに喜んでくれたじゃないか。……滅ぼすわけがない、そうだよな？」

　グラーバグの嘲ちよう笑しようが響いた。

「人の声などもう届とどかぬと言ったろうが！」

　と、ハミンギャの内側から肉の奔ほん流りゆうが噴ふき出した。それは過あやまたず、剣を手にしたミリアに襲おそいかかる。

「……ぐっ……！」

　そんなうめき声が聞こえてきた。

　このままではハミンギャの体に飲み込まれる……！

　あの病竜針ニーズホツグ・ナーリの塊かたまりとでもいうべきハミンギャの肉体に触ふれることは、即そく感かん染せんを意味するだろう。触ふれれば死。そんなものにあんなに塗まみれてしまっては……。

　そして、きん、という澄すんで乾かわいた音がした。

　見れば、ミリアの刺突剣レイピアが折れていた。ぽっきりと中なか程ほどから折れ、その剣けん先さきはハミンギャの肉の中にぶじゅるぶじゅると吞のみ込まれていく。

　俺は、はっとしてしまう。ただの一いち撃げきだ。ただハミンギャの体から溢あふれ出た肉の流れに巻まき込まれた。それだけに見えた。だが、地面に転がるミリアの姿すがたは無む残ざんなものだった。腕中にハミンギャの鱗うろこが突つき刺ささり、食い込んでいる。流れ出る血。そして、彼かの女じよの折れた刺突剣レイピア。ハミンギャの願いに応こたえるための、ハミンギャを殺すための武ぶ器き。それは、ぽっきりと先せん端たんを失い、人殺しには不向きなものになっていた。

　海王の神紋ルーンを使えば打だ撃げきを受けることなく、すり抜ぬけることも可か能のうだったろうに。それでもミリアは、神紋ルーンを使わなかったのだ。……それとも、本当に神紋ルーンが使えない状じよう態たいなのか？

　遂ついにグラーバグが大口を開けて笑いだした。

「ははは！　見ろ！　なんという化け物だ、これは！」

　ハミンギャを示しめして誇ほこる。

「恐おそろしいまでの力に、触ふれれば刺ささる病竜針ニーズホツグ・ナーリの肌はだ！　これでは誰だれも手出しできまい。呪じゆ竜りゆうニーズホッグの加か護ご、思い知ったか！」

「……お前の神紋ルーンの力でもあるまいし、なにを自分の手て柄がらのような顔をしている？」

　俺おれのせめてもの皮肉も、グラーバグには傷きず一つつけられない。

「ふふふ。ほざくがいい。最も早はや君達にあの化け物を殺すことはできない。剣けんは折れ、唯ゆい一いつ戦える者も倒たおれた。あの娘むすめも直じきに鱗うろこの化け物と化す。勝ちだ！　私はこの世界を滅ほろぼすスルトの代理人となる！」

　くそっ。もう少しだ。もう少しだというのに……！

　俺は小指の先をひくりと動かしながら思う。

　先さき程ほどより比べると、ずっと動くようになってきた。毒が抜ぬけかけている。なのに……間に合わないのか？　もっと奴やつに喋しやべらせて時間を稼かせがないと……。

「ああああっ！」

　ハミンギャが叫さけんだ。爆ばく発はつしたような叫び。そして、大きく手を振ふり上げる。地で倒れるミリアの上で。膨ふくれる肉が振り上げた手のあちこちから垂たれていた。弓を引き絞しぼるかのような緊きん張ちようがハミンギャの背せ中なかに見えた。なにをする気か、明白だ。意い識しきを失っているミリアに神紋ルーンは使えない。

「……よせ」

「いいぞ！　そうだ、やってしまえ！」

　ハミンギャが手を振り下ろした。

「やめろ！」

　ぶじゅ。そんな音が、振り下ろされたハミンギャの巨大な手の下から漏もれてきた。丁ちよう度どミリアがいた辺りから。

「……！」

　スーが両手を口に当て、身を縮ちぢこまらせた。息を吞のみ、真っ青になっている。

「ミ、ミリアちゃん……うそ、死んだ……うそ」

　俺は。俺はまた。俺はまた仲間を。俺はまた仲間を助けられずに。

　考えが、同じ考えが、何度も俺の頭の中で繰くり返される。同じことしか考えられない。

　俺はまた仲間を助けられずに見ているだけだった。俺はまた仲間を助けられずに見ているだけ……。

「いや……いやあ……いやああああ！　やだよう、ミリアちゃああああん！」

　スーが絶ぜつ叫きようする。グラーバグは哄こう笑しようする。

「ははははは！　いいぞ、化け物！　君は最高だ！　おっと、このまま暴ぼう走そうされて血誓兄弟フオースブレーズの男まで殺されては困こまるな。扉とびらが閉しまってしまう。ふふふ」

　俺おれはここで言うべきだったのかもしれない。スーに向かって、俺を殺せ、と。俺の首を搔かき切って、扉に俺の魂たましいを捧ささげろ、と。そうすれば、ウルズの泉いずみの扉は閉まり、巨きよ人じん達の侵しん入にゆうだけは防ぐことができる。今の俺達がグラーバグに対してできる唯ゆい一いつの反はん抗こう。俺は自分の死をもって、嫌いやがらせ程てい度どの反抗を試みるべきだったのかもしれない。

　だが、ミリアの死を目の前にして、俺もスーもなにもできなくなっていた。呆ぼう然ぜんと、グラーバグが近付いてくるのをただ見ていた。

「ふふふ。血誓兄弟フオースブレーズの男、君はこの遺い跡せきから出たところで殺す。遺跡の外での死なら、扉も君の魂を食うことは出来まい」

　そして、ちら、とスーを見る。

「こちらの小こ娘むすめはここで死んでもらって結けつ構こうだ。ここにいろ。外に出ようなどと思うなよ」

　その時だった。

「……ああああああっ！」

　ハミンギャがまた絶ぜつ叫きようしだした。グラーバグは舌した打うちし、

「そんなに猛たけるな、化け物。こいつを殺すのは外に出てから……」

　異い変へんが起きていた。ハミンギャの右みぎ腕うでが大きく膨ふくれている。瘤こぶが盛もり上がるようなこれまでの膨れ方ではなく、右腕全体が丸々と膨れ上がっていた。はち切れんばかり。それをハミンギャは、まるで遠ざけたいかのようにピンと伸のばしている。

「……いよいよ体が耐たえきれなくて自じ壊かいし始めたか？」

　グラーバグは首を傾かしげ、そして、目を見み張はった。

「なっ!?」

　ハミンギャの右腕全体が吹っ飛んだ。四方八方に鱗うろこや体たい液えき、肉にく片へんが飛び散る。だが、その破は裂れつがグラーバグを驚おどろかせたのではない。その元げん凶きようは破裂の中心にいた。俺も驚く。

「……ミリア!?」

　屹きつ然ぜんとしてそこに立つのは黒髪の少女。ミリアだ。飛び散った肉片の中、傷きずどころか汚よごれ一つついていない。先さき程ほど、奴やつはハミンギャの病竜針ニーズホツグ・ナーリを全身に受けたはずだ。なのに、それも無くなっている。

　ミリアは目を瞑つむり、なにか耳を澄すましているかのよう。

　す、と目が開く。そこに宿るのはやるせない思いか。

「もう昔のハミンギャは……いないのだな」

　ぽつり、と呟つぶやかれた言葉が宙ちゆうに漂ただよう。

　そんな言葉をかき消すように、グラーバグが喚わめきだす。信じられぬものを見た、と指す指先も小こ刻きざみに言う。

「……な、な、何な故ぜ!?　どうしてだ？　潰つぶされたんじゃなかったのか？」

「これのお陰かげだ」

　ミリアが左ひだり腕うでを掲かかげてみせる。竜りゆう鱗りん病びように侵おかされ、鱗うろこに覆おおわれた左腕。その左腕の鱗が、ざっ、と蠢うごめいた。光を浴びててらてら映はえる小こ札ざね鎧よろいのように、なめらかな動き。それは今やミリアの左腕から離はなれ、肩かた口ぐちから背せ中なかを通り、右腕へと移っていく。鱗のない、滑らかなミリアの左腕を俺おれは初めて見た。

「わたしの宿しゆく痾あがわたしを救うとはな」

「鱗が動いている、だと……？」

　なにが起きたのか、俺は目を疑うたがう他ない。まるで生き物のように動き回る鱗など初めてだ。人生は驚おどろきに満ちている。俺は言った。

「……というか、どういうことなんだ？　なんなんだ、その鱗は。まるで……生きているのか？」

「竜鱗病はそもそも寄き生せい生せい物ぶつだ。鱗の一枚まい一枚が生きている」

　そういえば、トーメントも言っていた。ミリアに使った病竜針ニーズホツグ・ナーリは寄生生物の一部だと。

「……その生きている鱗がどうしてそうなった？　何な故ぜ動きまわっているんだ」

「これはわたしが元々竜鱗病に侵おかされていたからこそのことだと思う」

　ミリアは鱗を左手で撫なでる。今まで決してできなかったことだ。

「ハミンギャから病竜針まみれの一いち撃げきを受けた時、わたしは新たに竜鱗病の元を全身に植え付けられた。このままではわたしもハミンギャと同じく全身が膨ふくれ上がって病竜針をばらまくことになっていただろう。だが、わたしの体には元々竜鱗病があった」

　そのとき、ミリアの体に纏まとわりつく鱗がまるで同意するかのようにさざ波立ったので、俺は気の所せ為いだと思うことにする。

「新たにわたしの体に入り込んできた竜鱗病に対して、元からの竜鱗病が反はん応のうした。このまま新しい竜鱗病の方に取り込まれ塗ぬり潰つぶされるのを拒きよ否ひするように、新たな竜鱗病を食い始めたんだ。わたしの左腕に突つき刺ささった病竜針を駆く除じよするように食いだした。それだけじゃない。むろんのことだが、わたしの体には全身に渡わたって病竜針が突き刺さっていた。それらをも駆除するためにこいつらは左腕から離れて移い動どうすることを覚えたんだ」

　ざざ、と鱗がミリアの左腕に戻もどっていく。それを見て、グラーバグがまた喚わめく。

「鱗肌になった自分を幸運とも言いたげだな？　その鱗は君の不幸の元げん凶きようだというのにな！」

「……この竜鱗病はわたしの一部だ。わたしの苦しみの源げん泉せんであったかもしれないが、それもまたわたしなんだ。わたしの一部なんだ。受け入れなければならないもの。それを無いことにしたら、それはもうわたしではなくなってしまう」

　神しん妙みような顔で言うミリア。

　一度味わった不幸や苦しみは決して消えはしない。ただ、受け入れるか否いなかのみが許ゆるされた選せん択たく──そういうことなのか？

　ミリアは続けて言う。

「この左ひだり腕うでのお陰かげで助かった……助かってしまった……。ハミンギャがわたしを吞のみこもうとした時も、それを防ふせいで逆ぎやくにハミンギャの右腕を食い取っていたんだ。こんな力があったなんて……これが幸運だと言っていいのか、わたしにはわからない……。だって……」

　ミリアは刺突剣レイピアを構かまえた。先せん端たんが折れて、最も早はや刺さし貫つらぬくことなどできぬようになった剣けんを。

「今、ハミンギャを倒たおせるのは……わたしだけだとわかってしまったのだから」

「おい、そんな折れた剣でなにをする気……」

　ミリアの鱗うろこが、ぞぞぞ、と動き始めた。動くことで光が乱らん反はん射しやし、きらきらと輝かがやく。それはまるで緑の宝ほう石せきが流れるかのよう。緑の流れは右手の先へ先へと進んでいく。そして、さらにその先へ。ミリアの持つ剣へと伸のびていった。

「な……な、なんだ、それは……？」

　グラーバグがその様を見て、呆あつ気けに取られたように半口を開く。

　それも仕方がないかもしれない。今や、ミリアの鱗の大部分は彼女の体を離はなれ、わさわさと剣を覆おおっていた。

「そ、それはまるで……」

　覆うばかりではない。折れてしまった剣の先端部分。そこを形作るように、鱗は寄より集まって剣けん先さきへと伸びていったのだ。鱗うろこ同どう士しで結びつきあって高みを目指すかのように。
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　そうしてできあがったのは緑の刃やいばと束つかを持つ剣つるぎ。てらてらと光を受けて輝かがやく緑の剣だった。

　俺おれはそれを美しいと思ってしまう。つい呟つぶやいた。

「……折れた剣が形を変えた……まるで魔ま法ほうの剣のようだな」

「ああ。竜の鱗でできた剣、竜の鱗をも穿うがつことができる剣だ。そうだな……古いにしえの神話に倣ならえば、悪あく竜りゆうファフニールを討うった名剣グラムといったところか」

　グラムか。伝でん承しようの名剣グラムは刀身にルーン文字が刻きざまれていたというが、この緑の刃のグラムは刀身が鱗状だ。

「……そして、この碧あお刃ばのグラムなら、ハミンギャの全身を覆う鱗をも貫つらぬくことができる」

　そう言ってハミンギャに向き合うミリアの眼まな差ざしはどこまでも深い。深い悲しみ。

「ああああっ！」

　ハミンギャは失った右みぎ腕うでを庇かばうように押おさえ、咆ほう哮こうを上げた。最も早はや、奴やつの意思は失われてしまったようだ。ただの獣けものでしかない。

　ミリアはそんな獣と化したハミンギャに語りかけるのだ。伝わることを信じるかのように。

「ハミンギャ……茨いばらの実の腕輪を大事にしていてくれて、本当に嬉うれしかった。……でもそれがなければ、わたしはハミンギャをこの手にかけなくても済すんだかもしれない……」

　優やさしい、けれどはっきりした声。

「……これで終わらせる……ハミンギャのためにも……」

　緑の刃のグラムが構かまえられ、美しい緑に輝く。

「ば、バカめ！　そんな小さな剣でなにができるものか！　やれ、化け物！　今度こそ奴やつを吞のみこんで始末しろ！　そうだ、体の奥おく底そこに取り込こんでしまえ！　奴のグラムが食うよりも早く、あの鱗どもを貴き様さまの体で食ってしまえ！」

　グラーバグが喚わめいた。

「ああああっ！」

　ハミンギャは身を屈かがめる。それは獣けものの跳ちよう躍やく前まえの動作。力にたわむばねのような、一いつ瞬しゆんの静止。そして、緊きん張ちようが解とき放たれた。

「ああああああああっ」

　一気に伸のびあがり、万ばん歳ざいをするようにミリアに向けて跳とんだ。巨きよ体たいが宙ちゆうを舞まい、ミリアに向けて一直線。

「ハミンギャ」

　ミリアは緑の刃のグラムを構えて、囁ささやく。

「今、その苦しみから救ってやるからな……」

「ああああああっ！」

　雪崩なだれのように襲おそいかかるハミンギャ。が、一瞬、咆ほう哮こうが止まる。そして、なにか……なにかを呟つぶやいたように聞こえた。

　それは『……ありがとう……』だったかもしれない。

　ずずずうううん、と地じ響ひびきがして粉ふん塵じんが巻まき上がる。ハミンギャが跳とびかかった衝しよう撃げきで、傍そばにいた俺おれ達たちも風ふう圧あつで煽あおられた。

「み、ミリアちゃんは!?　ミリアちゃんは無事!?」

　豊ゆたかな髪かみをばさばさと後ろに流しながら、それでもスーは顔を正面に向け、必死でミリアの姿すがたを探さがしていた。俺もそうだ。ハミンギャの捨すて身の攻こう撃げきで潰つぶされてしまったんじゃあるまいな。そう思うと、目に塵じん芥かいが入る痛いたみなど構かまっていられない。

「ふ、ふふ、や、やったか!?」

　グラーバグの上ずった声がする。そして、

「……ち……畜ちく生しようめが……！」

　ガラスをすりつぶしたような掠かすれた呟つぶやき。

　晴れていく粉塵。その中に、緑の刃やいばのグラムを天に翳かざし、それに左手を添そえて屹きつ立りつするミリアの姿があった。ハミンギャの体を刺さし貫つらぬいて立っている。ミリアを中心に、ハミンギャの体には大おお穴あなが開いていた。ミリアの身み形なりは綺き麗れいなものだ。肉にく片へんも血ち飛沫しぶきもついていない。緑の刃のグラムが、ミリアに触ふれようとする部分の肉を食ってしまったのだろう。

「……もう、腕うで輪わも渡わたせないのだな……」

　ミリアの口から、それだけがぽつりと漏もれた。

　俺の位置からはその表ひよう情じようは窺うかがい知れない。ただ、その背せ中なかだけが見える。重おも荷にを背負うには、あまりにも華きや奢しやに見える背中が。そして、その肩かたは僅わずかに揺ゆれていた……。

　あの最さい期ごの一いつ瞬しゆん。ハミンギャは意思を取り戻もどしたのだろう。そして、自みずからの意思でミリアの手にかかることを望んだ……。互たがいに相手のことを想い、信しん頼らいに応こたえたのだ。そして、死という結末を選ばざるを得なかった……。

「あ、あほうが！　役立たずが！」

　死という結末を選ばせたグラーバグが、死体に罵ば声せいを浴びせた。

「なにをしてくれているのだ、なにを！」

　それから、自分を見つめる視し線せんに気づき、はっとしたようだ。今や、自分を守る盾たてはいなくなり、むき出しで敵てきの前に立っているという状じよう況きようにようやく思い至いたったのだろう。

「く……くそ……！」

「……貴き様さまさえ……貴様さえいなければ……」

　ミリアがゆっくりと緑の刃のグラムを構かまえ直す。

「犠ぎ牲せいになったハミンギャの仇かたき、とらせてもらうぞ」

　グラーバグが片かた頰ほおをひくつかせて笑った。汗あせが流れ落ちている。

「ふふ、ふふふ！　なにを言う？　半はん巨きよ人じんを殺したのは君だろうが。君が自分の手で殺した。そ、それを私の所せ為いにするなど、ただの責せき任にん転てん嫁かだとは思わないのか？　自分の罪つみだと認みとめろ！」

　ミリアの目に炎ほのおが宿った。怒いかりの炎が。

「言うに事欠いて……！　それで自分が助かるとでも思っているのか!?」

「き、君は自分の罪を私になすりつけているに過すぎな……」

「黙だまれっ！」

　ひょう、と風切る音がして、グラーバグが悲鳴を上げた。

「いぎぃっ!?」

　グラーバグの口元から鮮せん血けつが迸ほとばしった。丁ちよう度ど、髭ひげの半分が切り落とされたようになる。

「よく回る口め！　それこそ責任転嫁だろうが。ハミンギャをあのような体にしたのは貴き様さまなのだから！」

「あ、あの半はん巨きよ人じんだって、自分で選んで病竜針ニーズホツグ・ナーリを受け入れたのだぞ!?」

「なに？」

　ミリアが片かた眉まゆを上げた。グラーバグはニヤリとし、

「わ、私が無む理り強じいしたわけではない。胸むねに大おお穴あながあいてくたばりかけていたあの半巨人に、私は提てい案あんしただけだ。この針はりを使えば強くなれる、と。そして、あの半巨人は強くなりたいと願った！　だから、私はその願いを叶かなえてやった。善ぜん意いだ！　善意でやってやったことだ！　あんな体になることを選せん択たくした半巨人が悪いのだ！」

　この男はこの期ごに及およんでよく舌したが回る。自分の死を回かい避ひしようと必死だ。

「……貴様はハミンギャを騙だましたのだろうが！　瀕ひん死しのハミンギャに力を与あたえるといって、針を埋うめ込こんだ……その際さいその体がどうなるか、ハミンギャに説明したか？　意い志しを失って化け物じみた存そん在ざいになると教えたか？」

「そ、そんなことは関係ない！」

「一切説明していないのだな!?」

「そ、それでも選択したのはあの半巨人だ！　私にばかり責せめを負わせるのは卑ひ怯きようなことだぞ！　そういう道を選んだ者にも責任はあるはずだ！」

「選ばなくてはいけない状じよう況きようを作った元げん凶きようは貴様だ。人は選ばなくてはならない、と言うのは簡かん単たんだが、選ばざるを得ない状況に追い込んでおいてから選択を強しいるのは汚きたない。そうやって自分は安全なところから選択を強いた貴様にもわたしが選択を強きよう制せいしてやる」

　緑の刃のグラムがグラーバグに突き付けられる。

「自分で死ぬか、殺されるか、好きな方を選べ」

「は？　な、なに!?」

「自らグラムに心しん臓ぞうを突つき刺さすか、それともわたしが貴様の心臓にグラムを突き刺すのを待つか。選択の自由だ」

「な……！　そんなものが選べるかっ!?」

「人は選ばなくてはならない」

　ミリアは静かな声で言った。

「そして、選んだのなら自分の責せき任にんだ。貴き様さまが選んだ道なら、文もん句くを言わず受け入れろ。……貴様が言いたいのはこういうことだろう？」

「ぐっ……ぬぬ……」

　グラーバグは顔を醜みにくく歪ゆがめる。と、

「……腐くされ爛ただれよ、ねぶとの吐と息いき……」

　唱となえ始めたグラーバグの言葉を耳にし、俺おれは警けい告こくを発する。

「神しん言ごんを唱えさせるな！　毒の息がそいつの神紋ルーンの力……」

　ぞん。と、鈍にぶい音がした。ぶしゅう、と血が噴ふき出る。

「……が……げ……」

　グラーバグは自分の胸むねに開いた穴あなを搔かき毟むしるようにして倒たおれた。ミリアの緑の刃のグラムが、ぞぞぞ、と蠢うごめく。

「……殺される方を選んだか」

　ミリアは沈しずんだ声で呟つぶやいた。そして、俺達の方を向く。照れたように笑い、

「その、心配をかけてすまなかったな」

「本当だよ！　何度もミリアちゃん死んじゃったんじゃないかって心配で……」

　スーがやきもきした様子で言葉に詰つまる。無事を確かく認にんして涙なみだが溢あふれてきたらしい。しゃくりあげた。

「……でも、よかった、無事で……それがなによりだよ！」

　俺はその様子を見て、舌した打うちしたくなった。しかめっ面つらで、

「……俺は……」

「心配なんかしていなかった。そう言いたいんだろう？」

　ミリアが俺の言葉を遮さえぎって言った。

「……ああ、そうだ」

「そうだな。貴様は心配なんかしていなかった。それでいいさ」

「…………」

「……ハミンギャ……」

　ミリアは倒たおれている半はん巨きよ人じんの軀むくろに呼よびかけた。

　スーもはしゃいだ様子を引っ込こめ、押おし黙だまる。

「わたしの巨人……。なあ？」

　俺に問いかけてきた。

「ハミンギャの魂たましいはどこへ行くのだろうな？　ニヴルヘイムか、それとも戦って死んだということでどこかの神のエインヘリアルにでも取り立てられたりするのだろうか？」

「……さあな」

　ミリアは折れた剣けんを鞘さやに収おさめた。緑の刃やいばのグラムを形成していた鱗うろこは既すでにミリアの左ひだり腕うでに戻もどっている。

「……わたしもいずれ同じ所へ会いに行けると思うか？」

「……そんなに会いたいのであれば、今すぐ会わせてやろうじゃないか。この私がな」

　地を震ふるわすような低い声。それが突とつ然ぜん響ひびいてきて、俺おれ達たちは振ふり返る。

「……そんなクズ巨きよ人じんが死んだ後向かうのはニヴルヘイムの荒こう野やに決まっている。しかも最も寒く、最も暗い場所だろうよ。……そこへ君等も行くといい」

　倒たおれ伏ふしているグラーバグ。血を流し、体に穴あなをあけられ、確たしかに死んだ。そのはずだった。なのに、グラーバグはゆっくりと頭をもたげるではないか。

　ミリアが目を見み張はって、

「な、なんだ？　何な故ぜ蘇よみがえって……」

　スーはその有様に怯おびえたのか、蛇へびににらまれたカエルのよう。身み動じろぎもせず、蘇よみがえる死体を見つめている。

　死んだはずの者が蘇る。これはまるで……。

「エインヘリアル……か？」

　帝てい国こく皇こう帝ていの居きよ室しつで見たエインヘリアル達。それと同じではないか。グラーバグがどこかの神のエインヘリアルとして認みとめられたというのか？

「ふふふ……エインヘリアルとは違ちがうなあ……」

　俺を嘲あざ笑わらうかのように、グラーバグはほくそ笑む。

「それよりももっと恐おそろしいことだ。君等にとっては、だが」

　グラーバグの死んだ目が俺達をねめ回した。スーが怖気おぞけを震ふるって「あ、うわわ……」と腰こし砕くだけになる。俺はその様子を見て、グラーバグへ馬ば鹿かにしたように言ってやった。

「……一度倒された者が蘇ったところで、もう一度倒せばいいだけだ。なにが恐ろしいものか」

「そうだ！　貴き様さまなど何度蘇ろうが、物の数ではないぞ！」

　ミリアもきっぱりと言い切った。そう聞いて、スーも少しは安あん堵どしたか。

　だが、グラーバグの笑いは消えない。

「バカめ。今の私が先さき程ほどまでの私と同じだとでも思っているのか？」

　俺はさっと一いち瞥べつし、

「……見たところ胸むねに穴があいただけで、なにも変わっていないようだが？」

「軽口を叩たたくのも今の内だ。今、私の体に起こっていること。ふふふ、それは顕けん現げんだ！」

「顕現？　どういうことだ？」

「この場に呪じゆ竜りゆうニーズホッグが現あらわれるのだよ！　昔、ウルズの街を襲おそったようにな！」

「な……!?」

　神話にある呪じゆ竜りゆう。それが今。本物がここに現あらわれるというのか。でも、何な故ぜ？

　ニーズホッグがこの世に現れると聞いて、ミリアが黙だまっていられなくなった。

「ニーズホッグだと？　ユグドラシルを伝って、この世界に現れるということか、あの呪竜が？」

「そんな遠回りなことではない。ニーズホッグは我わが肉体をよりしろにして、この場に現れる。紛まがい物ではないぞ！　顕けん現げん体たいとして現れるのだ！」

　俺おれが魔ま剣けんレーヴァテインをこの世に呼よび出すのと同じように、グラーバグはニーズホッグをこの場に呼び出すとでもいうのか。しかし、そんな神話的存そん在ざいを呼び出すなんてことが可か能のうなのか。俺は眉まゆに唾つばをつけたくなる。だが、グラーバグは高らかに続けるのだ。

「私の体はニーズホッグがこの世で実体を得るための素そ材ざいになる……言ってみれば、私が今！　ニーズホッグになるということ！」

　グラーバグは哄こう笑しようする。

「ふふふははは！　聞こえるぞ！　呪竜の鼓こ動どうが！　私の中から！　君きみ等らがどう強かろうが、神話の呪竜ニーズホッグの力そのものを身に宿した私に勝てる道理はない！」

　はったりだ。そんなバカなという思い。俺は言ってやった。

「……そんなことができるのなら、最初からやっておけばいい」

　ミリアも同じことに思いを至いたらせたようだ。俺に向かって、頷うなずいて見せる。

「その通りだな。奴やつにそんな力があるのなら、わたしは決して奴を倒せなかっただろう」

「で、でも、じゃあ、あれは何なんですか……？」

　スーが震ふるえながら指差す、あれ。それは、見る見る変へん貌ぼうしていくグラーバグの死し骸がいだった。

「……ふふふ。呪竜ニーズホッグは私の最さい期ごの望みを聞いてくださったのだ。私の体を使ってこの世に現れ、この者どもに鉄てつ槌ついを下してくだされ、という望みを！」

　グラーバグの腕うでが引き攣つれて、次し第だいに背せ中なかへまとまっていく。腕の先には膜まくのようなものが張はられていき、今やグラーバグの腕は背中に生えた羽はねのようになった。

「……感じる……感じるぞ！　ニーズホッグをすぐそばに……！」

　その言葉とともに、肌はだは黒ずんだ鱗うろこへと生え変わる。それは竜というより蛇へびのよう。とぐろを巻まく尻尾しつぽが生え伸のびて、ますます蛇めいてくる。

「……おお、これは……溶とける……私が溶けてニーズホッグの御み心こころと一つに……」

　グラーバグの顔の周りに、牙きばが生え始める。鋭するどい毒どく牙ががぶつぶつと。そして次の瞬しゆん間かん、ばくん、とグラーバグの顔が吞のみ込こまれた。グラーバグの周りの牙の生えた部分がにゅっと伸のびて口のようになり、その奥おくへとグラーバグの顔を吞み込んでしまったのだ。まるで蛇が卵たまごを吞みこむが如ごとく。そうして、生え変わって現れたのは竜の頭部。

　それはグロテスクな誇こ張ちようだった。呪竜ニーズホッグの特とく徴ちようを誇張された、グロテスクな竜と人との複ふく合ごう体たい。

　グラーバグたるその新たな頭部が吠ほえた。

「……ふふふ……ははははっ！　しゃぶってやる！　この世界の全ての根を齧かじり、枯からし、萎しおれさせてやろう！　毒を撒まき、病やまいを流は行やらせ、腐くさらせる！　そうして私はこの世界をしゃぶり尽くし、滅ほろぼすのだ！」

　その声はグラーバグのものであるようにも聞こえたが、まるで別人の声のようにも聞こえた。腹はらの底に響ひびくような重い声。

「……か、かいぶつ……」

　スーは立ちくらみでも起こしたようにふらついた。グラーバグは今やその体を完全に竜りゆうと化し、しかも次第に大きくなっていく。

「ははは！　ははは！」

　その笑い声が不意に途と絶だえた。

　グラーバグは俺おれを見ていた。底光りする、底意地の悪そうな眼まな差ざし。と、頭を上げ、咆ほう哮こうした。耳をつんざく。

　その瞬しゆん間かん、俺は頭上から撃うち据すえられたような衝しよう撃げきを感じる。

「ぐっ……！」

　ミリアも同様なようで、膝ひざをついてしまっている。スーに至いたっては、言葉もなく地に両手をついていた。呪じゆ竜りゆうの咆哮、それだけでここまで身が竦すくむとは。

『汝なんじが我がグリームニルを屠ほふった者か？』

　それは心に軋きしみを上げさせるような声だった。聞くだけで鳥とり肌はだが立つ。身をよじって逃にげたくなるような、ガラスを引っ搔かくような声。それがグラーバグから発せられていた。が、

「お前……グラーバグではないな？」

『グラーバグ……？　ああ、我わがグリームニルのことか』

　その者は耳みみ障ざわりな音を立てる。

『畏い怖ふするがいい、小さき者よ。我は汝なんじら罪ざい人にんの死を喰くらうもの、ニーズホッグだ』

　これが……！　神話の中の存そん在ざい、呪竜ニーズホッグだというのか!?

　今やグラーバグは巨きよ大だいな竜となっていた。怪かい物ぶつと化したハミンギャの、更さらに倍はあろうかという巨きよ軀く。

『よくぞ我がこの世に顕けん現げんする軀むくろを用意してくれた。礼を言う。その礼として、まず汝から喰らってやろう』

　ニーズホッグは顎あぎ門とを開いた。俺など一吞のみできそうな口。醜しゆう悪あくな臭においが漏もれてくる。こいつの内ない臓ぞうは腐くさっているに違ちがいない。そのくらい酷ひどい臭においの息だ。

「勘かん違ちがいするな！」

　そんな中でも、ミリアは挫くじけなかった。勇気を奮ふるい起したかのように立ち上がり、まともにニーズホッグを見上げる。

「貴き様さまの加か護ごを受けていた者を倒たおしたのはわたしだ！」

　ニーズホッグはその濁にごった眼めをミリアに向けた。

『そうか。こちらの小さき者から力を感じたのだが、そうであるなら汝なんじを喰くらうとしよう』

　絶ぜつ対たい的てき強者への恐きよう怖ふは俺おれの心をも縛しばろうとする。だが……、

「……引っ込こんでろ」

　俺はミリアに告げた。

「こいつは俺が片かた付づける」

　ふらふらと立ち上がる。ようやく、グラーバグから受けた毒が消えていた。

「……今の貴き様さまにはレーヴァテインも使えない、無理だ！　ここはわたしに任まかせろ」

　ミリアが張はり詰つめた声で囁ささやく。そして、折れた剣けんを再ふたたび抜ぬいた。ミリアの左ひだり腕うでの鱗うろこがざわざわと蠢うごめきき始める。

「……この中で、呪じゆ竜りゆうに対たい抗こうできるのはわたしだけだ」

　呪竜がまた咆ほう哮こうした。いや、笑ったのだ。それだけで俺達は身を固めて立ち尽つくしてしまう。

『小さき者よ。慎つつしめ。その小さき口にあった言葉を吐はくが良いぞ』

　また咆哮。

『我われに対抗？　家か畜ちくが飼かい主ぬしに歯向かうようなものぞ』

　その声は俺達に影えい響きようを及およぼすだけではすまなかった。その声を聞いた、空気が、床ゆかが、腐くされていく。塵ちり一つなかった遺い跡せき内の床が、ごぼごぼと沸わき立ち始めた。まるでここが毒どく沼ぬまででもあるかのように。空気は嫌いやな臭においをはらみ、ねっとりと絡からみつくようになった。黄ばんだ色さえついているように思える。

　そうして腐ったもの達はゆるゆると、ニーズホッグの呼こ吸きゆうと共にその中に吞のみ込こまれていった。

　こいつは、ニーズホッグは、あらゆるものを腐らせ、その腐ふ汁じゆうを啜すするのか。

　死と絶ぜつ望ぼうの臭いがした。

　スーは泣きだしていた。声もなく、はらはらと涙なみだを流している。

　ミリアとて同じだ。緑の刃やいばのグラムを構かまえてはいるが、構えているだけだ。とても自分から打ってかかるような状じよう態たいではない。というか、そんなことを思いもしていないのだろう。神話の存そん在ざいは、まず人からそれと戦うという意い志しを奪うばってしまうらしい。

　それも仕方のないことか。ニーズホッグはまだなにもしていない。ただそこにいるだけだ。なのに、その吐く息は周囲を枯こ死しさせる毒であり、その影かげは暗くら闇やみよりも深い恐きよう怖ふの源げん泉せんとなっている。ニーズホッグの周囲にいるだけで、命というものがしゃぶり取られているような感覚。

　……これが、こんな存在が、俺おれ達たちに対して本気で襲おそいかかってきたら、どれほどのことが起きるのか……。

　俺は想そう像ぞうしてしまう。そうして、その想像の恐きよう怖ふに凍こおりつくのだ。

　またか。

　俺おれは心で呟つぶやいた。

　また俺は守れないのか？　こいつらを……仲間を。

　すると、フュアリーやソロウのことがまた思い浮うかんだ。これは死を前にした走そう馬ま灯とうというやつだろうか。

　助けられなかった仲間達の姿すがた……それをまたここで繰くり返すのか。それが嫌いやだから。だからこそ、最初から仲間など作るまいとしていたのに。

　だが今、俺はミリア達のことを仲間だと思ってしまっている。決して認みとめたくはなかったのに、仲間だと。失いたくないものだと、思ってしまっている。

　──失いたくないものだとしたら、どうするの？──

　何な故ぜか、フュアリーに囁ささやかれたような気がした。

　──私にとって、あなたがそうだった。ロスト。だから、私はあなたを守った──

　俺は、俺は、お前を守れなかった……。

　──守って欲ほしかったんじゃない。守りたかった。その願いは叶かなったのよ、ロスト──

　でも、そのためにお前が死んだら、仲間が死んだら意味がない！　悲し過すぎるじゃないか！

　──悲しいのだとしたら……ロスト、失いたくないのだとしたら、どうするの──

　俺は、はっとする。

　守れない、じゃない。──守るんだ。

　また守れないのか、なんて心配する前にまず動け。

　俺は偽ぎ神しんの神紋ルーンを浮かび上がらせていた。いとも自然に、まるで当たり前のように。

　右手の甲こうに浮かぶ神紋ルーンの輝かがやきが増ますとともに、俺の右手の中に勝利の魔ま剣けんレーヴァテインが顕けん現げんする。

　しっかりと実体化していた。

　赤い刀身に、刻きざまれたルーン文字。だが、そこに燃もえ盛さかる炎ほのおはない。むき出しの刃やいば。

　俺は視し界かいの隅すみに倒たおれ伏ふしたハミンギャを見る。

　守れない、じゃない。守るんだ。

　あいつはそうした。ウルズの街を守るために立ち上がり、また、ミリアを守るために自ら死を選んだ……。

　──その悲しみ、覚かく悟ごの想いはどれほどだったのか──

　と、俺の手の中のレーヴァテインに火が灯ともった。赤い、小さな炎が、蛇へびの舌したのようにチロチロと刀身を舐なめ上げていく。

　更さらに、俺の中で想いが膨ふくらむ。

　──それは誰だれかを、なにかを守るのだ、という強い想い──

　レーヴァテインの刀身を覆おおっていた小さな炎。それが今、めらめらと燃えあがり始める。

　──憎にくしみや怒りではなく、深い悲しみ、そして──

　その炎ほのおの色が、変わった。轟ごう々ごうと燃もえ盛さかる紅ぐ蓮れんの炎から、静せい謐ひつに燃え続ける青き炎に。

　──レーヴァテインは想いの強さを力とする剣つるぎ──

　俺おれは心のどこかでそう呟つぶやく。

　ミリアのたじろぐ気け配はいがした。

「貴き様さま、どうしたんだ、そのレーヴァテインの色は……？」

　今や、レーヴァテインには今まで見たことのない色合いの炎が纏まとわりついている。青白い炎。その想いの熱はこれまで以上に力を感じさせた。

「ああ……わかったんだ」

　わかったのだ。守りたいもの、失いたくないもののことを。……仲間を。

　ニーズホッグが身み動じろぎした。

『……炎の魔ま剣けんか？　ということは汝なんじがロキの言っていた……』

　突とつ然ぜんの圧あつ倒とう的てきな敵てき意いだった。意い志しの力だけで爆ばく風ふうを起こしたかのよう。俺はその圧力に吹ふき飛ばされそうになる。

『くだらぬ！　神々に人の身で……そんなことはさせぬ！　汝を喰くらって、ロキに吠ほえ面づらかかせてくれようぞ！』

　再ふたたびの咆ほう哮こう。それまでの笑いのような咆哮ではなく、純じゆん粋すいな悪意の塊かたまり。

　だが、俺の手の中のレーヴァテインが俺を支ささえる。拠よって立つ力を与あたえてくれる気がした。だから俺はたじろがない。

　想いの強さが力となる。そう心の中で呟いて、レーヴァテインを構かまえた。

『食くらわせてくれるぞ！　神をも腐くさらす、本物の毒の息と言うものを！』

　ニーズホッグの羽はねがうち震ふるえた。一かき二かきして、宙ちゆうに舞まい上がる。そうして、ニーズホッグは体を膨ふくらませた。すーっと体が太くなり太くなり……ぴたりと膨ぼう張ちようが止まる。静せい寂じやくと緊きん張ちよう。

　……来る！

　そして、解かい放ほう。

　ニーズホッグの口から吐はき出されたのは黒い息。

「その息に触ふれるな！」

　ミリアが警けい告こくを発した。

「全てを枯こ死しさせる毒の息だ！　一ひと吸すいしただけで肺が萎しおれるぞ！」

　触れただけであらゆるものを腐らせ、命を奪うばうという。

　だが、と俺は思う。

　青白い炎をたたえたレーヴァテインに全ての想いを込こめた。悲しみ、そして決意を。青白い炎が一いつ瞬しゆん、剣に吸すい込まれる。

　ニーズホッグの黒い息が俺の視し界かいを闇やみに染そめた。

「そこから逃にげろ！　ロストーっ！」

　ミリアの叫さけび。そこに込こめられたミリアの想いは、俺おれを助けたいという気持ちか。俺はその想いを受け、剣に力を込めた。そして、

「……俺の炎ほのおは触ふれただけであらゆるものを燃もやし尽つくす。毒でも、炎でも、神々でさえもな！」

　レーヴァテインを横よこ薙なぎに払はらう。刀身に閉とじ込められていた青白い炎が一気に噴ふん出しゆつした。

　それは青白い蛇へびのように黒い息に襲おそいかかる。

　触れただけであらゆるものを腐くさらせ命を奪うばう黒い息。それすらも糧かてにして燃え盛さかる、青白い蛇。

　黒い息が燃やされ、視し界かいが晴れていく。

　捉とらえた。

　視し界かいの先で、ニーズホッグがたじろぐのが見える。

　俺は叫んだ。

「消えろ……っ！」

　走る青白い蛇。響ひびき渡わたるニーズホッグの咆ほう哮こう。だがそれは嘲あざ笑わらう咆哮でも悪意の咆哮でもない。悲鳴だった。

　レーヴァテインから放たれた青い炎がニーズホッグを包み込んでいた。

　呪じゆ竜りゆうは濁にごった声で喚わめき散らす。

『おのれ！　現身うつせみに受けたこの熱、痛いたみ、忘わすれぬぞ！　この屈くつ辱じよくは忘れぬぞ！　汝なんじは我われが必ず喰くろうてくれる！　汝の滅ほろぶ時、汝は我にその身を捧ささげることになるだろう！　汝の顔は決して忘れぬからなぁぁぁーっっッ!?』

　ニーズホッグは炎の向こうで黒い影かげとなり、ゆらゆらと焙あぶられたかと思うと消えた。全ては青白い炎と同化する。

　俺はレーヴァテインを振ふり払はらって、炎を収おさめた。

　ニーズホッグの巨きよ軀くは消えている。ただ、その燃えカスのようなものが残っているだけだ。その燃えカス、黒く爛ただれたグラーバグがひくついた。

「……ニーズホッグ……置いていかないでくれ……私を……」

「……まだ生きていたのか」

　俺の呟つぶやきに、ミリアが言い添そえる。

「いずれにせよ、もう助かるまい。もともとニーズホッグにその身を捧げてこの世に留とどまっていたのだ。ニーズホッグが去った以上、こいつもこの世に留まれぬのが道理……それにしても、なんだ？　今のレーヴァテインは？」

「前に見たのと違ちがって……なんだか悲しい感じがしました」

　スーがそう言う。スーも感じるところがあったようだ。

　俺は自らの神紋ルーンを抑おさえ、レーヴァテインを消す。

「……いい気なものだな……」

　毒のような声が吐はかれた。グラーバグだ。焦こげ爛ただれた体から、呪じゆ詛そを投げかけてくる。

「……私は死ぬ……だが、それでなにも解かい決けつはしないのだ……ふふふ……扉とびらは開いたまま……閉とじるには君の魂たましいが必要……それはなにも変わっていない……ふふははは」

　俺おれ達たちはウルズの泉いずみの扉を振り返る。

　これを閉じるには、開けるときと同様、強い者の魂が必要だ。そして、この扉が開いたままだと巨きよ人じん達の侵しん攻こうを招まねいてしまう……。

「……ははは……わ、私はニヴルヘイムへ落ちるが……き、君は魂を糧かてとして食われるがいい……」

　グラーバグの嘲あざけり。だが、それは事実なのだ。

「くっ……どうすれば……？」

　ミリアが扉を見て唇くちびるを嚙かむ。

「せ、せっかくニーズホッグも倒たおしたのに……こんなのってあんまりだよ……」

　スーもまた為なす術すべなく立ち尽つくす。項垂うなだれて、肩かたを落とす。

　俺は守りたいと願った。この世界を、仲間を。そして、それを守るには俺の魂が必要……。

　なら、俺は……。

　そこで、項垂れていたスーが気付く。

「……え？　これは……！　ミ、ミリアちゃん！　見て！」

　両りよう掌てのひらを上に向け、雨が降ふるのを待つ人のように顔を上げた。

「これって……ハミンギャさんじゃ……！」

　空中に、光る粒りゆう子しが舞まい上がっていた。それらは倒たおれ伏ふしたハミンギャの体から漂ただよい出し、そして一つの流れとなって扉へと向かっている。それは宙ちゆうを流れる、光る川。

　俺達はこの粒子を見たことがある。帝てい都とでの最後の戦いの時だ。トーメントが神しん槍そうグングニルに全ての力を込こめた時、周囲のエインヘリアル達は皆みなこの粒子となって吸すい込まれていった。あの時トーメントはエインヘリアル達の魂を糧としたのだ。

　それと同じように今、ハミンギャの魂が扉の糧となっている……。

「そんな……そんな、駄だ目めだ、ハミンギャ！　お前がこれ以上犠ぎ牲せいになるなんて……！」

　ミリアは粒子の川を押おし止とどめるかのように手を伸のばす。だが、それらは全てミリアの手をすり抜ぬけていってしまった。

「……魂を糧にされたら、きっとニヴルヘイムにも行けない……！　消えてしまう……！」

　俺は何度ハミンギャに救われるのだろう。アヴィとの戦いの際さいに、ハミンギャはその身を挺ていして俺を守ってくれた。そして今。ハミンギャはその魂を、俺の代わりに……。

「……俺は……お前になんと言えばいいんだ？　ハミンギャ……」

　俺はそっと呟つぶやく。そして、心の中で誓ちかう。
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　……お前が守ろうとした物、俺おれが守ってみせる。それがお前に出来る唯ゆ一いいつの手た向むけだ……。

「……ば、ばかな……何な故ぜ……？」

　爛ただれた声でグラーバグが呻うめいた。

「あの半はん巨きよ人じんの魂たましいでは扉とびらを開けるには不足だった……なのに、何故、今、扉が閉とじようと……こ、これでは炎ほのおの長スルトの御み心こころが……！　世界を滅ほろぼす軍ぐん勢ぜいが……！」

「……竜りゆう鱗りん病びようの所せ為いだ」

　ミリアが打ちひしがれたように肩かたを落とした。

「あれに罹かかったせいで、ハミンギャは力を得た……。そう、この扉を開かい閉へいするのに足りるだけの力を……」

　そんなミリアに寄より添そい、スーが肩に手をかける。

「強い魂っていうのは、そういう力だけじゃなくて……きっとミリアちゃんのために自分を犠ぎ牲せいにするのを厭いとわない、そういう強さのことなんだよ。ああいう誇ほこり高い死を選んだから、強い魂だと認みとめられたんだと思う……」

　俺は黙だまっていた。ハミンギャの魂が吸すい取られていくのを止める術すべがなかったからだ。なにもできない。なら、黙っているしかないではないか。

　ただ、ハミンギャがミリアを想う力、逆ぎやくにミリアがハミンギャのことを想う力の強さを知る。ハミンギャが強く思ったからこその、この結果だ。だから、俺は感かん謝しやとやるせなさを抱かかえて沈ちん黙もくしていた。

　黙っていない奴やつがいた。

「……ぐ……くそっ！　……あの薄うすらバカ……最後まで邪じや魔まをしおって……！」

　グラーバグは罵ののしる。それから、悪意のある目でミリアを睨にらんだ。

「……よかったではないか。君きみ等らは結局、自分達だけは生き残る。半はん巨きよ人じんを犠ぎ牲せいにしてな……ふふ、半巨人もこの結果をさぞや喜んでいるだろう！　半巨人を扉とびらの生いけ贄にえに捧ささげて……涙なみだの一つも流して、めでたしめでたしだ……ふふふ！　大した救きゆう世せい主しゆ様達だ！」

「……やめろ！　こんなことを招まねいた貴き様さまが……！　その口で……！」

「ふはは！　……ざまを見ろ！　命の恩おん人じんを犠牲にしておいて、この世を救うだなどと……君等は偽ぎ善ぜん者しやでねじ曲がっている！　……この世をスルトから救うなど笑わせる！」

　俺おれは認みとめることにする。

「……そうだな。俺達がこの世界を救ったんじゃない。世界を救ったのはお前だ。グラーバグ」

「……は？　なに……？　なにを言って……」

「お前がスルトに敵てき対たいすることばかりしてくれたからこそ、世界は助かった。礼を言う」

「……バカなことを！　私はスルトに忠ちゆう実じつに仕え、身も心もスルトのために……」

「お前の想いなど関係ない。ただ、行動が示しめすのみだ。お前が言ったことだぞ」

　グラーバグはたどたどしく呟つぶやく。

「……わ、私がなにを……なにをしたというのだ……」

「お前はヴァルテ・ル・ミウによるウルズの泉いずみの扉開放の邪じや魔まをした。奴やつの上に立とうとしてな。そして今、お前がハミンギャに病竜針ニーズホツグ・ナーリを打ちこんだ所せ為いで、扉は閉とじようとしている。誰だれが見ても、お前はスルトの邪魔をしている。お前はこの世界を滅ほろぼさないよう、スルトに敵対する行動ばかりしている」

「ち、違ちがう……！　私はスルトのために……。全てこの世を滅ぼすというスルトの御み心こころに沿そうように……！」

「……だが、実じつ際さいにウルズの泉から巨人達がやってくることはこれでなくなった。お前のお陰かげだ。お前がハミンギャを強くしてくれたお陰だ」

「……そ、そんなつもりでは……！」

「自分の思おも惑わくとは違う結果になったということか。なら、こう言おう。無む能のうでいてくれてありがとう、グラーバグ！」

「……わ！　私を！　む、無能……！　無能というか……!?　ち、違う！　わ、わ、私は……スルトのために……」

　グラーバグは焼け爛ただれた体で体中を搔かきむしり始めた。

「無能じゃない！　私は……私はぁぁぁっ！」

　死んだ。

　こと切れた。

　グラーバグは憤ふん死ししていた。

　当然のことながら、グラーバグの体から魂たましいが粒りゆう子しになって扉とびらに吸すい込こまれるようなことはなかった。

　そして、少しずつ扉は閉とじていく……。













　　エピローグ







　水がさらさらと流れ出る音。どこからか差し込む光が、水面で瞬またたく。深い森の奥おくにいるかのような空気。これは年とし古ふるい木の香かおりか。

　ウルズの泉いずみ。それは清らかな水をたたえた泉だ。周囲に木々が生い茂しげり、ほとりには陰かげが差している。それだけなら、普ふ通つうの美しい泉に見えるだろう。

　澄すんだ水は冷たい。口に含ふくめば、どこか甘あまみすら感じる。

　旅人が足を休めるには最さい適てきだ。

　だが、その泉の端はしから突つき立った巨きよ大だいな木が異い様ようだった。それがウルズの泉をただの泉ではなくしている。その巨木の所せ為いで、奇き景けい・絶ぜつ景けいといっていい強い印象が与あたえられていた。巨木は緩ゆるく斜ななめに伸のび、どこまでも伸び、先は霞かすんで見えない。その上、太い。あの呪じゆ竜りゆうニーズホッグですら小さく見えてしまうほどの太さ。

　これでも世せ界かい樹じゆユグドラシルの根っこの一部でしかないという。本体の世界樹がどれほどの大きさか想そう像ぞうするのも難むずかしいくらいだ。

　俺おれはそのとても信じられない大きさの木を見上げていた。上の方で霞がかっている。あの先に……そう思いつつ、やはり尋たずねざるを得ない。

「……よかったのか？」

「うん？　なにがだ？」

　俺の傍かたわらで、同様にはるか上を仰あおぎみていたミリアがこちらを向いた。スーはリスを見つけて、そのあとを目で追うのに忙いそがしい。

「扉とびらのこちら側に……ウルズの泉に来てしまって。もう元の世界に戻もどれないかもしれないんだぞ」

　俺は後方を振ふり返った。木々を抜ぬけた草地の中、巨大な扉が鎮ちん座ざしている。俺達のいた世界と、ここウルズの泉がある空間を繫つなぐ門。それは今、閉とじていた。

「あの扉は、また誰だれかが死なないと開かないだろう……。俺達はこの世界樹ユグドラシルのある場所に閉じ込められたようなものだ」

「そういう貴き様さまはどうなんだ？　貴様もこちらにいるじゃないか」

「俺はいいんだ」

　さらりと言う。

「俺は別に元の世界に未練があるわけじゃない。……戻れなくてもいい」

　ミリアは、そんな俺の言葉に眉まゆをひそめた。

「……そんなことを言う貴き様さまを、一人で行かせるわけにはいかないな。元の世界に未練が無いなどそんな寂さびしいことを言ってくれるな」

「それに、仲間を一人で行かせる訳わけないでしょう？」

　スーもリスとの鬼おにごっこをやめて、俺おれに注意を向けてきた。

「行く時も帰る時も、みんな一いつ緒しよですよ！」

「……お前まえ等らは戻もどっても良かったのに」

　と、俺は首を横に振ふる。

「俺のやろうとしていることはなんの成算もない。ただの予想、いや願望でしかないかもしれないんだ。……そんなのにお前まえ等らまで乗っかる必要はなかった」

　ミリアは微笑ほほえんだ。

「だが、貴様の狙ねらいは十分あり得る話だ。実じつ際さいに、過か去こ、世せ界かい樹じゆを伝って呪じゆ竜りゆうニーズホッグがウルズの街に現あらわれたことがあるのだからな。なら、わたし達も世界樹ユグドラシルを伝って、別の世界へ至いたることができてもおかしくは無い」

「それにこの先にどんな世界があるのか、私はちょっとわくわくしてるんです」

　何な故ぜか寄よって来たリスを手に乗せて、スーが言った。踊おどるようにくるりと回ってみせる。

「まだ見たことが無い人や動物がいてまだ見ぬ世界がある。……ふふっ、なんだか楽しい」

　気楽な奴やつだ。俺は頭を抱かかえたくなる。

「……そんな物もの見み遊ゆ山さんな話ではないだろう。炎ほのおの長スルトやそれに従したがう巨きよ人じん達の住む世界とも繫つながっているんだ、この世界樹は。危き険けんの方がはるかに高い」

「でも、貴様は行くのだろう？　わたし達の世界を滅ほろびから救うために」

「……守ると、決めたからな」

　妹の生きたあの世界を。フュアリーやソロウと過すごしたあの世界を。そして、新たな仲間達のために……。

　すると、ミリアは大きな笑みを浮うかべた。

「なら、わたし達も一緒だ。わたし達の世界を守る。そのために行くんだ」

「……だから、なんの成算もないといっただろう？　ユグドラシルを辿たどったからといって、どのような世界に行きつくかもわからない。そんな危険な賭かけにお前等が一緒に来る必要は……」

「今いま更さら、扉が閉まった状じよう態たいでグダグダ言うな！　それに、これはわたし達が自分で選んだことだ。貴様があれこれ思うことは無いぞ」

　本当にそうだろうか？　と、俺は自問してしまう。

　俺は本当に一人で行く気なら、こいつらになにも言わずそっと扉の奥おくに残ればよかったのではないか。なのに、俺はミリア達に話した。ユグドラシルを伝って別の世界へ行けるかもしれない、と。

「行ってどうするんだ？」

　ミリアはそう聞いてきたし、それは当然の疑ぎ問もんだ。それに対する俺おれの答えは馬ば鹿かげたものに聞こえたかもしれない。だが、言ってやった。

「巨きよ人じん達がこっちにやってくるのを待つのは性しように合わない。こちらから乗り込こんでいって侵しん攻こうを止とめてやる」

　少なくとも、俺は炎ほのおの長スルト本人と戦ってでも侵攻を止めるつもりだった。

　ある意味、この世界を守る役やく割わりを果たしていた大たい神しんオーディンの勢せい力りよく。俺がそれを潰つぶしたためにこんなことになっているのだとしたら、俺はスルトの勢力もまた潰さねばならない。この世界を滅ほろぼそうという勢力を。そうでもしなければ、俺達の世界は救われない。なにもせず、ただ巨人達がどこかからやってくるのを怯おびえて待つなんて真まっ平ぴらだ。

　そのようなあやふや極まりない話だというのに、ミリア達は乗ってきた。

「神の一人であるスルトと戦うというのは別として……巨人達の世界へ行けば、確たしかに彼かれ等らの侵攻を食い止める方法も見つかるかもしれないな。例えば、世界の間を渡わたるという船ナグルファルを破は壊かいしてしまうとか」

　ミリアは言ったし、スーも、

「アールヴ族みたいな巨人達に抵てい抗こうしている他の世界の人達と、力を合わせることもできるかもしれないですね！」

「とにかく、なにもしないでいるのは嫌いやだ、という点についてはわたしも大いに賛さん同どうするぞ！」

　ミリアは大きく頷うなずいて、俺に微笑ほほえみかけてきたものだ。

　そういう訳わけで、俺はミリア達と共に、ウルズの泉いずみが閉とじていくのを、俺達の世界へ戻もどるための扉が閉じていくのを、見守ったのだった。

　だが、こうして実じつ際さいにユグドラシルを前にすると、思ってしまう。

　……俺はこいつらに選せん択たくの余よ地ちのない選せん択たく肢しを突つき付けて、自分達で選んだと思い込ませてしまったのではないか、と。

　何な故ぜ、ユグドラシルを伝って別世界へ行く話をしてしまったのか。やはり、俺はこいつ等らと一いつ緒しよに行きたいと思っているのか？　仲間、だから？

　……本当にこいつらが大切な仲間ならば、なんの確かく証しようもない危き険けんな旅に同どう伴はんなどさせず、置いていくべきだったのではないか？　俺は本当にこいつ等のことが大切なのか？　仲間だと……俺に仲間の資し格かくがあるのだろうか？

「……またなにか、余よ計けいなことを考えているな？」

　俺の表ひよう情じようから読んだかのように、ミリアが言ってきた。

「一人で行くより二人、三人で行った方が心強い。物事もうまくいく可か能のう性せいが高くなる。それで十分だろう？　変なことを気にするな！」

　俺は見み透すかされたようで居い心ごこ地ちが悪くなる。だから、憎にくまれ口をきいてしまうのだ。

「……二人、三人の方が心強い？　足を引っ張ぱられないなら、そうも言えるだろうがな。……俺おれ一人で行く方がよほどうまくいくんじゃないのか」

　ミリアがあきれ顔になった。

「本当に貴き様さまは変なところで面めん倒どうくさい奴やつだな」

「……お前が単たん純じゆん過すぎるんだ」

　そこへスーが割わって入ってくる。

「まあまあ、いいじゃないですか。そんなに心配ばかりして怖こわがってばかりいてもなにも先に進みませんし」

「……お前の口からそんな言葉が出るとは思わなかったな……というか、お前なにか楽しそうだな？」

　すっかりリスを手て懐なずけた様子のスーは今にもスキップしはじめそう。

「だって、さっきも言いましたけど、わくわくするんです！　まだ見たことのない場所、行ったことのない土地、お話の中でしか聞いたことのないような不思議……それが実じつ際さいに自分の目で見られるかもしれないんですよ！」

　そうしてユグドラシルの根を見上げるその目は畏い敬けいと期待に満ちている。

「……お前、思ったより好こう奇き心しん旺おう盛せいなんだな……」

　見知らぬ土地に行くなど、いつものように怖こわがるばかりかと思っていたのだが……。

　そして、一つの可か能のう性せいを思いついて、俺は言いかけてしまう。

「……お前はこの先……」

「え？　なんですか？」

　俺は言いかけていた言葉を吞のみこむ。

　お前はこの先へ行くのに向いていないかもな、という言葉を。

　何な故ぜなら俺達は自分達の世界を守るために、スー言うところのわくわくするような世界を滅ほろぼすことになるかもしれないからだ。スーは仲良くしたいと思ってる奴やつ等らを殺すことになるのに耐たえられるのか？　ミリアもそうだ。もし、行った先の世界で幸せに暮くらしている奴等がいるとして、そいつらの住む世界を滅ぼすことになったら……あいつはそれを受け入れられまい。

　俺はやれる。俺の世界を守るためなら、他の世界を滅ぼすことに何のためらいもない。

　世界を滅ぼすような、そんな手を汚よごす行こう為いは俺に任せればいい。ミリア達は手を汚すべきじゃない。だから一いつ緒しよに来るべきではないのだ。来れば、きっと傷きず付つくことになる……。

　そのような思いが一いつ瞬しゆんで俺の頭の中を渦うず巻まいた。が、口に出したのは一言だけ。

「……いや、なんでもない」

「はあ……そうですか。……あ！　ミリアちゃん、見て！　あそこ！　あそこから世せ界かい樹じゆの中に入れそう！」

　スーは怪け訝げんそうな顔をした後、パッと顔を輝かがやかせた。世界樹の根に、洞うろのような穴あながあいている。巨きよ大だいな穴だ。随ずい分ぶんと遠い。そこを指差して、

「やった！　本当だったんだ！　行こう！　きっとあそこから世せ界かい樹じゆの上へ行けるよ！」

　ミリアもスーの勢いきおいに一言言うのがやっとといった塩梅あんばいで、

「そ、そうなのか？」

「世界樹の根の中には泉いずみの水を吸すい上げている水すい路ろがあって、その流れに沿そっていけばどんどん上に登っていけるんだって」

「それは初耳だな」

「それで、その水路の先、水路が集まってどんどん太くなっていくその先には、大きな国があるの。世界樹の幹みきの中に国が丸ごと入っているんだよ？　信じられる？　ホッドミーミルというところなんだけど、そこにはあらゆる世界からやってきた種族や物が集まっていて、とても賑にぎやかな場所なんだって！　毎日がお祭りのように騒さわがしく、見たこともない奇き妙みような見み世せ物ものがいっぱいだそうだよ。アールヴ族の館やかた『ヴィーズブラーイン』もそこにあるって！　ああ、行ってみたいなあ」

「よくそんなことを知っているな、スー」

「えへへ……みんなお母さんの昔話で聞いたことの受け売りだけどね」

「昔話か……そういえば、アールヴ族のことにもやけに詳くわしいようだったな、スーの母上は」

「うん、お母さんは元々そこに住んでたそうだから」

「……ん？　なんだって？」

「私のお母さん、アールヴ族の女王だったんだって。ホッドミーミルを通って、今の世界へ来たんだって言ってた」

「はあ!?」

　ミリアが目を丸くした。俺おれも丸くしていることだろう。

「初めて聞いたぞ、そんな話!?」

「え……？　話さないとダメだった？」

　スーはきょとんとした風だ。

「そんなの本当はみんな昔話で、私には縁えんのない話だと思ってたから……」

「し、しかし、そうなるとスーは……アールヴ族のお姫ひめ様さま……なのか？」

「やだなぁ、ミリアちゃん！　私、そんな柄がらじゃないよう」

　いや、よく考えれば、こいつの世よ慣なれていないところはまったくもってお姫様だ。甘あまい考えも、へなへなしたところもお姫様に相応ふさわしい。

　それにしても、と俺は思う。

　こいつの慈じ愛あいの神紋ルーン、人を支し配はいする力……これはそのアールヴ族女王の血というべきなのか。女王の血族だからこそ、そのような神紋ルーンを使いこなせるのかもしれないな。

「さあ、行こう！」

　やけに張はり切るスーが先頭に立ち、俺達は世界樹ユグドラシルの中へと入り込む洞うろを目指す。
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　世せ界かい樹じゆの巨きよ大だいさを物語るように、その洞うろに行くまでで随ずい分ぶんと時間を取られてしまう。

　俺おれ達たちは泉いずみの縁ふち沿ぞいに進んでいった。

　と、途と中ちゆうで、俺は泉の水上に白い祭さい壇だんのようなものを見た。まるで水中からそれだけ突つき出たような白はく亜あの祭壇だ。祭壇を支ささえる地は見えない。

「あれはなんだろうな？」

　俺はミリア達にその存そん在ざいを知らしめて、言った。

「……魔ま術じゆつ的てきな儀ぎ式しきに関係しているような雰ふん囲い気きだが」

　ミリアがそう首を捻ひねる。

「あ、あそこ、祭壇の中央に窪くぼみがありますね。なにか、嵌はめこむみたいな……」

　スーの指し摘てき通どおり、それには中央に窪みがある。その窪みは人の顔を象かたどっているようだ。人の顔を押おし付けて、目鼻をつけたような窪み。もし、その窪みを本当に人が顔を押し付けて作ったのなら、そいつは随分と巨大な顔の持ち主だったに違ちがいない。まるで巨人のような……。

　俺はようやく気付いた。

「ミーミルの首、か……」

　この祭壇にミーミルの首は安置されていたのだろう。それをアヴィが取って持ち去った……。

「……あいつにも借りを返さないとな」

　俺は呟つぶやく。炎ほのおの長スルトのもとを目指すのならば、いつか邂かい逅こうすることもあるだろう。奴やつもスルトを狙ねらっているのだから。

　そうやって、ようやく世せ界かい樹じゆの中へと続く巨きよ大だいな洞うろへと辿たどり着く。

　スーの言った通り、その洞の中は水すい路ろになっているようだ。ごうごうと水の流れる音がする。

「世界樹の中の水路にはあちこちに渡わたし守もりが居いたって聞いたけど、ここにもいるかなあ……」

　スーが率そつ先せんして中へ入っていった。

　ミリアもそれに続こうとして、ふと立ち止まる。そして、振ふり返った。その視し線せんの先は、もう遥はるか遠くになったウルズの泉の扉とびらだ。巨大な金きん属ぞく製せいの扉がぽつねんと突っ立っている。

「おい、どうした？」

「……いや、あそこにハミンギャの魂たましいはあるのかな、と思ってな」

「……まるで、あの扉が墓ぼ標ひようのような話だな」

「……確たしかにそうだな」

　ミリアはそう言い、押し黙だまる。じっと扉を見つめ、それからようやく呟く。

「……お別れだ。行ってくるよ……そして、戻もどってくるからな」

　それだけ言って、ミリアは身を翻ひるがした。世界樹の中へと進んでいく。

　世界樹には様々な動植物が付ふ随ずいしている。先さき程ほどスーが手て懐なずけていたリスもいれば、幹みきに絡からみつくツタもある。

「……俺おれは腕うで輪わを作れるほど器用じゃないが……」

　と、俺は世界樹に根を張はっていた茨いばらに手を伸のばした。そこに生なっていた茨と赤い実を摘つむ。

「……これ、大事なものだったんだろ？」

　俺はそれをウルズの扉が見える位置に供そなえた。

「……お前が守りたかったもの……俺が代わりに守ってやるからな」

　それだけ約束すると、俺も世界樹の中に入る。

　薄うす暗ぐらい。響ひびく水音。先行するミリア達の声も聞こえてくる。

「……本当にそんなところが……？」

「……でも、これが本当の話だったらすごいよね！　それを自分の目で見られるなんて思ってもみなかったよ！」

　俺はミリア達のさざめきのような会話を耳にしつつ、予感していた。

　……スーの言っていたホッドミーミルという国が本当にこの先にあるのなら、そこから巨きよ人じん達の世界ヨトゥンヘイムへ行く道も辿たどれるだろう。そして、俺は……滅ほろぼすのだ。

　スルト達を、巨人達を。

　そうしなければならない。世界を守る、という名分のもとにレーヴァテインで殺し、焼き尽つくすことになる……。

『神々を屠ほふる者』

　何な故ぜか聞き覚えのあるそんな言葉が俺の頭の中で囁ささやかれたような、そんな気がした。










　あとがき




　私わたくし事ごとで恐きよう縮しゆくですが、ご報ほう告こくしたいことがあります。

　実はこのたび結けつ婚こんすることになりませんでした。

　式は挙あげずに来月入にゆう籍せきいたしません。

　頼たよりない自分ではありますが、明るく楽しい家庭をつくっていきたいと思っておりましたものの、玉ぎよく砕さいでした。

　仕事はさらに精しよう進じんするつもりです。

　皆みな様さま、今後ともご指し導どうご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願い申し上げます。

　なにをふざけたことを言っているのか、とお思いでしょうが別に噓うそでもなんでもなくリアルであったことです。

　そんなわけで、最近とてもいい感じです。

　どうでもいい感じ。

　あ、でも作品についてはいつも、どうでもいい、みたいな想いで書いてはいません。

　真ま面じ目めにやっております。

　決して、書いている途と中ちゆうで某ぼう携けい帯たいゲーム機を衝しよう動どう買がいして画面を擦こすりまくった挙あげ句く、指が痛いたくなって支し障しようをきたしたりはしていません。本当です。くそう、なんだこのゲームは。擦りゲーか。

　でも、どうしよう。この高い買い物、もう飽あきちゃったんだけど。

　なんだったら、抽選で誰だれかにあげちゃってもいいんじゃないかしら。

　ただ、そういう懸けん賞しよう風ふうなことをすると法律的に引っかかりそう。

　ごめんなさい。やっぱり無しです。

　何事も途中で飽きて投げ出すとかよくないですし。

　だから、私はこれからも擦りを続けるよ。指が痛くなっても、火傷やけどしそうになっても。

　そうやって擦り続けた先に、なにか見えてくるものがあると信じて。

　あれ、このゲームそういう画像が出てくるとかじゃ無いのか。騙だまされた気分。

　うん、こりゃ結婚できんわ。

　そんなことはともかく。お世話になった皆様にお礼を。

　イラストを担たん当とうしてくださったnyoroさん。直前までキャラの外見が決まっていなかったりしてすみませんでした。今回も素敵なイラストをありがとうございます。担当様をはじめとしたアスキー・メディアワークスの皆様方にも感かん謝しやを。

　そして、この本を手に取ってくださったあなたに心からの謝辞を。


相あい原はらあきら
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相あい原はらあきら

鎌倉へ紫陽花を見に行きました。梅雨時の紫陽花って綺麗ですよね。梅雨なのに全然雨降ってなくて、紫陽花もへにょへにょになってましたが。でも綺麗。というか、綺麗だったということにしないと、何しに行ったんだかわからん。
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イラスト／nyoro

イラストレーターです。

絵を描いたり鬼を狩ったりしています。

腕の湿布がとれません。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「相原あきら先生」係

「nyoro先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





漆しっ黒こくのエインヘリアルII








相あい原はらあきら
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